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行
為
の
始
ま
り

(
ア
ル
ケ

i
)
に
つ
い
て

|
|
|
プ
ラ
ト
ン

『
ヒ
ッ
ピ
ア
ス

(
小
)
』
考

i
l
l

藤

津

有日

夫

(一〉

著
作
真
偽
問
題
と
著
作
年
代
論
小
史

『
ヒ
ッ
ピ
ア
ス

(
小
)
』
な
る
対
話
篇
を
読
む
に
つ
い
て
は
、
先
ず
そ
の
真
偽
と
著
作
年
代
に
つ
い
て
若
干
の
確
認
作
業
を
し
て
お
こ

こ
の
種
の
記
述
を
退
屈
に
思
う
読
者
は
第
二
章
か
ら
読
み
始
め
て
い
た
だ
い
て
よ
い
が
、
わ
れ
わ
れ
は
最
小
限
の
範
囲
内
で
真
偽
論

うと
年
代
論
を
振
返
っ
た
後
で
、
こ
の
対
話
篇
の
思
想
の
考
察
に
向
か
う
。

『
ヒ
ッ
ピ
ア
ス
(
小
)
』
な
る
対
話
篇
の
真
偽
に
つ
い
て
は
、

一
九
世
紀
に
は
、

〉
え
と

ω口
z
a
2
5
2
r
R
が、

こ
の
作
品
を
プ
ラ
ト

ン
の
真
正
の
作
品
と
は
認
め
な
か
っ
た
こ
と
が
先
ず
思
い
起
こ
さ
れ
る
。

kr
印
門
は
先
ず
、
本
対
話
篇
が
プ
ラ
ト
ン
の
作
で
あ
る
こ
と
を
認
め
な
い
。
さ
ら
に
本
篇
が
『
ヒ
ッ
ピ
ア
ス
』
な
る
名
称
で
呼
ば
れ
る
こ

(
1
)
 

と
も
認
め
な
か
っ
た
。

F
r
r
-
2
5
2
5
は
、
「
よ
り
詳
し
く
個
々
の
事
柄
を
探
索
す
る
な
ら
ば
、
!
|
(
中
略
)
|
|
実
際
こ
の
対
話
篇
が
プ
ラ
ト
ン
の
作

北
大
文
学
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紀
要



行
為
の
始
ま
り
(
ア
ル
ケ

l
)
に
つ
い
て

(
2
)
 

口
問
で
あ
り
得
る
か
に
つ
い
て
は
、
多
く
の
疑
問
が
起
こ
る
」
と
す
る
。
従
っ
て
、

ωロ
E
問中

2
5
R
Y
R
に
と
っ
て
み
れ
ば
「
切
巾
F
W
2
が
こ

(
3
)
 

の
対
話
篇
を
『
イ
オ
ン
』
の
著
者
と
同
一
の
、
或
る
知
ら
れ
ざ
る
(
プ
ラ
ト
ン
以
外
の
)
人
物
の
作
と
し
た
の
は
全
く
正
当
で
あ
る
」
と

考
え
ら
れ
た
。

し
か
し
、
今
日
で
も
よ
く
使
用
さ
れ
る
真
作
と
し
て
の
傍
証
が
あ
る
。

か
つ
て
出
。
巳
R
が

(
4〉

「
私
は
一
八
七

O
年
一
一
月
に
書
い
た
」

と
記
し
た
と
き
、
そ
の
完
成
と
出
版
を
見
た
同
ミ
ロ
同
何
人
山
NNLa吋
。
吋
同
h
N
n
q
h
は
、
供
同
月
同
九
三
な
る
見
出
し
語
に
岳
回
目
。

m
E
盟
国
件
。
巴
印

(
5
)
 

(
プ
ラ
ト
ン
の
対
話
篇
)
ミ
U

N山
Y

E

N

印
問
。
な
る
説
明
を
与
え
た
の
で
あ
る
。
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
は
、
そ
こ
で
、
「
そ
れ
ゆ
え
に
、
同
じ
者

が
虚
偽
な
る
者
で
も
あ
り
、
ま
た
真
実
な
る
者
で
も
あ
る
と
し
た
あ
の
『
ヒ
ッ
ピ
ア
ス
』
の
な
か
の
議
論
は
、

(
6
)
 
る
」
と
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。

ひ
と
を
迷
わ
す
も
の
で
あ

こ
の
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
語
る
と
こ
ろ
は
、
今
日
『
ヒ
ッ
ピ
ア
ス
(
小
)
』
と
し
て
読
ま
れ
る
作
品
に
現
わ
れ
る
、
所
謂
第
一
パ
ラ
ド
ク

2 -

ス
に
よ
く
符
合
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
対
話
篇
の
真
作
な
る
こ
と
が
主
張
さ
れ
て
き
た
。

で
は
何
故

ω
n
E向
日

2
5
2
r
m
H
は
こ
の
対
話
篇
を
プ
ラ
ト
ン
の
作
品
と
し
て
認
め
な
か
っ
た
の
か
。
最
も
基
本
的
な
理
由
は
「
対
話
の

仕
方
の
転
換
が
大
変
無
目
的
的
に
印
。

N
4
2
w
E
S
も
ち
込
ま
れ
る
も
の
で
、
そ
も
そ
も
プ
ラ
ト
ン
が
最
初
に
そ
ん
な
風
に
話
の
転
換
を
行

(
9
)
 

使
し
た
な
ど
と
は
不
可
能
と
思
わ
れ
る
」
こ
と
で
あ
っ
た
。

こ
れ
に
対
し
て
、

ω
g
-
5
2
5
は
こ
の
対
話
篇
が
。
プ
ラ
ト
ン
の
真
作
で
あ
る
こ
と
を
主
張
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
現
代
の
解
釈
者
た
ち

も
基
本
的
に
は
こ
の
見
解
を
引
き
継
い
で
い
る
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
彼
の
主
張
を
き
い
て
み
よ
う
。
「
以
上
の
こ
と
ど
も
が
真
に
論
じ
ら

B
E
r
m円、

れ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
本
童
円
が
プ
ラ
ト
ン
の
著
作
で
あ
る
こ
と
由
主
E
O口
白
田
口
氏
宮
ロ
ヨ
を
否
定
し
た
と
こ
ろ
の
(
ロ
諸
問
〈
巾
E
E
)
ω
円

E
2
2
8

(
日
)

一
体
誰
か
同
意
を
与
え
る
も
の
が
い
る
も
の
か

ρ
巳
Z
5
5
2
2
5
5
5、
私
は
疑
問
に
思
う
。
」

〉
丘
、

N
m
-
r
H
た
ち
に
、



F
r
g
H印
各
自
正
同
は
宣
(
作
と
し
て
認
め
る
作
品
を
極
端
に
少
な
く
考
え
た
学
者
で
、

い
も
な
く
真
正
で
あ
る
と
色
白
出
口
N

項
目
以
巾

F
t件
2
E
見
倣
さ
れ
て
よ
い
」
と
し
た
。

「
全
体
と
し
て
は
、

九
つ
の
対
話
篇
の
み
が
、
疑

一
部
極
端
に
懐
疑
的
態
度
で
プ
ラ
ト
ン
の
作
品
の
真
偽
を
判
断
し
た
学
者
も
い
た
、
が
、
『
ヒ
ヅ
ピ
ア
ス

と
す
る
学
者
は

ω仲間三}同
E
ロ
に
止
ま
ら
ず
、

ω
Z
E
E
2
や

ω
o
n
F
2
等
、
決
し
て
少
数
派
で
あ
っ
た
訳
で
な
い
。

こ
の
よ
う
に
、

(
小
〉
』
を
真
作

し
か
し
、
以
上
の
真
偽
論
は
、
プ
ラ
ト
ン
哲
学
を
解
釈
す
る
学
者
の
主
観
に
負
う
と
こ
ろ
大
で
あ
る
と
の
印
象
は
免
れ
ず
、
見
方
を
変

え
て
、
外
的
に
客
観
性
を
も
っ
テ
キ
ス
ト
そ
の
も
の
の
特
性
か
ら
真
偽
論
が
考
え
ら
れ
て
ゆ
く
研
究
の
推
移
は
周
知
の
と
こ
ろ
で
あ

る
。
そ
の
意
味
で
真
偽
論
は
、
著
作
年
代
論
の
必
要
を
促
し
、
加
え
て
そ
れ
を
媒
介
に
し
て
、
議
論
は
よ
り
精
級
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な

「
一
八
六
一
年
に
な
っ
て
初
め
て
著
作
年
代
論
の
問
題
が
一
人
の
筋
道
の
通
っ
た
学
者

E
ニ
。
包
巳

g
に
よ
っ
て
取
り
扱
わ
れ
、
そ
こ
で

-3-

っ
た
。

得
ら
れ
た
結
果
は
、
良
い
方
法

EH巾
ゲ
。
ロ
ロ

2
H
H
b
F
c
p
は
込
み
入
っ
た
問
題
の
解
決
に
と
っ
て
は
一
番
力
強
い
道
具
で
あ
る
と
の
古
来

(
H
)
 

の
真
実

E
ロ
巳
巾
ロ
ロ
刊
誌
ユ
広
を
確
証
し
た
の
だ
っ
た
」
と

F
E
S
S
4
4由
E
は
か
つ
て
書
い
た
こ
と
が
あ
っ
た
。

こ
こ
で

F
ロ
吉
田
-
同
羽
田
W
F

、
が
}
。
包
ロ
山
内
ロ
な
る
形
容
を
与
え
た
学
者
と
は
、

か
の
己
岳
民
4q巾
閃
に
他
な
ら
な
い
。

「
こ
の
筋
道
の
通
っ
た
学
者
は
出

2
5
2ロ
と
同
じ
程
の
哲
学
上
の
学
殖
骨

E
E
Oロ
HUE-o凹
0
1比
宮
町
も
な
く
、

ωny目白山
2
B
R
F
2

に
匹
敵
す
る
解
釈
的
才
能

S
F
E
Y
2
5
E
2片
山
宮
市
も
な
く
、
〉
回
同
程
に
プ
ラ
ト
ン
の
言
語
に
通
じ
て
い
る
宮
巴

B
m
E
-
E官
官

内
山
巾
沼
田
件
。
ロ
の
で
も
な
か
っ
た
が
、
自
ら
の
想
像
の
戯
れ
守
口
弘
巾
由
。
ロ
日

HEm-口
三
5
ロ
か
ら
自
分
を
守
る
こ
と
、
そ
し
て
、
可
能
的
で

あ
る
こ
と
か
ら
真
実
を
分
け
る
こ
と
を
心
得
て
い
た
。
と
い
う
の
も
、
非
常
に
し
ば
し
ば
、
単
な
る
可
能
性
、
が
蓋
然
性
と
さ
れ
、
蓋
然
性

北
大
文
学
部
紀
要



行
為
の
始
ま
り
(
ア
ル
ケ
l
〉
に
つ
い
て

は
確
実
性

n
R己

zr
に
さ
れ
て
し
ま
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
」
す
な
わ
ち
、
著
作
年
代
論
と
い
う
新
し
い
方
法
が
、
同
じ
一
九
世
紀
の
学
者

門
戸
足
。
回
日
間
話
回

E
に
と
っ
て
は
、
単
な
る
可
能
性
や
蓋
然
性
の
領
域
で
の
議
論
で
は
な
く
て
、
確
実
性
の
レ
ヴ
ェ
ル
で
の
議
論
が
始
め
て
可

能
に
な
る
た
め
の
前
提
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
る
と
い
う
、
言
わ
ば
新
鮮
な
心
理
を
こ
こ
に
読
み
取
る
こ
と
、
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

(
日
)

C
巾
r
m門
委
巾
ぬ
に
依
れ
ば
、
プ
ラ
ト
ン
の
著
作
年
代
は
四
期
に
分
け
ら
れ
る
。

工
、
青
年
期
の
著
作
(
』
丘
町

gι
印

n
Z
5巾
ロ
)
『
弁
明
』
『
ク
リ
ト
ン
』
『
イ
オ
ン
』

『
プ
ロ
タ
ゴ
ラ
ス
』
『
ラ
ケ
ス
』
『
国
家
第
一
巻
』
『
リ

ュ
シ
ス
』
『
カ
ル
ミ
デ
ス
』
『
エ
ウ
チ
ュ
プ
ロ
ン
』
。

E
、
移
行
期
の
著
作

(ω
口
Z
5
8
m
5
2
d
σ
2
m
g
m
4
2
5仏
巾
)
『
ゴ
ル
ギ
ア
ス
』
『
メ
ノ
ン
』
『
エ
ウ
チ
ュ
デ
l
モ
ス
』
『
ヒ
ッ
ピ
ア

ス

(
小
)
』
『
ク
ラ
チ
ュ
ロ
ス
』
『
ヒ
ッ
ピ
ア
ス

(
大
)
』
『
メ
ネ
ク
セ
ノ
ス
』
。

- 4 ー

E
、
壮
年
期
の
著
作

(ω
口
Y
H
5
2
ι
2
H丘
町
三

g
z
gロ
g
y
r
o
)
『
シ
ュ
ン
ポ
シ
オ
ン
』
『
パ
イ
ド
ン
』
『
国
家
第
二
巻
か
ら
第
十
巻
』

『
。
ハ
イ
ド
ロ
ス
』
。

町
、
老
年
期
の
著
作

(ω円
Z
5
2
ι
2
〉

-ZH印
V
E白
)
『
テ
ア
イ
テ
ト
ス
』
『
パ
ル
メ
ニ
デ
ス
』
『
ソ
ピ
ス
テ
ス
』
『
ポ
リ
テ
イ
コ
ス
』

『
ピ
レ
ボ
ス
』
『
テ
ィ
マ
イ
オ
ス
』
『
ク
リ
テ
ィ
ア
ス
』
『
法
律
』
『
エ
ピ
ノ
ミ
ス
』
。

小
論
の
問
題
に
す
る
対
話
篇
は
、
移
行
期
の
一
群
に
属
す
る
の
で
あ
っ
て
、
元
よ
り
そ
の
真
な
る
こ
と
も
疑
わ
れ
て
い
な
い
。

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
出
身
の
一
人
の
学
者
が
、

(
日
)

ス
フ
ー
ー
ド
で
出
版
し
た
と
い
う
一
件
は
、

一
八
六
七
年
、

『
ソ
ピ
ス
テ
ス
』
と

『
ポ
リ
テ
イ
コ
ス
』

に
関
す
る
研
究
書
を
オ
ッ
ク

著
作
年
代
論
に
は
甚
大
な
影
響
を
も
つ
こ
と
に
な
っ
た
。

〉
え
の
作
成
し
た
同
員
吟

S

~)NQEミ
ミ
ミ
(
戸
巾
ぽ

N
F
5
8
1
5
ω
∞
)
を
駆
使
し
て
の
戸
H
H
H

匂
ゲ
白
戸
、
が
到
達
し
た
結
論
は
次
の
様
な
も
の
で
あ
る
。

「
『
ソ
ピ
ス
テ
ス
』
と
『
ポ
リ
テ
イ
コ
ス
』
は
、
そ
の
文
体
と
語
法
(
凹

q
r
田口仏門出口片山
O
ロ
)
が
わ
れ
わ
れ
を
導
い
た
よ
う
に
、
『
テ
ア
イ



テ
ト
ス
』
『
ピ
レ
ボ
ス
』
『
テ
ィ
マ
イ
オ
ス
』
『
ク
リ
テ
ィ
ア
ス
』
『
法
律
』
と
は
、
特
別
の
親
類
関
係
に
あ
る
(
山
口

2
官
己
主
ロ
O
ロ
ロ
日
目
。
ロ
)

と
見
る
な
ら
ば
、
こ
の
点
に
つ
い
て
、
何
ら
か
光
が
当
て
ら
れ
て
い
る
か
否
か
は
、
事
、
が
進
む
に
つ
れ
(
山
口

F
m
凹

2
ロ
己
)
明
ら
か
と
な

(
日
)

る
で
あ
ろ
う
」
と
。

。田口同

]ur--が
こ
う
結
論
し
て
か
ら
以
後
二
八
年
間
、

こ
の
学
者
の
仕
事
が
。
プ
ラ
ト
ン
研
究
者
た
ち
に
は
知
ら
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た

正
確
に
知
る
に
足
る
資
料
を
、
筆
者
は
今
も
た
な
い
。

後
、
一
八
八
一
年
、
ザ

l
レ
河
畔
の
ハ
レ
の
学
者
、
巴
2
2
r
H
m
2
が
『
プ
ラ
ト
ン
の
対
話
篇
の
年
代
論
の
た
め
の
言
語
的
基
準
』
と
題

す
る
論
文
を
発
表
し
的
。
小
論
に
関
係
す
る
範
囲
内
で
言
え
ば
、
『
ヒ
ッ
ピ
ア
ス
(
小
)
』
に
は
、
叶
ご
ふ
5
3
-
S
F
門
伸
之
伊
豆
ヒ
は
現
わ
れ

か
ど
う
か
を
、

し
か
し
こ
の
英
国
の
学
者
の
仕
事
が
世
に
出
て
か
ら
一
四
年
の

ず、

(
U
白

B-uH)己
一
が
プ
ラ
ト
ン
後
期
の
作
品
と
し
た
も
の
、
『
テ
ア
イ
テ
ト
ス
』
『
ピ
レ
ボ
ス
』
『
テ
ィ
マ
イ
オ
ス
』
『
ポ
リ
テ
イ
コ
ス
』
『
法

(
幻
)

律
』
等
に
は
確
か
に
現
わ
れ
る
。

し
か
し
、
口
正

g
r
R
m
2
の
調
査
し
た
表
か
ら
は
、
確
か
に
『
ク
リ
ト
ン
』
『
エ
ウ
チ
ュ
プ
ロ
ン
』
円
。
フ
ロ
タ
ゴ
ラ
ス
』
『
カ
ル
ミ
デ
ス
』

-5ー

『
ラ
ケ
ス
』
『
エ
ウ
チ
ュ
デ
l
モ
ス
』
『
メ
ノ
ン
』
『
ゴ
ル
ギ
ア
ス
』
『
グ
ラ
チ
ュ
ロ
ス
』
『
パ
イ
ド
ン
』
が
、
之
、
弘
主
『
向
、
ι
5
A
L
~』
h
w
E
乍

hvY
の

語
法
を
全
く
欠
い
て
い
る
と
い
う
点
で
の
共
通
性
を
読
み
取
る
こ
と
を
許
す
の
で
は
あ
る
が
、
『
。
ハ
イ
ド
ロ
ス
』
『
シ
ュ
ン
ポ
シ
オ
ン
』
『
国

家
』
に
も
之
、
守
二
向
忘
3
お
と
九
町
会
?
の
使
用
例
が
見
つ
か
る
訳
だ
か
ら
、
こ
の
表
の
数
字
だ
け
で
は
、
原
理
的
に
、
(
U
回目
H
U

宮
口
、
が
一
群

と
し
た
後
期
作
品
か
ら
『
。
ハ
イ
ド
ロ
ス
』
『
シ
ュ
ン
ポ
シ
オ
ン
』
『
国
家
』
を
、
著
作
年
代
的
に
明
確
に
分
離
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
訳
で

あ
っ
て
、
彼
の
仕
事
は
、
そ
の
点
で
限
界
を
も
っ
て
い
た
と
言
え
る
。

し
か
も
、
加
え
て
、
こ
の
限
界
を
あ
る
意
味
で
同
時
に
語
る
こ
と

己目立

g
g括
2
の
こ
の
仕
事
に
は
、
全
く
の

g
G
r冊
目
-
の
仕
事
も
、
そ
し
て
そ
の
仕
事
が
示
し
た
成
果
も
顧
み
ら
れ
て

い
な
い
の
は
、
不
思
議
な
事
と
言
え
よ
う
か
。

に
も
な
る
が
、

北
大
文
学
部
紀
要



行
為
の
始
ま
り
(
ア
ル
ケ

l
)

に
つ
い
て

ヴ
ュ
ル
ツ
ブ
ル
グ
で

ωロゲ田口
N

が
書
い
た

(m) 

す
る
論
文
に
よ
っ
て
部
分
的
に
埋
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

と
も
あ
れ
、

こ
の
欠
点
は
一
八
八
六
年
、

『
プ
ラ
ト
ン
の
文
体
の
発
展
に
つ
い
て
』

と
題

ωロ
FSN
は
先
ず
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。

「
私
の
決
定
的
な
確
信

(口与巾同
N
2
mロ
ロ
∞
)
は
、
プ
ラ
ト
ン
問
題
(
丘
町

1
E
C忠
良
宮
町
田
唱
)
は
、
研
究
者
の
主
観
的
な
裁
量
(
田
口
芯
目
立
を
凸
印
刷
岡
田
2
2ロ
)
を

(
お
)

一
切
排
除
し
て
い
る
よ
う
な
手
段
に
よ
っ
て
の
み
解
決
さ
れ
得
る
の
だ
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
」
と
。
で
は
、
こ
の
よ
う
な
手
段
と
は
何

か
と
言
え
ば
、
「
コ
ト
パ
の
使
い
方

(ω
宮
田

nrmmσE5r)
を
統
計
的
に
観
察
す
る
こ
と
(
凹

g
t
Eロ
宮
∞

g
r
R
Z
Zロ
m)
に
お
い
て
の
み

(

川

品

)

実
現
す
る
」
も
の
に
他
な
ら
な
い
。

さ
ら
に
、

ど
の
よ
う
な
コ
ト
バ
を
観
察
す
る
こ
と
が
、

こ
の
場
合
有
効
な
の
か
。

「
こ
の
論
文
に
お

い
て
は
、
私
は
、
存
在
と
仮
象

(ω
白山口

E
己

ωロ
宮
山
口
)
の
対
立
に
還
元
さ
れ
て
し
ま
う
よ
う
な
、

を
調
べ
る
」
と
彼
は
言
う
。

い
く
つ
か
の
慣
用
句
(
問

E
m
g
R
Rロ)

さ
て
、
存
在
と
仮
象
の
対
立
に
結
局
は
還
元
さ
れ
る
よ
う
な
慣
用
句
が
、
何
故
こ
の
場
合
選
ば
れ
る
の
か
に
つ
い
て
は
、
そ
の
理
由
が

6 ー

必
要
で
あ
ろ
う
。
何
故
な
ら
、
そ
の
よ
う
な
コ
ト
パ
を
選
び
、
観
察
す
る
こ
と
が
、
プ
ラ
ト
ン
問
題
を
解
決
す
る
唯
一
の
手
段
で
あ
る
と

F
E
S
が
考
え
る
こ
と
そ
れ
自
体
、
主
観
的
な
裁
量
で
な
い
こ
と
を
説
得
的
に
語
ら
ね
ば
な
る
ま
い
か
ら
で
あ
る
。

を
著
述
す
る
ひ
と
は
、
あ
の

「
私
が
こ
れ
ら
の
慣
用
句
を
選
ぶ
の
は
、
川
そ
れ
ら
が
、
話
の
対
話
的
形
式
か
ら
は
独
立
(
ロ

E
r
g口
問
仲
間
)
で
あ
る
か
ら
だ
し
、
凶
哲
学

〔
存
在
と
仮
象
の
〕
対
立
を
際
立
た
せ
る
必
要
が
非
常
に
し
ば
し
ば
生
じ
る
か
ら
だ
し
、
聞
こ
の
対
立
は
、

(凹
MEo
ミ
B
巾
司
E
g
m
g
)
が
、
相
競
い
合
う
か
た
ち
で
の
共
存
(
の

3
2ロ
gN)
を
発
生
せ
し
め
、
か

コ
一
つ
の
時
期
に
分
け
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
か
ら
で
も
あ
る
」
と

ω各
自
N

は

こ
の
よ
う
な
共
存
は
、

プ
ラ
ト
ン
の
著
述
を
ば
、

同
時
に
同
義
的
な
言
い
回
し

ペコ、
うこ

れ
ら
コ
一
つ
の
理
由
が
、

F
Z
E
の
主
観
的
裁
量
で
な
い
こ
と
を
、
筆
者
は
必
ず
し
も
容
易
に
納
得
す
る
も
の
で
な
い
。

理
由
問
に



つ
い
て
は
、
そ
も
そ
も
理
由
で
な
く
し
て
、

理
由
が
有
効
で
あ
る
と
仮
定
し
て
の
結
果
、
乃
至
成
果
で
あ
っ
て
、
言
わ
ば
、
初
め
か
ら
結

論
を
き
か
さ
れ
て
い
る
と
も
言
え
る
訳
で
、
こ
の
点

ω口
E
E
に
は
少
々
混
乱
が
あ
る
よ
う
に
見
え
る
。

一
方
で
は
、
叶
め
守
口
と
守
口
お
の
同
義
的
共
存
、
も
う
一
方
で
は
身
門
ピ
ミ
ト

W
3
4
を
司
令
内
需
ψ

門
ピ
ミ
め
ア
門
ピ
4

もにの情、が

同
義
的
に
共
存
し
て
い
る
と
い
う
事
実
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
言
い
回
し
を
統
計
的
に
観
察
し
て
、
そ
こ
か
ら
導
き
出
せ
る
こ
と
は
何
か
、

と
は
言
え
、

と
い
う
仕
方
で
∞
口
町
田
口
N

の
論
は
組
み
立
て
ら
れ
て
い
る
。

先
、
ず
ぷ
)
守
口
と
守

2
み
に
つ
い
て
見
る
と
、

四

つ

の

カ

テ

ゴ

リ

ー

に

対

話

篇

は

分

け

ら

れ

る

。

凶

叶

ム

市

守
口
の
み
を
も
っ
群
、
同
両
方
と
も
も
っ
群
、
凶
白
ピ
叶
E
円
の
み
を
も
っ
群
。
群
山
に
属
す
る
対
話
篇
は
、
『
ク
リ
ト
ン
』
『
メ
ノ
ン
』
『
ヒ
ッ

ピ
ア
ス
(
小
)
』
『
カ
ル
ミ
デ
ス
』
『
パ
ル
メ
ン
デ
ス
』
『
ク
リ
テ
ィ
ア
ス
』
。
そ
こ
で

ωロ
E
S
は
、
彼
の
作
成
し
た
表
(
吋
同
ゲ
己
『
)
で
は
、

こ
の
第
一
群
に
属
す
る
対
話
篇
を
除
き
、
残
る
三
つ
の
群
に
つ
い
て
、
そ
の
数
値
を
書
き
込
ん
で
い
る
。 川

両
方
と
も
も
た
な
い
群
、

そ
れ
故
、

F
E
E
は
、
基
本
的
に
プ
ラ
ト
ン
の
対
話
篇
を
三
つ
の
著
作
時
期
に
分
け
ら
れ
る
と
考
え
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
第
一
期
、

- 7 ー

『
弁
明
』
『
エ
ウ
チ
ュ
プ
ロ
ン
』
『
ゴ
ル
ギ
ア
ス
』
『
ラ
ケ
ス
』
『
リ
ュ
シ
ス
』
『
プ
ロ
タ
ゴ
ラ
ス
』
『
シ
ュ
ン
ポ
シ
オ
ン
』
『
パ
イ
ド
ン
』
、
第
二

期
、
『
。
ハ
イ
ド
ロ
ス
』
『
ク
ラ
チ
ュ
ロ
ス
』
『
エ
ウ
チ
ュ
デ
l
モ
ス
』
『
テ
ア
イ
テ
ト
ス
』
『
国
家
』
『
ソ
ピ
ス
テ
ス
』
、
第
三
期
、
『
ピ
レ
ボ
ス
』

『
ポ
リ
テ
イ
コ
ス
』
『
テ
ィ
マ
イ
オ
ス
』
『
法
律
』
が
そ
の
概
要
で
あ
る
。

さ
ら
に

ω口
冨
ロ
N

は
、
円
ピ
ミ
b
p
身
門
仲
N
4
q
b
ク
門
仲
立
も
に
わ
ア
叶
同
門
ピ
4
P
S

の
同
義
的
用
法
に
つ
い
て
も
調
べ
て
、
そ
の
結
果
を
表
に
し

て
い
る
。
こ
こ
で
も
著
作
時
期
は
三
つ
に
分
け
ら
れ
て
い
て
、
第
一
期
、
『
弁
明
』
『
エ
ウ
チ
ュ
プ
ロ
ン
』
『
ゴ
ル
ギ
ア
ス
』
『
ラ
ケ
ス
』
『
リ

ュ
シ
ス
』
『
プ
ロ
タ
ゴ
ラ
ス
』
『
シ
ュ
ン
ポ
シ
オ
ン
』
『
パ
イ
ド
ン
』
『
パ
イ
ド
ロ
ス
』
『
ク
ラ
チ
ュ
ロ
ス
』
『
エ
ウ
チ
ュ
デ

l
モ
ス
』
、

第

期
、
『
テ
ア
イ
テ
ト
ス
』
『
国
家
』
『
ソ
ピ
ス
テ
ス
只

第
三
期
、

『
ピ
レ
ボ
ス
』
『
ポ
リ
テ
イ
コ
ス
』
『
テ
ィ
マ
イ
オ
ス
』
『
法
律
』
、
が
そ
の

北
大
文
学
部
紀
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行
為
の
始
ま
り
(
ア
ル
ケ

l
)
に
つ
い
て

分
類
で
あ
る
。

先
ず
気
付
く
の
は
、
第
三
一
期
に
つ
い
て
は
、
前
の
表
に
お
け
る
『
ピ
レ
ボ
ス
』
『
ポ
リ
テ
イ
コ
ス
』
『
テ
ィ
マ
イ
オ
ス
』
『
法
律
』
が
そ
っ

く
り
そ
の
ま
ま
登
場
し
て
い
る
こ
と
で
あ
っ
て
、
こ
の
結
果
を
想
え
ば
、

ω門町田口
N

が
た
だ
の
二
一
=
?
も
の
ど
H
H
H
V

ゲ
己
-
に
言
及
し
て
い
な
い

の
は
、
何
と
も
不
思
議
だ
と
思
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

問
題
は
、
第
二
期
に
何
を
配
す
る
か
で
、
前
の
表
で
は
第
一
一
期
に
加
え
ら
れ
て
い
た
マ
ハ
イ
ド
ロ
ス
円
『
ク
ラ
チ
ュ
ロ
ス
』
、
『
エ
ウ
チ

ュ
デ
l
モ
ス
』
が
、
今
度
の
表
で
は
第
一
期
に
数
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
、
そ
の
一
端
、
が
窺
え
る
。

さ
ら
に
、
『
国
家
』
に
つ
い
て
い
え
ば
、
第
一
巻
か
ら
第
四
巻
ま
で
、
民
5
E内
の
使
用
例
は
皆
無
で
あ
る
純
ら
、
各
巻
に
つ
い
て
そ
の
著

し
か
し
、

∞ロ}戸白ロ
N

は、

現
在
で
も
基
本
的
に
採
用
さ
れ
る
、
プ
ラ
ト
ン
著
作
年
代
の
三
期
区
分
、
初
期
、
中
期
、
後
期
の
区
分
を
、

- 8 ー

作
年
代
を
さ
ら
に
検
討
す
る
余
地
の
あ
る
こ
と
も
示
し
た
。

彼
言
う
と
こ
ろ
の
、

主
観
的
裁
量
(
印
ロ
ゲ
守
E
2
2
H
W口
5
m田
町
ロ
)
を
排
除
す
る
と
彼
が
信
じ
た
仕
方
で
、

わ
れ
わ
れ
に
提
出
し
た
と
い
う

点
で
、
や
は
り
特
筆
に
値
す
る
仕
事
を
し
た
こ
と
に
な
ろ
う
。

こ
の
統
計
的
手
法
に
よ
っ
て
、

プ
ラ
ト
ン
の
著
作
年
代
を
決
定
す
る
と
い
う
仕
事
は
、

(
羽
)

ラ
ト
ン
研
究
、
プ
ラ
ト
ン
の
著
作
の
真
性
と
年
代
論
』
と
題
す
る
、
小
著
に
よ
っ
て
継
承
さ
れ
る
。

先
ず
、
彼
の
考
察
は
、
プ
ラ
ト
ン
の
著
作
で
あ
る
こ
と
、
が
、
疑
い
な
く
真
で
あ
る
も
の

(
N
司
巴

r
-
-
2
2
r
z
ω
n
y
H
5
8
)
と、

一
八
八
八
年
、

(
U
O

ロ
田
仲
間
一
口
江
口
同
州
民
同
町
]
司
の
『
。
フ

宣
(
で

な
く
疑
わ
し
い
も
の
(
戸
口

R
Z白
出
口
仏
語

HEn-H昨
日
肉
巾

ωロ
Z
5
2
)
と
に
二
分
し
て
お
い
て
、
前
者
に
つ
い
て
、
そ
の
著
作
年
代
論
を
展

(
出
)

聞
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
残
念
な
こ
と
に
、
わ
れ
わ
れ
が
論
じ
よ
う
と
す
る
対
話
篇
『
ヒ
ッ
ピ
ア
ス
(
小
)
』
は
、
疑
わ
し
い
グ
ル
ー
プ
に

加
え
ら
れ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
「
両
『
ヒ
ッ
ピ
ア
ス
』
は
、
も
し
そ
れ
ら
が
、
真
で
あ
る
と
み
な
さ
れ
得
る
と
し
て
よ
け
れ
ば
、
何
れ
に
せ



(
犯
)

ょ
、
第
一
番
目
の
著
作
グ
ル
ー
プ
(
岳
町

2
丘巾

ω口
F
5
8
m
E
R互
に
組
み
い
れ
ら
れ
る
」
と
同
E
Z
H
は
考
え
て
い
る
。

と
こ
ろ
で

E
2
2
が
、
こ
れ
は
確
実
で
あ
る
と
し
て
、
真
な
る
著
作
と
し
た
も
の
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
『
弁
明
宍
『
カ
ル
ミ
デ

ス
』
、
『
ク
ラ
チ
ュ
ロ
ス
只
『
ク
リ
テ
ィ
ア
ス
』
、
『
ク
リ
ト
ン
』
、
『
エ
ウ
チ
ュ
デ

l
モ
ス
』
、
『
エ
ウ
チ
ュ
プ
ロ
ン
』
、
『
ゴ
ル
、
ギ
ア
ス
』
、
『
ラ
ケ

ピ
ス
ア『

ス法
』ョ えま&

¥ 4云己

色=
=司、

シ =司

ユメ

ンノ

ボン
』コシ、

オ『
ンハ

『イ

『ド
テン
ア円
イ『
アハ

トイ
スド
同ロ
ス

=;] 

ア一三

イ E二司

マaピ
イレ

オボ
スス
巳=巴=

ロ司

ポ
リ
ア

イ

コ

ス
6 

ロ『

フ
ロ

タ

コ
フ

ス
巴zコ

己『

国
rーιー・
i0'<. 
6 

E苛

ソ

ス』、

『
法
律
』
、
『
ピ
レ
ボ
ス
』
、
『
ポ
リ
テ
イ
コ
ス
』
、
(
出
)

ア
ス
』
が
「
あ
る
特
別
の
グ
ル
ー
プ
を
プ
ラ
ト
ン
の
著
作
の
中
で
形
成
し
て
い
る
」
と
考
え
ら
れ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
一
事
を
結
論
す

こ
れ
ら
の
真
作
の
う
ち
、
先
ず
、

『
ソ
ピ
ス
テ
ス
』
、

『
テ
ィ
マ
イ
オ
ス
』
、

『
ク
リ
テ
ィ

る
た
め
に
彼
が
実
行
し
て
い
る
用
例
の
観
察
は
、
誠
に
驚
く
べ
き
デ
ィ
テ
ー
ル
に
及
ん
で
い
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
一
々
を
こ
こ
で
繰
り

(
州
内
巳
ロ
回
目
仏
一
一
白
回
目
内
巾
ロ
)
も
懐
か
ぬ
。
す
な
わ
ち
、
『
。
ハ
イ
ド
ロ
ス
』
、

『
国
家
』
、

以
下
の
説
明
を
す
る
こ
と
に
、
何
ら
の
疑
い

『
テ
ア
イ
テ
ト
ス
』
が
、
第
二
の
グ
ル
ー
プ
に
属
す
る
と
い

-9-

返
す
暇
は
な
い
。

次
に
初
見

H
2
の
結
論
し
た
こ
と
は
、
次
の
通
り
。

「
以
上
の
観
察
を
根
拠
に
す
れ
ば
、

九
ノ
こ
シ
」
、

そ
し
て
、

こ
れ
ら
の

〔
第
二
の
グ
ル
ー
プ
に
属
す
る
〕
著
作
は
、

『
法
律
』
に
よ
り
よ
く
近
似
し
て
い
る
著
作
の
う
ち
で
、

最

そ
し
て
、
〔
こ
れ
ら
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
を
除
く
〕
自
余
の
疑
い
な
く
真
で
あ
る
著
作
の
う
ち
、
最
も

後
期
の
作
品
よ
り
は
少
し
後
で
書
か
れ
た
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
。
」

も
初
期
の
作
品
よ
り
は
少
し
前
に
、

以
上
を
ま
と
め
る
と
、
第
一
期
の
著
作
、
『
弁
明
』
、
『
カ
ル
ミ
デ
ス
』
、
『
ク
ラ
チ
ュ
ロ
ス
』
、
『
ク
リ
ト
ン
』
、
『
エ
ウ
チ
ュ
デ
l
モ
ス
』
、

『
エ
ウ
チ
ュ
プ
ロ
ン
』
、
『
ゴ
ル
ギ
ア
ス
』
、
『
ラ
ケ
ス
』
、
『
メ
ノ
ン
』
、
『
パ
イ
ド
ン
』
、
『
プ
ロ
タ
ゴ
ラ
ス
』
、
『
シ
ュ
ン
ポ
シ
オ
ン
』
、
第
二
期

の
著
作
、

『
。
ハ
イ
ド
ロ
ス
』
、
『
国
家
』
、
『
テ
ア
イ
テ
ト
ス
』
、
第
三
期
の
著
作
、

『
法
律
』
、
『
ピ
レ
ボ
ス
』
、
『
ポ
リ
テ
イ
コ
ス
』
、
『
ソ
ピ
ス

北
大
文
学
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行
為
の
始
ま
り
(
ア
ル
ケ

l
)
に
つ
い
て

テ
ス
』
、
『
テ
ィ
マ
イ
オ
ス
』
、
『
ク
リ
テ
ィ
ア
ス
』
。
加
え
て
、
小
論
が
論
じ
よ
う
と
し
て
い
る
『
ヒ
ッ
ピ
ア
ス
(
小
)
』
は
、
す
で
に
述
べ

た
通
り
、
第
一
期
に
属
す
る
の
で
あ
る
。

周
忌
芯
】
「
は
、

一
九
一

O
年
、
二
冊
の
木
を
書
く
の
だ
が
、
そ
の
う
ち
の
一
方
の
著
作
で
、
『
ヒ
ッ
ピ
ア
ス
(
小
)
』

に
対
す
る
真
偽
の
評

価
を
変
え
て
い
る
。
こ
の
著
作
で
の
目
立
巾
吋
に
よ
れ
ば
、
疑
い
な
く
真
と
見
倣
し
得
る
作
品
は
、
『
エ
ウ
チ
ュ
プ
ロ
ン
』
、
『
弁
明
』
、
『
ク

リ
ト
ン
』
、
『
パ
イ
ド
ン
』
、
『
ク
ラ
チ
ュ
ロ
ス
』
、
『
テ
ア
イ
テ
ト
ス
』
、
『
ソ
ピ
ス
テ
ス
』
、
『
ポ
リ
テ
イ
コ
ス
』
、
『
パ
ル
メ
ニ
デ
ス
』
、
『
ピ
レ

ボ
ス
』
、
『
シ
ュ
ン
ポ
シ
オ
ン
』
、
『
。
ハ
イ
ド
ロ
ス
』
、
『
カ
ル
ミ
デ
ス
』
、
『
ラ
ケ
ス
』
、
『
リ
ュ
シ
ス
』
、
『
エ
ウ
チ
ュ
デ
l
モ
ス
』
、
『
。
フ
ロ
タ
ゴ

ラ
ス
』
、
『
ゴ
ル
ギ
ア
ス
』
、
『
メ
ノ
ン
』
、
『
ヒ
ッ
ピ
ア
ス

(
幻
)

『
法
律
』
で
あ
る
。
従
っ
て
、
『
ヒ
ッ
ピ
ア
ス
(
小
)
』
は
、
疑
わ
し
い
作
品
か
ら
、
疑
い
な
く
真
な
る
作
品
に
昇
格
し
て
い
る
訳
で
あ
る
。

(
小
)
』
、
『
メ
ネ
グ
セ
ノ
ス
』
、
『
国
家
』
、
『
テ
ィ
マ
イ
オ
ス
』
、
『
ク
リ
テ
ィ
ア
ス
』
、

こ
の
目
立
内
H

の
著
作
で
、
彼
は
プ
ラ
ト
ン
の
著
作
の
順
序
を
決
定
す
る
た
め
に
様
々
の
考
察
を
新
た
に
し
て
い
る
が
、

究
者
が
対
話
篇
の
内
容
だ
け
か
ら
推
量
し
て
い
た
時
代
の
デ
ー
タ
と
、
文
体
の
統
計
的
研
究
が
生
ま
れ
て
か
ら
の
、
言
語
統
計

(ω
官

2rE

田仲間同
5
E
H円
)
に
従
っ
て
得
ら
れ
た
諸
成
果
に
か
か
わ
る
デ
ー
タ
を
提
出
し
て
い
る
。

か
つ
て
、

研

-10ー

先
ず
、

対
話
篇
の
内
容
照
合
に
よ
っ
て
、

場
合
に
よ
っ
て
は
、

あ
る
学
者
の
言
い
方
を
借
用
す
れ
ば
、

主
観
的
裁
量
(
印
ロ
ゲ
守
E
F
4
2

開
H・

5
2印
巾
ロ
)
で
あ
っ
た
と
称
さ
れ
も
し
た
時
代
の
仕
事
に
つ
い
て
見
る
な
ら
ば
、
吋
凸
ロ
ロ

g
gロロ

(HaN18)wω
ロ
E
m
-
2
B
R
r
2
(
H∞。九日

N∞)・

ωon何
回
巾
円

(H∞NO)w
ω同
即
日
】
同
日
出
(
呂
町
。
。
)

v

同

2
5田
口
口

(
H

∞ω⑤
)

V

ω同町山口「白同昨
(
H
∞切
{
)
l
。。
)
w
y
白戸口付(]「∞印。
)

u

剛
山

H
r
σ
E
m
(
]
E
U
∞)ゆ

ω
ロ回開口
J
H
F
F
-
(
]

戸∞切切
l
G
c
r
N
巾戸巾吋(]戸∞∞
ω)'

吋
2
n
r
g巴
-
2
(
H∞∞
Hl∞品)'

E
r
-
L
2
2
(
H
g
g
w
出

O
B
(
5
8
W
5
0品)ゆ

(
ぬ
)

以
上
一
六
名
の
学
者
に
よ
る
プ
ラ
ト
ン
の
著
作
順
序
を
一
覧
し
得
る
。
こ
こ
で
は
、

旬開
F-u
由一門田(]戸∞∞

ω)w

H
B
E
m
n
r
(
H
g
g
v
者
S
E
E
D
E
5
0
ω
)、

八

世
紀
に
属
す
る
仕
事
と
し
て
の
叶

g
ロ巾

B
Sロ
の
推
量
、
す
で
に
触
れ
た

F
z
i
2
5宮
町
四
月
の
そ
れ
、
同
じ
く
皆
色

5
2
5
の
そ
れ



を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

《

H
，巾ロロ

2
5ロ
ロ
(
ロ

S
l
S
)》

-
『
ラ
ケ
ス
』
、

2
『
カ
ル
ミ
デ
ス
』
、

3
『
エ
ウ
チ
ュ
デ

l
モ
ス
』
、

4
『
プ
ロ
タ
ゴ
ラ
ス
』
、

5
『
ク
ラ
チ
ュ
ロ
ス
只

6
『
エ
ウ
チ
ュ
プ
ロ

ン』、

7
『
弁
明
』
、

8
『
ク
リ
ト
ン
』
、

9
『
パ
イ
ド
ン
』
、

日
『
メ
ノ
ン
』
、

日
『
ゴ
ル
ギ
ア
ス
』
、
ロ
『
テ
ア
イ
テ
ト
ス
』
、
日
『
ソ
ピ
ス
テ
ス
只

U
『
ポ
リ
テ
イ
コ
ス
』
、

日
『
ピ
レ
ボ
ス
』
、

日
『
パ
ル
メ
ニ
ザ
ア
ス
』
、

日
『
シ
ュ
ン
ポ
シ
オ
ン
』
、

日
『
パ
イ
ド
ロ
ス
』
、

日
『
国
家
第
一
巻
』
、

却
『
国
家
第
二
巻

J
四
巻
』
、

担
『
国
家
第
五
巻

J
七
巻
』
、

辺
『
国
家
第
八
巻
九
巻
』
、

お
『
国
家
第
十
巻
』
、

出
『
テ
ィ
マ
イ
オ
ス
』
、

お
『
法

律』。《

F
E
2
2
5
2
r
2
3
8
ι
l
N∞
)
》

-
『
。
ハ
イ
ド
ロ
ス
』
、

2
『
プ
ロ
タ
ゴ
ラ
ス
』
、

3
『
ラ
ケ
ス
』
、

4
『
カ
ル
ミ
デ
ス
』
、

5
『
エ
ウ
チ
ュ
プ
ロ
ン
』
、

6
『
パ
ル
メ
ニ
デ
ス
』
、

7 

-11ー

『
弁
明
片

8
『
グ
リ
ト
ン
』
、

9
『
ゴ
ル
ギ
ア
ス
』
、

日
『
テ
ア
イ
テ
ト
ス
』
、

日
『
メ
ノ
ン
』
、

ロ
『
エ
ウ
チ
ュ
デ

l
モ
ス
』
、

日
『
グ
ラ
チ
ュ
ロ

ス』、

M
『
ソ
ピ
ス
テ
ス
』
、

日
『
ポ
リ
テ
イ
コ
ス
』
、

日
『
シ
ュ
ン
ポ
シ
オ
ン
』
、

ロ
『
パ
イ
ド
ン
』
、

時
『
ピ
レ
ボ
ス
』
、

日
『
国
家
第
一
巻
』
、

却
『
国
家
第
二
巻

J
凹
巻
』
、
幻
『
国
家
第
五
巻

J
七
巻
』
、

認
『
国
家
第
八
巻
九
巻
』
、

お
『
国
家
第
十
巻
』
、

M
A

『
テ
ィ
マ
イ
オ
ス
』
、

お
『
法

律』。《

ω
g
5
2
5
3∞
自

lg)》

-
『
カ
ル
ミ
デ
ス
』
、

2
『
ラ
ケ
ス
』
、

3
『
メ
ノ
ン
』
、

4
『
エ
ウ
チ
ュ
プ
ロ
ン
』
、

5
『
プ
ロ
タ
ゴ
ラ
ス
』
、

6
『
弁
明
』
、

7
『
ク
リ
ト
ン
』
、

8
『
ゴ
ル
ギ
ア
ス
』
、

9
『
エ
ウ
チ
ュ
デ

l
モ
ス
』
、

日
『
ク
ラ
チ
ュ
ロ
ス
』
、

日
『
テ
ア
イ
テ
ト
ス
』
、

ロ
『
ソ
ピ
ス
テ
ス
』
、

日
『
ポ
リ
テ
イ
コ

ス』、

M
『
パ
ル
メ
ニ
デ
ス
』
、
日
『
。
ハ
イ
ド
ロ
ス
』
、

日
『
シ
ュ
ン
ポ
シ
オ
ン
』
、

日
『
パ
イ
ド
ン
』
、

四
『
ピ
レ
ボ
ス
』
、

日
『
国
家
第
一
巻
』
、

北
大
文
学
部
紀
要



行
為
の
始
ま
り
(
ア
ル
ケ
1
)
に
つ
い
て

却
『
国
家
第
二
巻

J
四
巻
』
、
引
『
国
家
第
五
巻

J
七
巻
』
、

辺
『
国
家
第
八
巻
九
巻
』
、

律
』
。

お
『
国
家
第
十
巻
』
、

M
『
テ
ィ
マ
イ
オ
ス
』
、

お
『
法

以
上
、
内
容
照
合
に
よ
る
著
作
順
序
は
、
特
に

ω口
巴
四
日

2
B
R
r
o
H
に
お
い
て
は
、
『
。
ハ
イ
ド
ロ
ス
』
が
初
発
に
位
置
す
る
な
ど
、
そ

の
プ
ラ
ト
ン
解
釈
が
如
何
に
独
自
性
が
あ
る
も
の
に
せ
よ
、
文
体
研
究
や
言
語
統
計
的
手
法
に
よ
る
吟
味
に
は
到
底
耐
え
得
る
も
の
で
な

い
で
あ
ろ
う
。

で
は
次
に
、
言
語
統
計

(ω
官
2
r丘
三
宮
停
)
に
依
る
、
著
作
順
序
を
、

E
2
2
2∞∞∞)ゆ

《
月
比
芯
円

(
H

∞∞∞)》

-
『
ラ
ケ
ス
』
、

2
『
カ
ル
ミ
デ
ス
』
、

3
『
。
フ
ロ
タ
ゴ
ラ
ス
』
、

4
『
エ
ウ
チ
ュ
J

ア
l
モ
ス
』
、

リ
ト
ン
』
、

8
『
エ
ウ
チ
ュ
プ
ロ
ン
』
、

9
『
ゴ
ル
ギ
ア
ス
』
、

日
『
メ
ノ
ン
』
、

日
『
バ
イ
ド
ン
』
、

巻
』
、

M
『
国
家
第
二
巻

J
四
巻
』
、
日
『
国
家
第
五
巻

J
七
巻
』
、

『
テ
ア
イ
テ
ト
ス
』
、
加
『
パ
ル
メ
ニ
デ
ス
』
、

日
『
国
家
第
八
巻
九
巻
』
、

辺
『
ポ
リ
テ
イ
コ
ス
』
、

幻
『
ソ
ピ
ス
テ
ス
』
、

『
法
律
』
。

《
剛
山
町
芯
H

(

]

巴
(
)
寸
)
》

-
『
ラ
ケ
ス
』
、

2
『
カ
ル
ミ
デ
ス
』
、

3
『
プ
ロ
タ
ゴ
ラ
ス
』
、

4
『
エ
ウ
チ
ュ
プ
ロ
ン
』
、

ス』、

9
『
エ
ウ
チ
ュ
デ

l
モ
ス
』
、

日
『
ク
ラ
チ
ュ
ロ
ス
』
、

8
『
メ
ノ
ン
』
、

(
叫
)

目
立
2
3
8
3
に
つ
い
て
見
て
お
こ
う
。

5
『
ク
ラ
チ
ュ
ロ
ス
』
、

- 12ー

6
『
弁
明
』
、

7
『
グ

ロ
『
シ
ュ
ン
ポ
シ
オ
ン
』
、

日
『
国
家
第

口
『
国
家
第
十
巻
』
、

お
『
ピ
レ
ボ
ス
』
、

国
『
パ
イ
ド
ロ
ス
』
、
切

M
『
テ
ィ
マ
イ
オ
ス
』
、
お

5
『
弁
明
』
、

6
『
ク
リ
ト
ン
』
、

7
『
ゴ
ル
ギ
ア

巻』、

日
『
国
家
第
二
巻

J
四
巻
』
、

日
『
国
家
第
八
巻
九
巻
』
、

日
『
シ
ュ
ン
ポ
シ
オ
ン
』
、

19 

日
『
国
家
第
五
巻

J
七
巻
』
、

『
テ
ア
イ
テ
ト
ス
』
、

加
『
パ
ル
メ
ニ
J

ア
ス
』
、

紅
『
ソ
ピ
ス
テ
ス
』
、

泣
『
ポ
リ
テ
イ
コ
ス
』
、

ロ
『
パ
イ
ド
ン
』
、

日
『
国
家
第

ロ
『
国
家
第
十
巻
』
、

国
『
。
ハ
イ
ド
ロ
ス
』
、

お
『
ピ
レ
ボ
ス
』
、

M
『
テ
ィ
マ
イ
オ
ス
』
、

25 



『
法
律
』
。

で
は
、
わ
れ
わ
れ
が
論
じ
よ
う
と
す
る
『
ヒ
ッ
ピ
ア
ス
(
小
)
』
は
、
ど
こ
に
位
置
す
る
の
か
。

以
上
の
こ
と
か
ら
明
ら
か
に
な
っ
た
順
序
年
目
白
河
巳

~MEr-官
)
は
次
の
通
り
、

「
第
一
の
グ
ル
ー
プ
に
属
す
る
作
品
に
つ
い
て
、

1 

『
ヒ
ッ
ピ
ア
ス
(
小
)
』
、

2
『
ラ
ケ
ス
』
、

3
『
。
フ
ロ
タ
ゴ
ラ
ス
』
、

4
『
カ
ル
ミ
デ
ス
』
、

5
『
ヒ
ッ
ピ
ア
ス
(
大
)
』
、

6
『
エ
ウ
チ
ュ
プ
ロ
ン
』
、

7
『
弁
明
』
、

8
『
ク
リ
ト
ン
』
、

9
『
ゴ
ル
ギ
ア
ス
』
、

日
『
メ
ノ
ン
』
、

日
『
メ
ネ
グ
セ

(
川
町
〉

日
『
パ
イ
ド
ン
』
」
と
月
比
芯
円
は
、
こ
の
一
九
一

O
年
の
著
作
で
は
言
っ
て
い
る
。

日
『
エ
ウ
チ
ュ
デ
I
モ
ス
』
、

ロ
『
ク
ラ
チ
ュ
ロ
ス
』
、

ノ
ス
』
、

M
『
リ
ュ
シ
ス
』
、
日
『
シ
ュ
ン
ポ
シ
オ
ン
』
、

以
上
の
こ
と
か
ら
、
三

O
世
紀
初
頭
、
『
ヒ
ッ
ピ
ア
ス

る
と
考
え
る
学
者
、
が
い
た
こ
と
を
、
わ
れ
わ
れ
は
担

3
2
を
例
に
見
た
訳
で
あ
る
。

(
小
)
』
は
、
プ
ラ
ト
ン
の
第
一
期
の
著
作
の
う
ち
で
も
、
最
初
期
の
作
品
で
あ

し
か
し
、
こ
の
一
事
を
も
っ
て
、
通
説
で
あ
っ
た
と
言
え
る
訳
で
は
な
く
、
例
え
ば
河
田
色
白
の
場
合
に
は
『
弁
明
』
を
ソ
ク
ラ
テ
ス

(
叫
)

期
の
著
作
の
初
発
に
置
い
て
い
る
し
、

4
0
ロ
〉
H
E
B
は、

(
拓
)

も
の

2
2
2丘
町
)
で
あ
る
」
と
考
え
る
。
と
い
う
の
も
、

(

川

崎

)

か
ら
で
あ
る
」
と
。

「
。
プ
ラ
ト
ン
の
す
べ
て
の
対
話
篇
の
う
ち
で
、

『
プ
ロ
タ
ゴ
ラ
ス
』
が
最
初
の

-13-

こ
の
作
品
、
が

「
自
余
の
個
々
の
作
品
が
提
出
す
る
テ
l
マ
を
陳
列
し
て
い
る

こ
の
〈
。
ロ
〉
B
F
B
の
研
究
、
が
出
て
お
よ
そ
一
一
一
年
、

H
，白

1
2
は
次
の
よ
う
に
言
っ
た
。

「
も
う
一
つ
、
多
少
の
自
信
を
も
っ
て
推
論
を
し
て
も
よ
い
と
思
う
の
は
、

ど
ん
な
若
い
作
家
で
も
、

あ
れ
程
ま
で
に
難
し
い
形
式
を

備
え
た
対
話
篇
で
も
っ
て
、
自
分
の
最
初
の
年
季
奉
公
し
な
が
ら
の
実
験
を
し
た
な
ど
、

あ
り
そ
う
も
な
い
こ
と
で
あ
る
か
ら
、

(
U
)
 

タ
ゴ
ラ
ス
』
は
プ
ラ
ト
ン
最
初
期
の
作
品
の
一
つ
だ
と
い
う
流
布
し
た
見
解
は
、
誤
り
だ
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
る
」
と
。

『
プ
ロ

こ
の
よ
う
な
訳
で
、
斗
ミ
ー

-2
の
場
合
に
は
、
『
ヒ
ッ
ピ
ア
ス
(
大
)
』
『
ヒ
ッ
ピ
ア
ス
(
小
)
』
『
イ
オ
ン
』
『
メ
ネ
グ
セ
ノ
ス
』
か
ら
始
め

北
大
文
学
部
紀
要



行
為
の
始
ま
り
(
ア
ル
ケ

l
)
に
つ
い
て

て
、
『
。
フ
ロ
タ
ゴ
ラ
ス
』
は
『
シ
ュ
ン
ポ
シ
オ
ン
』
と
『
国
家
』
の
聞
に
置
か
れ
る
と
い
う
次
第
と
な
っ
た
。

し
か
し
4
0
ロ
〉

H
E
B
の
構
想
に
近
似
し
た
仕
方
で
、
初
期
プ
ラ
ト
ン
の
著
作
編
成
を
す
る
の
は
司
己
主
窓
口
仏
四
円
で
あ
っ
て
、
彼
は
、
プ

ラ
ト
ン
の
著
作
時
期
の
第
一
期
を
、

A
群
か
ら
D
群
の
四
群
に
分
け
、

A
群
を
『
プ
ロ
タ
ゴ
ラ
ス
』
『
ラ
ケ
ス
』
『
ト
ラ
シ
ュ
マ
コ
ス

家
第
一
巻
)
』
『
カ
ル
ミ
デ
ス
』
『
エ
ウ
チ
ュ
プ
ロ
ン
』
『
リ
ュ
シ
ス
』
『
ヒ
ッ
ピ
ア
ス
(
大
)
』
の
順
に
論
じ
る
訳
で
あ
る
。

以
上
の
通
り
、
目
立

2
の
示
し
た
大
枠
は
ほ
ぼ
定
説
と
な
っ
て
い
る
観
が
あ
る
が
、
第
一
期
、
第
二
期
、
第
三
期
、
特
に
小
論
と
の
関 国

係
で
言
え
ば
、
第
一
期
の
著
作
群
内
部
の
順
序
と
な
る
と
、

い
ま
だ
定
説
と
呼
び
得
る
も
の
を
も
っ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
と
思
わ

れ
る
。

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
駆
使
す
る
こ
と
に
よ
り
、
写
本
や
異
本
の
読
み
方
の
相
異
ま
で
を
含
め
た
、

詳
細
な
統
計
処
理
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。
今
回
筆
者
は
こ
の
よ
う
な
レ
ヴ
ェ
ル
の
デ
ー
タ
を
使
つ
て
の
著
作
年
代
論
を
展
開
す
る
用
意

さ
て
、
今
日
わ
れ
わ
れ
は
、

一
段
と

- 14ー

が
で
き
て
い
な
い
け
れ
ど
も
、
最
近
、
田
中
美
知
太
郎
氏
が
一
部

ω
与

gN
や
目
立
日
の
与
え
た
デ
ー
タ
と
の
比
較
を
な
さ
れ
た
。
そ
し

て
氏
は
「
今
日
わ
れ
わ
れ
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
導
入
な
ど
に
よ
っ
て
、
技
術
的
に
は
統
計
を
一
層
精
確
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ

(
印
)

る
が
、
統
計
の
指
示
し
た
方
向
に
は
大
き
な
変
化
は
な
い
よ
う
で
あ
る
」
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。

さ
て
、
『
ヒ
ッ
ピ
ア
ス

(
小
)
』
な
る
対
話
篇
は
、
プ
ラ
ト
ン
の
著
作
の
な
か
で
第
一
期
の
グ
ル
ー
プ
に
属
す
る
こ
と
に
加
え
て
、
な
か

で
も
比
較
的
初
期
の
作
品
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
で
は
、
こ
の
作
品
、
が
プ
ラ
ト
ン
の
真
作
で
あ
る
と
し
た
場
合
、
彼
何
歳
位
の
著

作
で
あ
っ
た
か
。

こ
の
間
に
答
え
る
た
め
に
は
、
文
体
・
一
言
語
統
計
の
示
し
た
大
枠
の
区
分
け
に
加
え
て
、

さ
ら
に
著
作
を
通
じ
て
の
思
想
の
発
展
と
い



う
よ
う
な
も
の
が
渇
え
ら
れ
る
か
、
あ
る
い
は
前
期
な
ら
前
期
に
絞
っ
て
、
そ
の

で
プ
ラ
ト
ン
の

の
歩
み
を
た
ど
る
こ
と
が
で

き
る

雄一?の

て
く
る
。

例
え
ば
、

八
九
七
年
、
ポ

i
ラ
ン
ド
出
身
の
一
人
の

に
な
る
『
プ
ラ
ト
ン
の
文
体
と
プ
ラ
ト
ン
の
著
作
年
代
議
を
付
し
た
る
、

ブ
ヅ
ト
ン
の
論
理
の

と
題
す
る
務
作
が
控
に
問
わ
れ
た
。

名
か
ら
察
せ
ら
れ
る
よ
う
に
、

言
わ
ば
プ
ラ
ト
ン
の
著
作

を
、
そ
の
思
懇
を
介
し
て
、
時
代
を
縦
に
辿
る
こ
と
が

自
ず
と
一
つ
の

の
詮
寵
も
決
ま
っ
て
来
る
訳
で
、
そ
の

い
に
わ
れ
わ
れ
に
期
待
を
懐
か
せ
る
。

戸三。明日
m
W
4
4出
町
内
山
は

八
八
一
年
か
ら

八
八
五
年
の

し

そ
の
認
に
彼

基
本
的
研
究
方
法
を
見

し、

そ
れ
を
当
該
の

に
も
応
用
す
る
。

つ
ま
り
獲
得
し
た
研

の
実
験
場
が
ヅ
ラ
ト
ン
哲
学
で
あ
っ
た
Q

彼
に
依
れ
ば

辺
国
ヤ
な

は
異
な
る
科
学
的
な
知
識
は
、
そ
の

い
う
点
で
は
間
断
な
く
増
加
す
る
。
こ
れ

て
、
そ
の
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き
な
い
不
可
謬
の
も
の
と
さ
せ

乃
至
度
と
い
う
も
の
は
、

委せ

さ
れ

に
進
歩
す
る
よ
う
な
も
の
で
は
な

る
の
で
あ
っ
て
、

ぃ
。
そ
し
て
こ
の
確
実
性
は
、
推
論
に
本
来
そ
な
わ
っ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
わ
れ
わ
れ
の
探
求
の

の
発
展
を
議
し
て
の
み
増
大
さ
れ
得
る
九

に
よ
っ
て

プ
ラ
ト
ン
ニ

そ
の
哲
学
と
、

に
関
わ
る
方
法
と
論
理
を
還
し
て
、

た
最
初
の
人
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
、
ブ

の
が
広
義
の

の
で
あ
る
Q

従
っ
て
、

同町三

-oぬ
片
山
知
乏
な
の
で
あ
る
。
プ
ラ
ト
ン
が
論
理
学
者
と
一
一
お
わ
れ
る
場
合
、
先
ず
イ
デ
ア
諭
そ
の
も

プ
ラ
ト
ン
の
論
理
の
明
縫
な
一
再
現
(
揖
乞
巾

R
Z
M
U
Z
Z三
三
円
。
ろ
を

て
の
対
話
篤
を
検
討
に
加
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
の
で

「
も
し
わ
れ
わ
れ
が
、

一
ブ
ト
ン
は
最
初
の

い
と
思
え
ば
:
・
:
〈
中
略
〉
:
:
:
論
理
的
な
数
設
が
見
い
だ
さ
れ

あ
る
。

北
大
文
学
部
紀
妥



行
為
の
始
ま
り
(
ア
ル
ケ

l
)

に
つ
い
て

で
は
、
実
際
対
話
篇
を
検
討
す
る
場
合
に
充
た
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
条
件
と
は
何
か
。

代
の
区
別
と
、
間
プ
ラ
ト
ン
の
哲
学
の
ど
の
部
分
の
研
究
に
も
、
全
作
品
を
考
慮
に
入
れ
る
こ
と
」
で
あ
る
。

「
山
そ
れ
ぞ
れ
の
対
話
篇
の
著
作
年

F
E
S
F羽田
E
の
こ
の
書
物
は
、

か
の
H
K

刊
当
日
閉
め
同
B
H
U
H
V

叩
ロ
に
捧
げ
ら
れ
て
い
る
の
を
見
て
も
よ
く
解
る
こ
と
だ
が
、
そ
の
時
ま
で
に

利
用
で
き
た
著
作
を
広
範
囲
に
駆
使
し
て
、

真
偽
論
と
著
作
年
代
論
(
第
二
章
)
、

さ
ら
に
文
体
論
(
第
三
章
)
を
論
じ
た
後
、
個
々
の

対
話
篇
を
、
一
マ
一
日
う
と
こ
ろ
の
プ
ラ
ト
ン
の
論
理
の
発
展
と
い
う
枠
で
論
じ
て
行
く
訳
で
あ
る
。

プ
ラ
ト
ン
の
論
理
の
発
展
は
、

ソ
ク
ラ
テ
ス
的
段
階

(ωOR阻止ロ

ω
g
m巾
)

か
ら
出
発
す
る
。

次
い
で
、

イ
デ
ア
論
の
起
源
が

『
ク
ラ

チ
ュ
ロ
ス
』
、
『
シ
ュ
ン
ポ
シ
オ
ン
』
、
『
パ
イ
ド
ン
』
の
年
代
の
事
件
と
し
て
論
じ
ら
れ
る
。
次
い
で
、
中
期
プ
ラ
ト
ン
哲
学
と
し
て
、
『
国

ス
』
、
『
パ
ル
メ
ニ
デ
ス
』
が
論
じ
ら
れ
る
。
次
い
で
、
知
識
の
新
理
論
の
時
期
の
作
品
と
し
て
、
『
ソ
ピ
ス
テ
ス
』
、
『
ポ
リ
テ
イ
コ
ス
』
、
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家
』
、
『
。
ハ
イ
ド
ロ
ス
』
が
割
り
当
て
ら
れ
る
。
次
い
で
、
プ
ラ
ト
ン
の
論
理
の
改
革
(
同
え
2
5
)
の
時
期
の
作
品
と
し
て
、
『
テ
ア
イ
テ
ト

『
ピ
レ
ボ
ス
』
が
割
り
当
て
ら
れ
、
最
後
の
時
期
の
プ
ラ
ト
ン
の
著
作
と
し
て
『
テ
ィ
マ
イ
オ
ス
』
、
『
法
律
』
が
論
じ
ら
れ
る
。

ス
(
小
)
』
が
、

だ
か
ら
問
題
は
、

F
E
E
-戸
者
団

E
の
解
釈
に
従
え
ば
、
当
然
の
こ
と
ソ
ク
ラ
テ
ス
的
段
階
の
著
作
群
に
数
え
ら
れ
る
べ
き
『
ヒ
ッ
ピ
ア

い
わ
ば
そ
の
発
展
の
枠
組
の
中
で
、
ど
の
時
期
に
位
置
し
、
如
何
程
の
役
割
を
担
っ
て
い
る
か
、
な
の
で
あ
る
。

「
『
イ
オ
ン
』
、
『
ヒ
ッ
ピ
ア
ス

(
小
)
』
、
『
リ
ュ
シ
ス
』
、
『
メ
ネ
ク
セ
ノ
ス
』
は
、
そ
の
作
品
の
真
で
あ
る
こ
と
が
成
功
裏
に
弁
護
さ
れ
て

は
い
る
が
、
わ
れ
わ
れ
の
探
求
の
坪
の
外
(
。
巳
回
目

P
F巾百円
o
t
o
R
Z』
巳
弓
)
に
止
ま
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
小
さ
な
対
話
篇
は
、

比
較
的
大
き
な
作
品
に
較
べ
て
、

よ
り
大
き
な
困
難
を
与
え
る
、
と
い
う
の
は
、
量
が
少
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
そ
の
文
体
と
教
説
を
十

分
に
評
価
す
る
こ
と
を
よ
り
容
易
な
ら
ざ
る
も
の
と
す
る
か
ら
で
あ
る
。
:
:
:
(
中
略
)
:
:
:
こ
れ
ら
の
作
品
の
年
代
順
序
が
、
根
気
強

ぃ
、
公
平
な
文
体
統
計
の
研
究
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
て
は
い
な
い
以
上
、

わ
れ
わ
れ
と
し
て
は
、
そ
れ
ら
の
作
品
の
含
む
、
極
少
数
の
論



理
的
な
ヒ
ン
ト

年
托
順
序
を
決
定
す
る
、
な
ど
の
念
て

こ
れ
を
一

な
ら
ぬ
の

る。
L

控
え
る
さ
え
3
3
と
い
う
の
は
、

内
容
の

に
も
及
ぶ

は
あ
る
が
、

一吋ヒ

γ
ど
ブ
ス
(
小
)
』
、

メ、

?
リ
ェ
シ
ス
』
は
、

い
う
点
で
の

な
い
の

ヲ
ス
ト

〔
統
計
上

か
ら
は
除
い吋

たきユ

とン

ペ〉

し、

る
以

Eu

メ
、
不
ク
セ
ノ

っ
た
。
す
な
わ
ち
、
プ
ラ
ト
ン
の

の
発
畏
と
い
う
枠
組

は
、
残
念
な
が
ら
州
、
三

2
1

一
担
当
部
玄
に
と
っ
て
は
可
ヒ
ッ
ピ
ア
ス

は
ほ
と
ん
ど
顧
み
ら
れ
て
い
な
い
と

る
だ
ろ
う
a

し
か
し
一
方
で

F
5
0
凹
]
向
者
由
主
の
一
言
問
う
よ
う
に
、

議
気
強
い

公
平
な

文
体
統
計
研
究
に
よ
っ
て
、

プ

ラ
ト
ン
の

作
年
代
が

考
え
て
見
れ
ば
こ
れ
は
こ
れ
で
少
々

F
、V
K
戸
弘
、

ι‘
ゅ

f
を
し
V

カミ

純
粋
に
そ
の
内
容
と
思
想
に
よ
っ

い
て
行
く
と
い
う
可
能
性
が
、

に
百
パ
!
セ
ン
ト
閉
ざ

いマハ
V

な
ど
と

い
だ
ろ
う
G

り
文
徐
論
研
究
も
、

の
極
論
を
旨
と
し
て
い
た
訳
で
な
く
、
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い
う
と
も
す
れ
ば
主
制
総
務
な
独
断
に
諮
る
悦
れ
な
し
と
し
な
い

て
、
よ
り
客
説
的
な
基
本
前
提
を
プ
ラ
ト
ン
営
学
解
釈
に
与

え
る
こ
と
を
そ
の
主
活
と
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
。

一
司
こ
の
と

人
二
十
年
、
プ
ラ
ト
ン

(
同

ν{民
同

C
H
M
W

と

そ
の
諾
棄
と
環
用
句
の
統
計
的
研
究
に
よ
っ

対
話
篇
の

作
時
鶏

P
Z
H
m
M同
庁
片
山
さ
を
な
出

C

ご
ぽ
《
由
主
義
Z2)

こ
と
を
意

よ
う
に
な
っ
て
し
交
っ

絞
的
傾
向
と
、
神
務
的
か
っ
形
而
上
的
ヅ
ラ
ト
ン
哲
学
へ
の

法

ぴ

こ

幻
想
を
蔓
建
ら
せ
て
い
な
か
っ
た
な
ら
、
は
、
こ
の

〔
経
計
研
究
〕
趨
勢
を
支
持
し

最
近
の
文
献
学
の

た
し
、
研
究
者
た

の
錨
鐙
に
つ
い

〔
私
の
〕

さ
れ
な
か
っ

ろ
う
。
こ
れ
ら
〔
文
体
統
計
〕

の

す
な
わ

の
論
理

c
h
m
w
苦
言
}
戸
部
門
知
研
仲
以
内
〉
を

詳
細
に
試
験
ず
る
こ
と
が
本
蓄
の

の
で
は
な
い
。

た
ち
の
人
間

に
対
し
て
、
そ
れ
が
如
待
な
る
も
の
に
せ
よ
、

北
小
人
文
学
部
紀
要



刊
行
為
の
始
ま
り
〈
ア
ル
ケ

1
〉
に
つ
い
一
℃

…
録
に
否
定
し
さ

こ、，ふと

)
L
亡
、
。

一

れ

場

ア

f

J
刀
ヂ

ι
し

し
か
し
、
言
、
ふ
同
意
や
止
な
も
で
の
数
を
数
え
る
人
た
ち
の

て
仮
に
認
め
る
と

し
て
も
、
人
生

い
の
だ
か
ら
憶
測
を
こ
と
と
す
る
著
作
年
代
論
な
ど
よ
り
、
プ
ラ
ト
ン
の

の
本
質
的
特
徴
の

よ
り
一
語

興
味
深
く
患
う
プ
ラ
ト
ン

い
る
の
だ
。

で
い
て
、
藷
対
話
鱗
の
史
的
頗
序

プ
ラ
ト
ン
の
忠
謀
の
発
擦
の
真
の
順
序
合
決
め
て
し
ま
わ
な
い
う
ち
は
、

つ
の
対
話
篇
は
、
も
う

の
対
話
第

手
由
主
部
付
C
円

山

門

的

Z

C
巾

32)、
加
え

わ
れ
わ
れ

ト

ン
の
哲
学
を
解
釈
で
き
な
い
の
で

の
が
流
行

に
な
っ
て
い
る
。
だ
が
し
か
し
、

と
明
J

ア

ィ

マ

イ

介

ス

が
後
期
〔
の
作
品
)

ヨ
出
家
』

ラ
ト
ン
の
円
熟
期

比
較
的
小
さ
な
ソ
ク
ラ
テ
ス
的
対
話
議
は
、
全
体
と
し
て
恐

ら
く
初
期
の
も
の
だ
と
い
う
こ
と
は
、
わ
れ
わ
れ

す
る
の

っ
と
前
か
ら
知
っ
て
い
る
こ
と
な
の

き
論
点
そ
の
も
の
を
先
取
し
て
い
る
こ
と
(
ざ
ぴ
高
岳
町

そ
れ
以
上
の
こ
と
が

と
主
張

の
な
か
で
の
プ
ラ
ト
ン

ち、

〔
そ
れ
以
上
の
こ
と
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が
必
要
だ
と

こ
と
は
〕

の
も
の
、
が
、

こ
ろ
の
論
点
が
要
求

(
幻
)

し
て
い
る
方
向
で
発
展
し
た
の
だ
と
仮
定
す
る
こ
と
に
他
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
J

こ
の

ω
F
O
H
m
Q
の
主
張
は
、

に
も
色
々
あ
る
こ
と
を
窺
わ
せ
て

ぃ
。
人
生

い
の
だ
か
ら
、

要
は
プ
ラ
ト
ン

の
本
質

門
戸
戸
曲
目
三
可
)
の

ろ
う
と
い
う
く
だ
り
な
ど
、
惑
情
的
な
も
の
さ
え
伝
わ
っ
て
く
る
。

そ
し
て

ω
y
c門
会
対
の

こ
ろ
に
賛
同
す
る
ひ
と
も
多
い

確
か
に
、

閣
の

は
勇
敢

っ
て
い
る
と
も
思
え
る

で
あ
る
。

し
か
し
、

一
番
大
事
な
こ
と
は
、
プ
ラ
ト
ン

の
水
質
今
一
理
解
す
る
こ

い
う
主
張
は
、

ほ
と
ん
ど
そ
れ
自
体
然
出
口
容
的
に
真

実
だ
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
の
傾
向
を
無
批
鴇
的
に
押
し
進
め
る
と
、

か
つ
て

mwnza巾
片
岡
阿
部
門
円
三
円
、
が
迎
つ

又
歩
ま
な
い
と
い

は
な
い
で
あ
ろ
う
。



「
か
く
し
て
、
第
一
に
、
対
話
的
方
法
の
展
開
こ
そ
が
、
優
勢
な
目
的
で
あ
る
か
ら
し
て
、
明
ら
か
に
『
。
ハ
イ
ド
ロ
ス
』
が
第
一
群
の
最

(
回
)

初
の
作
品
で
あ
り
、
『
パ
ル
メ
三
ア
ス
』
は
そ
の
最
後
の
も
の
で
あ
る
」
と
言
わ
れ
て
も
、
そ
れ
が

ω
n
r
E巾
g
g
n
r
2
の
一
つ
の
解
釈
以

上
の
も
の
で
あ
る
と
彼
を
弁
護
で
き
る
ひ
と
は
、
今
日
で
は
む
し
ろ
少
な
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
で
あ
ろ
う
。

だ
か
ら
、

一
番
大
事
な
点
に
無
批
判
的
に
直
隷
す
る
危
険
が
あ
り
、
大
事
を
見
ず
、
考
え
ず
、

哲
学
し
な
い
で
終
る
危
険
も
あ
る
だ

ろ
う
。「

し
か
し
、
。
プ
ラ
ト
ン
の
教
説
の
変
容
と
発
展
に
基
礎
を
お
く
よ
う
に
年
代
論
を
つ
く
る
試
み
は
、

学
問
的
解
釈
の
一
切
の
健
全
な
原

則
を
犯
し
、
プ
ラ
ト
ン
の
意
図
の
す
べ
て
の
純
正
な
理
解
に
、
致
命
的
と
な
る
よ
う
な
、
プ
ラ
ト
ン
の
不
整
合
と
い
う
誇
張
へ
と

わ
れ
を
〕
導
い
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
」
と

ω
r
2
q
が
語
る
と
き
に
は
、
数
を
数
え
る
こ
と
が
哲
学
を
理
解
す
る
こ
と
で
は
な
い
と
い
〔
わ
れ

う
憤
怒
を
超
え
て
、
プ
ラ
ト
ン
哲
学
解
釈
の
た
め
の
健
全
な
原
則
(
印
。

g仏
官
山
口
口
笠
立
が
あ
り
、

プ
ラ
ト
ン
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
扱

- 19ー

む
こ
と
を
可
能
に
す
る
純
正
の
理
解

(
m
g
d
z
m
E
Z
E
m右
足
巾
)
が
何
か
あ
る
こ
と
を
暗
示
す
る
か
の
趣
が
あ
る
だ
ろ
う
。

「
本
書
の
議
論
の
対
象
と
『
プ
ラ
ト
ン
の
思
想
の
単
一
性
』
(
ロ
巳
q
t
]
U
F
Z
V印
任
。
己
的
宮
)
と
い
う
表
現
は
、
容
易
に
誤
解
さ
れ
る
か

も
し
れ
ぬ
。
そ
れ
故
、
話
の
締
め
括
り
に
、
私
は
、
何
も
プ
ラ
ト
ン
の
青
年
か
ら
老
年
ま
で
に
は
、
気
分
や
さ
さ
い
な
信
念
の
点
で
見
え

透
い
た
避
け
難
い
変
容
ま
で
も
が
な
か
っ
た
か
の
よ
う
に
描
く
(
由
0
1
H
U
t
g芯

E
E可
)
つ
も
り
は
な
か
っ
た
こ
と
を
繰
り
返
し
て
語
る

こ
と
が
許
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
、
こ
の
よ
う
な
発
展
の
研
究
で
、
文
体
統
計
(
凹

q
r
z阻
止
凹
片
付
回
)
の
実
直
で
批
判
的
な
方
法
の
助

け
を
拒
否
す
る
つ
も
り
も
な
い
。
私
の
主
張
は
単
に
、
プ
ラ
ト
ン
は
全
体
的
に
見
て
、
そ
の
哲
学
が
早
期
に
完
成
し
て
固
定
さ
れ
る
よ
う

な
タ
イ
プ
の
思
想
家
(
岳
巾

qHU由
。
同
岳
山
口
W
2担
当
V
O
凹凸

1
己
。
印
。
匂
ru刊日目仲間巾門戸

5

2
ユ可

HHHEロュ
q
)
(シ
ョ

l
ベ
ン
ハ
ウ
ア

l
、
ノ、

パ
ー
ト
・
ス
ペ
ン
サ
l
)

に
む
し
ろ
属
す
る
の
で
あ
っ
て
、
十
年
毎
に
新
た
な
啓
一
不
を
受
け
容
れ
て
ゆ
く
よ
う
な
人
た
ち
の
ク
ラ
ス

'" 、ン

北
大
文
学
部
紀
要



行
為
の
始
ま
り
ハ
ア
ル
ケ
;
)
に
つ
い
て

ェ
リ
ン
グ
)

な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
私
が
示
そ
う
と
努
力
し
た
こ
と

よ
う
な
方
法

プ
ラ
ト
ン

っ
た
解
釈
へ

反
対
の
想
定

〈
印
}

の
だ
、
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
る
」
と
い
う

ωroHミ
の
基
本
的
な
ヅ
ラ

い
て
進
ん
で
ゆ
く

ト
ン
へ
の
視
点
を
知
る
な
ら
、

こ
れ
は
す
で
に
、

の
年
代
を
決
め
る
こ
と
以
前
の
、

研
究
者
の
プ
ラ
ト
ン
像
の
賠

で
，j.， 

の

ろ
う
。事
程
左
様
に
、
ヅ
ラ
ト
ン
解
釈
は
種
々
の
悶
難
と
開
題
を
含
む
け
れ
ど
も
、
解
釈

ー
タ
に
よ
っ
て
熊
間
関
さ
れ
る
必
.
姿
も
為

り
、
か
っ

の
解
釈
で
あ
る
か
ぎ
り
哲
学

コ
ン
テ
キ
ス
ト

の
も
の
が
照
照
的
を
与
え
る
こ
と
も
あ
ろ
う
。

~~主

椙
替
え
て
こ
そ
、

お
互
い
の
価
値
妥
当
性
を
見
い

で
あ
ろ
う
。

さ
で

一
十
世
紀
初
頭
か
ら
現
在
ま
で

{
机
)

は
、
ラ
ア
ィ
マ
イ
-Y
ス
h

の
位
霊
を
廻
つ
て
の

C
議
室
と
の

ZHP仲
間
的
の
競
争
を
例

〈民〉

ita
ゅ

の
枠
を
出
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
初
期
、
中
簿
、
後
期
と
分
け
た
場
合
、
初
期
内
部
の
著
作
↓

外
と
し
て
、
観
ね
間
同
仲
立
の
捲
い
た

煩
序
と
な
る
と
、

こ
れ

吋
雪
印
日
町
内
刊
を
敦
わ
ノ
上
げ
、

の
基
準
と
し
て
、

ヒ
ッ
ピ
ア
ス

そ
こ
で
三
こ
こ
で
は
、
初
期
の
著
作
年
代
女
怒
る
解
釈
の
一
例
と
し

の
著
作
年
代
を
考
え
て
ゆ
く
こ
と
と
し
よ
う
。

は
、
そ
の
著
作
持
期
、
が
初
期
で
あ
る
こ

か
な
り
一
般

て
い
る
の

と
ず
ピ
ア
ス

と
明
イ
オ
ン
』

か
ら
始
め
る
こ
と

ば

〔
す
な
わ
ち
紀
元
前
コ
一
九

0
年
代
半
ば
〕

こ
れ
ら
ニ
つ
の
対
話
篇
は
、
模
倣
治
〈
ヨ
ル
虫
色
目
立
と
呼
e
は
れ
て
よ
い
。
そ
れ
ら
は
、
恐
ら
く
九

0
年
代
半

に
、
怒
ら
れ
た
仲
間
う
ち
に
向
け
て
知
立
0
2
L
n
r
n
r
c内
向吋即
時
コ円山
田)室
田か

の
般
に
、
何
故
プ
ラ
ト
ン

〔
模
倣
品
約
時
制
締
役
過
ぎ
た
〕
後
に
な
っ
て
、

ソ
ク
ラ
テ
ス
の
死
の

に明時一

っ
た
の
か
、
そ
の

ろ
う
。

ポ
リ
品
ク
ラ
テ
ス
の
パ
ン
ブ
レ

ト
、
が
一
つ
の
し
る
し
で
あ
る
が
、

ソ
タ
ヅ
デ
ス
と
い
う
一

偶
の
人
簡
を
廻
っ

大
衆
が
議
論
を
し
て
い
た
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
プ
ラ
ト
ン

り
一
一
層
多
く
の

に
向
け
て
、

九



0
年
代
後
半
に
、
師
の
果
し
た
役
割
へ
の
、

よ
り
明
確
な
弁
明
的

(25-。
官
片
付
)
か
つ
哲
学
へ
の
誘
い
と
も
な
る
。

取
り
か
か
り
(
名
a

官
。
間
口
「
)
を
実
行
し
た
の
だ
。

『
ラ
ケ
ス
』
が
こ
の
時
期
(
弁
明
期
〕

の
開
始
と
な
っ
た
。
『
グ
リ
ト
ン
』
と
『
弁
明
』
は
当
然
こ
の
時
期

は
、
お
よ
そ
一
二
八
六
年
、

(
品
)

公
的
生
活
へ
の
、
皮
肉
を
こ
め
た
訣
別
と
解
さ
れ
よ
う
。
」

に
属
す
る
。

『
メ
ネ
グ
セ
ノ
ス
』

西
方
へ
向
け
て
第
一
回
の
旅
行
に
出
発
す
る
以
前
の
、

ア
テ
ナ
イ
に
お
け
る

以
下
、
初
期
教
育
的
著
作
期

(
g
H
f
百
三
日
ロ
片
山
O
ロ
巳
宮
ユ
。
仏
)
、

報
告
体
対
話
篇
の
時
期
(
己
話
回
)
目
立
え

O
H
F日
H
4
0
H丹市門山岳回目

-o
∞5m)、
批
判
期

(
R
E
S
-
同
}
日
目
。
仏
)
、
後
期

(
E
g
-
5
1。
仏
)
と
続
く
訳
で
あ
る
。

し
か
し
一
言
い
っ
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
の
は
、
批
判
期
(
口

HEs-)
と
い
う
表
わ
し
方
は
慎
重
を
期
す
必
要
が
あ
る
。
『
テ
ア
イ
テ

ト
ス
』
や
『
パ
ル
メ
ニ
デ
ス
』
の
前
半
の
読
み
方
が
「
批
判
」
な
い
し

田
中
美
知
太
郎
氏
は
、

の
意
味
内
容
を
決
め
る
だ
ろ
う
か
ら
で
あ
る
。

ほ
ぼ
叶
宮
田
町
民
に
近
い
結
論
を
出
さ
れ
て
い
る
。
詳
細
な
文
献
学
的
考
証
を
し
た

「
危
機
」

最
近
の
著
書
に
お
い
て
、

- 21ー

後
、
氏
の
結
論
し
た
線
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

前
回
二
七
年

生

(
一
二
九
九
年

ソ
ク
ラ
テ
ス
の
死
)

三
九
五
年
頃

ソ
ク
ラ
テ
ス
対
話
篇
を
書
き
始
め
る

三
九
四
三
九
一
年

『
イ
オ
ン
』
『
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
弁
明
』

三
九

O

三
八
八
年

『
ゴ
ル
ギ
ア
ス
』

三
八
七
年

第
一
回
シ
ケ
リ
ア
行

北
大
文
学
部
紀
要



行
為
の
始
ま
り
(
ア
ル
ケ

l
)
に
つ
い
て

恐
ら
く
ソ
ク
ラ
テ
ス
対
話
篇
の
一
篇
と
し
て
『
ヒ
ッ
ピ
ア
ス
(
小
)
』
を
見
る
こ
と
に
問
題
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
ら
、
コ
一
九
五
年
か
ら
数

年
の
間
に
は
書
き
上
げ
ら
れ
て
い
た
作
品
と
し
て
、
こ
の
『
ヒ
ッ
ピ
ア
ス

(小)』

の
著
作
年
代
を
推
量
し
て
よ
い
だ
ろ
う
。

一
応
、
『
ヒ
ッ
ピ
ア
ス
(
小
)
』
の
著
作
年
代
に
つ
い
て
は
、
今
回
は
こ
の
程
度
の
考
証
に
止
め
る
の
だ
が
、
右
の
推
定
も
暫
定
的
の
性

格
を
逃
れ
る
も
の
で
な
い
。
事
は
歴
史
を
傍
証
す
る
資
料
と
文
献
学
的
実
証
に
深
く
係
る
の
で
あ
る
か
ら
、

あ
の
古
く
は
デ
ィ
オ
ゲ
ネ

ス
・
ラ
エ
ル
テ
ィ
オ
ス
の
伝
え
る
話
、
す
な
わ
ち
「
伝
え
る
と
こ
ろ
に
依
る
と
、

ソ
ク
ラ
テ
ス
は
、
プ
ラ
ト
ン
が
『
リ
ュ
シ
ス
』
を
口
に

出
し
て
読
ん
で
い
る
(
九
吃
ミ
ミ
ふ

2
2
2内
)
の
を
き
い
て
、
『
へ
ラ
ク
レ
ー
ス
さ
ま
よ
、
こ
の
若
者
は
、
私
の
こ
と
で
何
と
た
く
さ
ん
の
嘘

を
つ
い
た
こ
と
か
(
仏
あ

gと
応
、
。
巳

g
sす
忌
刷
、
ヶ
ぉ

5hqha)』
と
言
っ
た
そ
う
だ
。
と
い
う
の
も
、
こ
の
男
は
ソ
ク
ラ
テ
ス
が
言
わ

(
印
)

な
か
っ
た
事
を
、
少
な
か
ら
ず
(
。

r
E
R
E
)
書
い
て
い
た
(
ぷ
「
言
明
bg)
か
ら
で
あ
る
」
と
い
う
逸
話
を
真
実
と
す
る
と
、
話
は
随
分
違

っ
た
も
の
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

- 22ー

吉
弘
(
『
ヒ
ッ
ピ
ア
ス
(
大
ど
に
は
用
例
あ
り
)

何
故
な
ら
、
百
三
mH
の
調
査
が
示
し
て
い
る
通
り
『
リ
ュ
シ
ス
』
に
は
、
前
期
の
作
品
に
は
出
て
来
な
い

gw月
pw
氏
支
払
三
門
悼
む
令

(
肝
)

の
用
例
が
あ
り
、
『
メ
ノ
ン
』
、
『
ゴ
ル
ギ
ア
ス
』
、
『
ク
ラ
チ
ュ
ロ
ス
』
よ
り
後
の
作
品
で

あ
る
可
能
性
が
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
作
品
『
リ
ュ
シ
ス
』
を
ソ
ク
ラ
テ
ス
生
前
に
す
で
に
書
き
上
げ
て
い
た
と
な
る
と
、

わ
れ
わ
れ
の

『
ヒ
ッ
ピ
ア
ス
(
小
)
』
の
読
み
方
に
も
、
少
な
か
ら
ぬ
余
波
を
与
え
ず
に
は
措
か
な
い
だ
ろ
う
。

ソ
ク
ラ
テ
ス
生
前
に
既
に
プ
ラ
ト
ン
、
が
対
話
篇
の
執
筆
を
始
め
て
い
た
と
す
る
見
解
は
、
当
E
B
O当日同
N'Eom--gLOH同
に
も
見
ら

れ
る
。「
と
こ
ろ
で
、
一
言
葉
の
形
式
か
ら
し
て
、
『
プ
ロ
タ
ゴ
ラ
ス
』
は
自
余
の
著
作
か
ら
は
全
く
区
別
さ
れ
る
証
拠
が
得
ら
れ
る
。

ひ
い
て
は

『
プ
ロ
タ
ゴ
ラ
ス
』
は
、

ソ
ク
ラ
テ
ス
の
死
、
す
な
わ
ち
事
件
の
年
よ
り
も
前
に
は
い
っ
て
く
る
。



芸
術
的

の

あ

て
然
る
べ
き
吋
ブ
口
タ
ゴ
ラ
ス
』
と
一

つ
の

『
イ
オ
ン
』
と

ヒ
ッ
ピ
ア
ス

の

つ

調
刺
も
の

と
称
さ
れ
て
よ
い
。
こ
れ
ら
一
二
つ
の

の
誌
で
の
願
序
に
つ
い
て
は
、
何
も
外
的
な

手
が
か
り
待
問
山
口
C
H
H
M
W
H
a
2
開
口
〉
H
M
7
弘
容
℃
g
H
M
M
2
)

な
い
け
れ
ど
も
、

口
タ
ゴ
ラ
ス
切
れ
臨
し
仏

ヒ
ッ
ピ
ア
ス

v1. 

〔そ

の
態
名
が
一
部
す
)
そ
れ
ぞ
れ
の
ソ
ピ
ス
ト
と
の
締
人
的
面
識
(
去
ぬ
℃
ミ
弘
弘
江
戸
出
お
与
さ

5
2
r丸
神
〉
右
前
提
に
し
て
い
る
の
で
為
っ
て
、

そ
の
ソ
ピ
ス
ト

れ
た
対
話
篇
宏
、
ブ
ラ
ト
ン
は
『
ブ
口
タ
ゴ
ラ
ス
』
を
書
い
て
い

ず
で

い
た
か
、
も
し

さ
れ
る
順
序
が
蒸
ら
し
く
な

は
¥
全
く
、

初
め
て
の
著
作
と
い

そ
れ
故
こ

の
対
話
篇
が
こ
こ

く
は
、

と
彼

そ
し
て
、

こ
で
の
論
評
は
、

7a4A
ン

吋
ヒ
ッ
ピ
ア
ス

応可

ブタ

間

三言

ラ
ス
』
の
綴

て
い
る
か
ら
、

即
そ
れ
が
彼
の

で
あ
る
。

し
か
し
『
イ
ホ
ン

の
著
作
年
代
に
つ
い
て

々
の
考
証
を
し

言
及
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の

三
九
一
年
よ
り
後

の
で
な
く
、
そ
の
著
作
時
期
は
そ
れ

ベ
ソ
ス
の
状
、
泌
に
つ
い
て
非
常
に
王
確
な

つ
コ
一
か

の

- 23 

間

〈
的
)

き
で
あ
る
こ
と
を
よ
く
示
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る

い
て
以
来
、
こ
の

の
よ
う
で
あ
る
。

対
話
設
定
年
代
'
と
し
て
は
十
分
可
能
で
あ
ろ
う
が
、

し
て
は
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
生
前
に
こ
れ
を
照
準
す
る

の
は
い
唯
一
山
理
、
が
あ
る
よ
う
に
態
わ
れ
る
。

以
上
、

わ
れ
わ
れ
は
『
ヒ
ッ
ピ
ア
ス
ハ
小
ど
と
い

の
著
作
年
代
に
つ
い

-
々
の
解
釈
と

て
い
る
こ
と
、

し
か
し
、
そ
の
な
か
で
も
、

の
暫
定
的
基
準
と
し
て
吋
宮
己
主
の

る
と
と
を
述
べ
た
。

以
上
の
記
述
が
、

著
K
げ
年
品
川
諭
と
し

め
て
不
十
分
で
あ
る
こ
と
を
筆
者

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
人
々
宙
論

き
主
題
に
対
し

何
ら
か
寄
与
す
べ
き
殺
を
構
成
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
加
え
て
、
こ
れ
ら
の

プ
ラ
ト
ン

北
ム
人
文
学
部
紀
後



行
為
の
始
ま
う
〈
ア
ル
ケ

1
〉

つ
い
て

な
解
釈
す
る
も
の
に
と
っ
て
、
常

る
を
得
な
い

で
あ
る
だ
ろ
う
3

(ニ〉

の
患
想

の
工
〉

同
-
ヒ
ッ
ピ
ブ
ス

の
梗
概
と
問
題

こ
の

話
の
端
緒
と
し
て
も
、

し
れ
な
い
。
こ
こ
に
す
で
に
、

に
、
そ
の
人
の
能
力
で
あ
る
か
も

〈

2
}

こ
の
対
話
篇
を
廼
つ
て
の
議
本
的
な
謂
顛
が
伏
ふ
殺
し
て
い
る
と
一
衰
え
る
。

主
題
と
し
て
も
、

し
お
し
、
性
格

ヤ
ノ
キ
レ
ウ
ス
と
み
ペ
ダ
品

γ

セ
ウ
ス
と
い
う

人
の
英
雄
を
怒
る

搭

論

ハ
叶
玄
均
一
品
論
)
と
し

め
る
か
も
し
れ
ぬ
。

の
人
の
も
つ
儲
性
で

オっ
ち

の
人
障
の
性

は
、
当
人
の

又
強
く
取
れ
ば
、

に
加
え
て

な

述
可
能

の

に
盟
主
克
で

と
い
う
問
題
で

24 

あ
る
。

叶

~ 
叶。

あ
る
と

わ
れ〈
ると
。ギ

リ
シ

ア

プ
キ
レ
ウ
ス

タ
ミ
ミ
去
、
ネ
ス
ト
ル
の
そ
れ
は

2
ぢ
ふ
叶

Q
S
べ
オ
デ
ユ
ヅ
セ
ウ
ス
の

は
均
一
三
ミ
苦
ま
恥
'

て

は
こ
の
オ
デ
品

y

セ
ウ
ス
に

ら
れ
た
形
容
詩

の
意
味
を
譲
っ
て

て

ヒ
ッ
ピ
ア
ス
に
よ
れ
ば
、

ア
キ
レ
ウ
ス
に
冠
ぜ

伎
な
ら
な〈
L 、土

糸、
Cミ
寸。
if) 

)--

t土

叶
和
町
三
円
伸
之
G
m
v

ぺ
オ
J

プ
ュ
ッ
セ
ウ
ス
の

ず
な

叶
叶
。
記
号
言
。
仰
と
は
す
ロ
U
A
勾
の

さ
れ
て
い
る
か
、
能
力
の

に
し
て
も

に
し
て
も
、

性
格
の
意
味

い
る

い
う
問
問
題
が
設
在
し
て
い
る
。
換
言
す
れ
ば
、
ヅ
ヲ
ト
ン

の
な
か
に

る
と
い
う
こ
と
が
あ
っ
た
か
も
し
れ
ぬ
G

そ
の
後
胤
の

に
於
い
て
そ
の
よ
う
な
構
造
を
担
っ
て
い



る
と
す
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
説
明
そ
の
も
の
が
、
ど
ち
ら
の
意
味
で
言
わ
れ
て
い
る
か
が
、
難
し
い
問
題
と
し
て
残
る
だ
ろ
う
。

る
と
い
う
意
味
で
優
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、

差
し
当
た
り
性
格
に
関
す
る
形
容
詞
と
し
て
読
ん
で
お
け
ば
、
ア
キ
レ
ウ
ス
と
い
う
男
は
真
実
味
が
あ
っ
て
一
本
気
(
単
純
?
)
で
あ

オ
デ
ュ
ッ
セ
ウ
ス
は
大
変
策
に
富
ん
だ
男
な
の
だ
が
、
性
格
と
し
て
は
、
偽
り
の
多
い
人
間

と
し
て
考
え
ら
れ
る
、
と
ヒ
ッ
ピ
ア
ス
は
言
い
た
い
の
だ
ろ
う
。

(
5
)
 

ホ
メ
ロ
ス
に
よ
れ
ば
、
こ
の
偽
り
の
多
い
性
格
と
は
「
一
事
を
心
に
秘
め
て
他
を
語
る
よ
う
な
」
吟
汽
申
告

s
lピ
忠
弘
も
お
川
三
宅
向

qp

門
ご
な
忠
向
料
品
ひ
と
で
あ
る
。
こ
の
ホ
メ
戸
ス
を
引
い
て
の
説
明
に
は
、
能
力
論
と
し
て
の
伏
線
、
が
見
え
る
と
言
え
る
。
一
般
に
、
相
手

の
能
力
の
限
界
内
で
現
象
す
る
こ
と
は
、
そ
の
相
手
を
は
る
か
に
超
え
る
能
力
を
も
っ
わ
た
し
の
意
図
で
は
な
い
こ
と
が
間
々
あ
る
。

策
に
富
ん
だ
男
は
、
伺
で
あ
れ
何
か
を
為
す
能
力
、
が
あ
る

b
c
E
S弘
司
会
言
内
向
P
。
加
え
て
ヒ
ッ
ピ
ア
ス
に
従
え
ば
、
能
力
、
が
あ
る
と
は
、

(
6
)
 

ひ
と
を
欺
く
だ
け
の
能
力
が
あ
る

P
5
3
r
x
Q
2叶
守
応
H
L

も
も
ふ
さ
C

内
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
場
合
能
力
が
あ
る

P
5
2
r
と
は
、
「
望
む

(
7
)
 

T
E
Eミ
ミ
と
き
は
い
つ
で
も
で
き
る

P
E叶
色
町
」
と
い
う
意
味
で
あ
っ
て
、
病
気
の
ひ
と
h

門ど

E
5
2
の
よ
う
に
、
望
ん
で
も
で
き
な

(
8
)
 

い
の
で
は
断
じ
て
な
い
。

ーのー

何
か
を
為
す
能
力
と
は
、

そ
の
何
か
が

「
何
か
」
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
時
は
じ
め
て
力
と
な
る
。
だ
か
ら
何
か
を
何
か
と
し
て
知
る

場
面
で
言
え
ば
、
一
定
の
結
果
を
成
功
一
裏
に
実
現
す
る
だ
け
の
業
、
術
(
例
え
ば
ヒ
ッ
ピ
ア
ス
そ
の
ひ
と
が
身
に
つ
け
て
い
る
記
憶
術

3
4
Eピ
ミ
守
叶
企
玉
、
ろ
こ
そ
が
、
何
か
を
で
き
る
と
い
う
意
味
で
の
力
の
内
実
と
な
る
。

業
と
か
術
は
、
そ
の
何
か
を
為
す
に
際
し
て
の
器
用
さ
司

5
8ミ
宮
内
と
或
る
種
の
知
恵
山
口
吉
ヒ
守
向
身
叶
円

E
円
の
こ
と
で
あ
り
、
こ
れ
ら

(
初
)

に
よ
っ
て
ひ
と
は
策
に
富
ん
だ
人
聞
き
注
号
完
走
に
な
っ
た
り
策
土
門
町
ミ
ら
ヒ
向
的
に
な
っ
た
り
す
る
。

さ
て
わ
れ
わ
れ
は
こ
こ
に
到
っ
て
、
話
、
が
ひ
と
の
能
力
に
つ
い
て
進
行
し
て
い
る
の
か
、

そ
れ
と
も
、
そ
の
よ
う
な
能
力
を
具
え
て
い

北
大
文
学
部
紀
要



行
為
の
始
ま
り
〈
ア
ん
ヶ
，
e

〉
に
つ
い
て

る
人
間
の

っ
て
進
行
し
て
い
る
の

い
さ
さ
か
判
然
と
し
な
い
と
い
う
印
象
な
も
つ
。

し
か

て
見
れ
ば
、
純
粋

の
性
格
か
ら
全
く
切
り
離
さ
れ
て
、

こ
ろ
の
道
徳
的

の
と
し
て

か
と
言
え
ば
、

{箇

の
人
間
が
体
現
し
、

為
し
て
い
る
も
の
で
あ
る

い
だ
ろ
う
。

{ロ)

ゆ
町
主
主
2
ふ
均
叶
さ
え
た
も
つ
ひ
と
は
知
恵
あ
る
ひ
と
旬
、
一
守
町
、
史
で
も
あ
ろ
う
。
知
意
あ
る
ひ
と
は
、
自
分

又
そ
う
で
あ
れ
ば
、
自
分
の
知
っ
て
い

(
刊

M

V

で
あ
る
。

に
お
い
て
、
難
し
い

と

ろ
で
、
或
る
穏
の

が
何
を
為
し
て
い
る
か
を
知
っ
て
い
る

r
r
z
z
R
筈
で
あ
る
し
、

の
こ
と
に
お
い
て
知

恥
同
ミ
見
守
8
2
・
:
叶
内
判
的
言
伶
恥
立
2
2
5
R
ひ
と
は
、
知
あ
る
も
の

何
で
あ
れ
向
か

ず
あ
る
と
知
る
と
い
う
こ
と
に
お
い
て

，
 

円
仰
い
か
が
持
か
と
し
て
あ
る
」
と
い
う
主
述
、
な
具
え
た
判
断
と
し
て

で
あ
る
の
は
、
そ
の

で
あ
ろ
う
。
そ

れ

こ
と
で
も
あ
る
。
内
ア
ル
キ

26 -

ピ
ア
デ
ス
王

で
あ

い
け
れ
ど
も
、
口
わ
れ
わ
れ
が
為
そ
う
と
す
る
の
は
、
何
を
為
す
の
か
自
分
立
知
っ
て
い

で
あ
る
と
患
う

ロロ
i
H
S

と
ソ
ク
ラ
テ
ス
に
諮
ら
ぜ
て
い
る
が
、
論
旨

い
と
言
え
る

ろ
う
。

だ
が
し
か
し
、
こ
こ
に
は
注
意
を
要
す
る
総
理
が
あ
る
。
何
か
を
為
す
能
力
が
あ
る
と

し
て
い
る
こ
と
は
昆
た
通
り
で
あ
る
。
そ
の
場
合
知
る
と
は
、
そ
の
何
か
と
い

そ
の
口
約
か
を
知
る
と
い
う
こ
と
を
前
築
に

い
限
定
に
お
い
て

し
て
い

そ
し
て
そ
の
伺
か
の
限
定
が
強
け
れ
ば
強
い

明
確
で
あ
れ
ば
明
縫
で
あ
る
程
、
そ
れ
だ
け
増
々
そ
こ
で

る
知
も
、
そ
の

に
応
ず
る
明
確
さ
と
限
定
さ
れ
た
正
確
さ
を
実
環
ず
る
。
そ
し
て
こ
の
知
の

に
よ
っ
て

れ
て
成
立
し
て
い
る
知
た
も
つ
も
の

が
、
端
的
に
知
翠
あ
る
も
の
も
も
弘
ミ
ミ
へ
と
か
知
あ
る
も
の

と
呼
ば
れ
る
と
き
に
は
、
そ
の
限
定
さ
れ
た
知
を
も
っ
人
間
同
が
、
そ
の

て
、
あ
る
類
比
に
よ
っ
て
そ
う
呼
ば
れ
て
い
る
に
す
、
ぎ
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

だ
か
ら
こ
こ
で

に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
、

鱈
別
の

で
使
摂
さ
れ
る
「
知
恵
あ
る
」

と
か
「
知
あ
る
」



き

を

仇

と

い

と

い

う

対

象

が

、

先

ず

も

っ

て

対

象

と

し

て

成
立
す
る
か
溶
か
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
し
、
鉱
に
こ
の
よ
う
な
対
象
が
成
立
す
る
と
し
て
も
、
そ
こ
で
は
個
別
の
技
術
知
の
よ
う
な
知

そ
の
妥
当
性
役
灸
う
こ
と
な
く
適
附
加
さ
れ
得
る

「
知
謀
あ
る
ひ
と
い

が
可
様
で
あ
る
の
か
否
か
と
い
う
問
題
で
も
あ
ろ
う
。

〈
刊
叫
〉

ヒ
ッ
ビ
ア
ス
が
こ
の
コ
ン
テ
キ
ス
ト
に
お
い
て
、
そ
れ
が
可
能
で
あ
る
と
答
え
て
い
る
が
、
そ
れ
自
体
の
論
拠
な
ま
だ

て
い
な
い
の
で
あ
り
、

は
残
さ
れ
て
い

ろ
う
。

ぢ
て
以
上
の
よ

こ
の
対
話
議
に
つ
い
て

き
た
第
一
の
パ
ラ
ド
ク
ス
が
出
来
上
が
る
Q

策
に
寓
ん
だ
と
言

わ
れ
、
鵠
り
の
多
い
性
格
と
呼
ば
れ
た
オ
デ
ュ
ッ
セ
ウ
ス
が
、
そ
の
知
に
よ
り
知
殺
と
な
り
、
そ
の
限
り
で

ひ
と
と
な
り
、

り
の
ひ
と

一
人
で

こ
の

一
ブ
ド
ク
ス
と
晃
え
る
結
論
に
は
、
議
カ
の

〈

E
5
3
2
2
Hロ
)
と
性
絡
の

(
叶
三
き
的

E
Z口
出
〉
と
の
、
ブ
ラ
ト
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ン
の
意
図
し
た
ニ
義
的
投
潟
、
が
確
認
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
偽
る
小
口
な
給
q
も
さ
と
か
敷
く
芯

Q
S応
対
と
言
え
ば
、
こ
れ
ら
が
ひ
と
の
性
格
に
つ
い
て
筏
わ
れ
る
な
ら
ば
、
先
ず
相
場
は

い
こ
と
に
決
ま
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
攻
能
力
と
か
技
量
と
か
業
と
か
の
、
そ
の
人
認
の
性
格
が
ど
の
よ
う
で
あ
る
か
と
い
う
よ
う
な
問

題
を
離
れ
て
も
猶
使
用
で
き
る
場
合
を
想
定
す
れ
語
、
必
ず
し
も
惑
い
こ
と
で
あ
る
と

る

ろ
う
。

偽
り
と
い
う
事
態
が
成
功
裏

受
け
る

の
意
味
で
考
え
る
な
ら
、
偽
る
側
か
ら
す
れ
ば
、
協
り
を

(
児
〉

ひ
と
を
前
に
し
て
守
吉
永
寺
町
三
き
∞
「
数
え
て
自
ら
白
ら
に
法
語
ず
る
こ
と
な
含
う
」
急
叶
ιv

円
安
ミ
め
?
と
、
災

同
に
気
づ
か
な
い
ご
ふ
ぜ
き
て
怒
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。
換
中
諮
問
ず
れ
ば
、
偽
る
側
、
が
気
づ
き
知
っ
て

〈
M
m
}

か
な
い
ハ
知
覚
し
な
い
)
私
泳
ヒ
:
・
令
内
門
町
内
主
門
岡
町
弘
、
制
恒
三

し
て
い
る
場
記
念
今
こ
の

怖
で

2
2
2
に
31t
の
に
、
相
手
は
そ
の

し、

意
密
犬
同
え
し
た

の

の
ゆ
え



行
為
の
始
ま
り
(
ア
ル
ケ
l
)
に
つ
い
て

こ
と
が
あ
る
。
碁
に
お
け
る
上
手
の
言
う
と
こ
ろ
の
は
め
手
は
、
も
し
最
善
に
応
じ
ら
れ
る
な
ら
、
自
ら
を
致
命
的
に
不
利
な
局
面
に
陥

れ
る
も
の
で
、
そ
の
限
り
で
自
己
矛
盾
の
手
な
の
だ
が
、
技
量
の
劣
る
下
手
に
は
、
そ
の
こ
と
、
が
見
え
な
い
、
知
覚
で
き
な
い
。

策
に
富
ん
だ
オ
デ
ュ
ッ
セ
ウ
ス
は
、
自
ら
の
知
謀
に
よ
っ
て
ア
キ
レ
ウ
ス
を
凌
駕
し
て
い
る
の
か
。
。
プ
ラ
ト
ン
は
、
ア
キ
レ
ウ
ス
が
オ

(
げ
)

デ
ュ

y

セ
ウ
ス
を
偽
る
例
を
提
出
す
る
。
そ
れ
故
ア
キ
レ
ウ
ス
の
方
が
器
用
さ
や
或
る
種
の
知
恵
の
点
で
一
枚
上

A
b
E
5
V
月以

E
と
見

(
国
)

え
て
く
る
。

こ
の
場
合
、
能
力
論
の
構
図
で
考
え
る
と
考
え
易
い
と
思
わ
れ
る
。
両
者
の
知
恵
競
べ
は
、

一
方
が
他
方
の
知
恵
に
追
随
で
き
な
い
で

落
伍
す
る
と
き
に
勝
負
が
決
す
る
訳
で
あ
ろ
う
。
ア
キ
レ
ウ
ス
と
言
え
ど
も
オ
デ
ュ
ッ
セ
ウ
ス
を
偽
る
こ
と
が
あ
る
と
な
る
と
、
ホ
メ
ロ

ス
も
描
い
て
い
る
よ
う
に
、
こ
の
男
は
自
負
心
が
強
い
応
宮
内
。
5
2
し
、
法
螺
を
吹
く
こ
と
も
あ
り
王
宮
か
つ
策
土
叫
司
会
司
亡
N
S
で
も

(
四
)

あ
る
の
だ
。

- 28ー

こ
う
し
て
、
何
か
の
知
識
、
何
か
の
技
術
、
何
か
の
限
定
さ
れ
た
領
域
で
、
知
識
の
点
で
頂
に
立
つ
ひ
と
は
、
も
は
や
何
人
も
追
随
で

き
な
い
境
域
に
棲
ま
っ
て
い
る
だ
ろ
う
。
超
絶
の
名
人
の
み
が
、
超
絶
の
技
巧
に
つ
い
て
の
真
偽
、
真
贋
を
語
り
得
る
。
「
そ
れ
な
ら
、

最
も
能
力
あ
る
も
の
は
、
同
一
人
に
し
て
偽
と
真
と
を
計
算
術
に
つ
い
て
語
り
得
る
。
こ
の
ひ
と
は
計
算
術
に
蘭
し
て
優
れ
て
い
る
ひ
と

で
あ
り
、
計
算
家
で
あ
る
。
」

こ
の
引
用
文
に
お
け
る
計
算
術
は
容
易
に
変
数
に
変
え
ら
れ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
す
る
と
、

X
術
に
関
し
て
最
も
能
力
あ
る
も
の
は
、

X

術
に
関
し
て
真
偽
を
語
る
こ
と
が
で
き
、
こ
の
ひ
と
は
X
術
に
優
れ
て
い
る
九
「
R
ま
円
の
で
あ
り
、

X
術
家
で
あ
る
、
と
Q

が
名
人
芸
に
つ
い
て
真
贋
を
語
り
得
る
も
の
と
思
う
。

能
力
論
の
構
図
で
言
え
ば
、
確
か
に
『
ヒ
ッ
ピ
ア
ス
(
小
)
』
で
の
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
主
張
は
成
立
す
る
で
あ
ろ
う
。
筆
者
も
、
名
人
の
み

し
か
し
こ
こ
に
は
今
一
つ
の
問
題
が
あ
る
。



「
自
分

む

望
む
と
き
は
い
つ
で
も
為
し
得
る
ひ
と
は
、
そ
れ
が

あ
れ
能
力
が
あ
る

と
す
れ
ば
、
能
力
諭

成
立
す
る
と
し
て
も
、
能
力
あ
る
も
の
、

が
、
橋
を
望
む
の
か
、
廃
物
を
望
む
の
か
、
と
い
う
問
題
で

し、

何
か
の
知
、
持
か
の
術

簡
で
形
式
的

本

2
3
2
F

ね
ば
な
ら
な
い
。
前
者
は
主
知
の
こ
と
、
後
者
立
主
意
の
こ

念
知
識
で
き
る
と
い

真
と
鵠
と
な
強
み
得
る
と
い

は
、
全
く
相
異
な

う
か
に
つ
い
て

な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

か
ら
で
あ
る
。
荘
、
首
識
論
と
し
て

と
か
と
訳
さ
れ
る
を
と

2
E
h

っ
て
よ
い

は
名
詞
形
)
と

い
う
ギ
リ
シ
ア
語
が
、
プ
ラ
ト
ン
の
前
惑
の

の

で
郊
向
な
る
用
法
と
構
造
を
も
っ
て
い
た
か
が
、
わ
れ
わ
れ
の

し
て
残

さ
れ
て
い
る
。

む
L

E

C

去
号
、
史
と
い
う
わ
れ
わ
れ
の
心
的
活
動
は
、
能
力
あ
る
も
の
の
願
望
で
あ
る
限
り
、
行
為
の

が
存
在
し
な
い
と
す
れ
ば
、
為
す
こ
と
と
の
関
鎮
で
言
え
ば
、
如
何
に
能
力
が
あ
ろ

を
、
願
望
の
非
存
在
に
結
合
し

と

29 -

つ
て
の
十
分
条
件
で
あ
り
得
る
。

し
か
し

う
と
、
そ
れ
が
出
来
す
る
も
可
、
出
米
せ
ぬ
も
可
、
換
苦
節
す
れ
ば
能
力

願
望
な
し
と
す

昨
し
手
h

、

j

t

 

の
実
行
部
何
と
す
る
よ
う
な
条
件
法

あ
ろ
う
Q

そ
し

る
と
は
、
自
分
か
ら
す
す
ん
で
向
か
を
し
た
い
と
思
う
こ
と

っ
て
、

こ
の
事
態
に
は
安
ふ
で
と
い

て
ら
れ
た
。
願
望
が
な
い
こ
と
辻
、

い
心
の
状
態
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ

い
心
の
状
態
は
、
ギ
リ
シ
ア
語
で
お

E
E
が
当
て
ら
れ
て
い
る
。

る
心
の
状
態
と
同
時
に
成
立
す
る
こ
と
の

う
に
綾
議
と
同
時
に

ん
で
の

の
額
深
は
重
要

し
、
今
後
の

の

に
と
っ
て

で
あ
る
故
、

の

し
て
お
き
た
い
。

沈
大
文
学
部
知
山
加
古
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を
否
定
し
得
て
も
、
そ
の
逆
は
言
え
な
い
と
い
も

し
な
い
仕
方
で
の
本
性
」
(
手
守
門
含
き ろ
う
Q

れ
る
。

ハ
願
望
)
に
よ
っ
て
宮
町
内
W
C
E
P

さ
ら
に
も
乏
な
旬
、
突

を
否
定
す
る
よ
う
な
さ
ら
な

同
》

3
H・

h
w
G
∞
同
)
]
{
)

す
な
わ
ち
「
養
な
る
も
の

し
智
一
い
て
、

の
へ
と
向
お

こ
と
伽
凡
w
m
m
M
向内制、飲
vu
門
災
、
こ
の
こ
ム
〕

の

に
な
い
」
こ

る
以
上
、

T和
;
-
h
Q
R
礼
町
:
・
窓
会
向
h
y
kピ門誌

の
不
可
能
性
と
等
根
源
的
な
の
は
、

、

ha町
内
N

(
〉
九
同
時
に
・
諮
り

の
不
可
能
性
な
の
で
あ
っ
て
、

h
h
s
bで

の
そ
れ
で

い
で
あ
ろ
う
。

の
こ
と
か
ら
、
安
へ
?
と
窓
会
主
、
の

に
加
え
て
、
匙

b
g・
、
と
?
と
さ
も
さ
の

て
く
る
よ
う

る。

わ
れ
わ
れ
と
し
て
は
、
故
意
性
が
桜
め
て
綴
望
に
近
似
し

っ
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
こ
の

の
が
、

さ
な
い
と
い

で
人
間
性
と
の

る
場
面
会
も
つ
こ
と
、
こ
れ
ら
…

と
こ
ろ

に
反
し
て
、
心
な
ら
ず
も
、
不
本
意
に
も
と
い
う
説
調
子
さ
で
は
、
そ
れ
が
意
識
的

31 -

で
あ
る
。
従
っ
て
望
み
得
な
い
こ
と
マ
あ
り
な
が
ら
部
放

〈
お
)

機
制
燃
が
プ
ラ
ト
ン
に
よ
っ
て
説
明
さ
れ
る
。

の
関
係
で
の
み

の
こ
と
が

の
か
、
そ
の

4lII: 

く
さ
れ〈の
る怒恥占

R切っ
去は
、々、

さひ
ミh e 
品、は
状
認

よ
イコ

て
。e
Rノ

に
隣
り
怒
っ
た
事
伶
に
よ
っ
て
)
そ
う
す
る
こ

(お〉

今
一
つ
は
、
知
ら
な
い
ま
ま
に
川
内
部
向
山
合
い
の
何
か
を
し
て
し

q
E』支出
b

。、円仲
H
-
M

-
余
犠

で
あ
る
G

偽
る

と
か
何
ら
か
の

ぉ
L~i~a
叶
刊
誌
問
、
円
九
W
M
、
対
m
v
h
H
r
H

叫吋こ

時
的
な
忘
我
に
ょ

に
よ
る
望
み
得
な
い
こ
と
の
生
起
が
考
え
ら
れ
て
い
る
で
あ
ろ
う
a

に
無
知
で
あ
っ
て
行
為
す
る
の
で
は
な
く
、
不
正
な
こ
と
を
す
る

〈泌〉

て
い
る
か
ら
、

と
か

の
機
制
は
、

憤
怒
等
に
よ
っ
て

で

よ
り
安
定
的
な
意
味
で
の
無
知
の

或
る
行
為
が
不
本
意
で
あ
る
、
心

る
も
の
で
あ
る
と

る
と
き
に
は
、

い
出
来
事

に
あ
る
本
意
の

北
火
災
学
部
紀
要



行
為
の
始
ま
り
(
ア
ル
ケ

l
)

に
つ
い
て

を
告
知
す
る
働
き
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

そ
し
て
何
故
か
こ
の
本
意
は
、

相
手
に
対
す
る
善
意
の
故
に
や
忌
&
E
宮
内
:
・
号
炉
内
乱
ヒ

与
問
。
ミ
ロ
(
原
文
で
は
、

ア
イ
ア

l
ス
に
対
す
る
善
意
の
故
に
)
と
独
白
さ
れ
る
。

能
力
論
の
構
図
に
基
づ
く
な
ら
、
あ
る
特
定
の
知
の
領
域
に
お
け
る
最
高
の
知
者
(
最
も
能
力
あ
る
も
の
)
は
、
真
と
偽
を
知
識
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
、
能
力
が
、
望
む
な
ら
為
し
得
る
こ
と
と
し
て
定
義
さ
れ
て
い
る
以
上
、
偽
が
望
ま
れ
さ
え
す
れ
ば
、
そ
れ
は

直
ち
に
、
否
、

正
確
に
透
明
に
実
行
可
能
な
も
の
と
な
る
。
誠
に
力
(
訟
で
Q

乍
同
町
内
)
は
、
願
望
さ
れ
た
も
の
を
現
実
化
す
る
。
従
っ
て
、
実

現
さ
れ
た
も
の
の
側
か
ら
見
れ
ば
、
そ
れ
が
真
偽
(
善
悪
で
は
な
い
)
と
い
う
矛
盾
対
立
す
る
概
念
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
は
望
ま
れ
た
、

意
図
さ
れ
た
、
故
意
に
よ
る
も
の
で
あ
る
が
故
に
、
有
能
で
優
れ
て
い
る
ひ
と
の
為
し
た
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
訳
で
あ
る
。

領
域
が
決
ま
る
の
に
応
じ
て
、

そ
こ
で
有
能
で
あ
る
こ
と
の
意
味
が
決
ま
り
、

優
れ
た
(
恥
『
ぬ
ま
の
)
X
術
家
、
劣
っ
た
(
さ
豆
町
)
X
術
家

- 32 

し
か
し
、
こ
の
場
合
の
能
力
と
知
識
は
、

一
定
の
限
定
さ
れ
た
対
象
や
領
域
に
お
い
て
成
立
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
対
象
や

が
決
ま
っ
て
ゆ
く
。
そ
し
て
こ
の
場
合
の
九
三
ま
円
と

E
E円
の
走
る
領
域
は
、
正
確
に
限
定
さ
れ
た
術
や
知
や
技
量
や
業
な
の
で
あ
っ

て
、
そ
れ
を
行
使
す
る
人
間
な
の
で
は
決
し
て
な
い
。
す
な
わ
ち
、
人
間
術
や
人
間
業
が
写
像
す
る
善
し
(
九
三
ま
円
)
悪
し
(
喜
志
内
)
の

話
で
は
な
い
の
だ
。

そ
れ
は
例
え
ば
、
競
走
守
主
S
と
い
う
場
、
限
定
を
与
え
れ
ば
、
そ
こ
に
成
立
す
る
善
し
悪
し
は
、
善
く
走
る
&
虫
色
ヒ
と
悪
し
く

走
る

g
h
b
内
訳

S
こ
と
、
す
な
わ
ち
速
く
足
立
去
と
の
ろ
く
苦
包
宮
内
と
い
う
副
詞
を
写
像
す
る
訳
で
あ
る
。
こ
れ
を
能
力
論
の
構

図
で
言
え
ば
、
競
争
で
通
常
望
ま
れ
る
こ
と
は
、
勝
つ
こ
と
で
あ
ろ
う
。
能
力
あ
る
も
の
(
走
る
こ
と
に
お
い
て
有
能
な
も
の
)
は
、
も

し
勝
ち
を
望
め
ば
勝
て
る
の
で
あ
り
、
負
け
を
望
め
ば
負
け
ら
れ
る
の
だ
。
こ
こ
で
善
し
悪
し
と
い
う
よ
う
な
、
と
も
す
れ
ば
評
価
的
、

も
っ
と
言
え
ば
倫
理
的
な
意
味
に
と
ら
れ
か
ね
な
い
形
容
詞
が
登
場
す
る
の
は
、
場
の
限
定
の
仕
方
が
競
争
だ
か
ら
で
、
そ
こ
で
は
真
偽



で
な
く
勝
敗
が
問
題
に
な

て
い
る
か
ら
に
す
ぎ
な
い
。

こ
の
こ
と
は
例
え
ば

め
る
こ
と
」

に
お
け
る
哀
詩
は
、

る
の
が
真
で
、
ど
ん
ど
ん
な
く
な
っ
て
ゆ
く
の
が
偽

で
あ
る
。
ふ
泌
を
貯
め
る
こ
と
に
v

有
能
な
ひ
と
は
、
金
が
貯
ま
る
こ
と
を
望
め
ば
、

る
し
、
減
る
こ

め
ば
直
ち
に
な
く
な

っ
て
ゆ
く
、
だ
け
の

で
あ
る
。

し
か
し

般

は
競
わ
れ
る
性
殺
の
も
の
で
あ
る
か
ら
、

〈

制

品

)

に
し
て
意
図
的
な
非
力

山口
noHHM}umZMM2)

は
、
よ
り
カ
の
あ
る
も
の
の
、

し
て
い
る
こ
と

る
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
て
、
能
力
論
の
構
留
で
、
意
陸
的
非
力
の
譲
位

性
を
ど

ま
で
諮
肉り
体認得
叶}る
C' (J) 
q マて、
8) :-
なめ

ぬる
う
会￥

プ
ラ
ト
ン
は
、

品
、
五
ピ
告
で

i
h
v
さ
さ

5
Z
と
進
み
、
わ
れ
わ
れ
の
使
設
と
い

〈
お
)

叶あて

b
c
E
5
を
N
A
内
へ
と
話
会
…
進
め
て
い
る
。
奴
離
の
魂
の
善
し
燃

に
応
じ
て
、
持
で
あ
れ
そ
れ
を
為
し
得
る
か
一
合
か
に
よ
っ
て
決
ま
る
筈
で
あ
っ
て
、
も
し
主
人
が
意
思
的
非
力
を
求
め
れ
ば
、
議

の

今
川
h

わ
り
に

の

自
由
人
の

- 33-

が
有
能
な
奴
隷
の
魂
で
あ
る
間
以
り
、
そ
れ
を
為
し
得
る
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
こ
う
し
て
『
ヒ
ッ
ピ
ア
ス
(
小
〉
』
の
ソ
ク
ラ
テ
ス

「設

術
と
知
識
の
領
域
に
あ
る
す
べ
て
の
も
の
に
関
し
て
バ
含
ミ
叶
会
主
込
込
司
ネ

N
R
2
3
3
w
込
ユ
ミ
ミ
守
主
自
ら
す
す
ん
で
患
い
こ
と

や
醜
い
こ
と
な
為
し
、
す
す
ん
で
過
つ
魂
は
、
中
身
色
気
込
(
部
門
戸
崎
町
ミ
民
法
込
町
民
為

F
3ふ
れ
え
魚
川
喜
和
高
蕊
兵
、
内
庁
内
Q
W

刷
会
、
辺
、
叶
h
V史

〈
お
)

い
〉
門
伸
、
言
内
ど
を
ビ
、
心
な
ら
、
ず
も
そ
う
す
る
魂
は
よ
り
劣
悪
な
の
で
は
な
い
か
」
と
と
ッ
ど
ア
ス
に
た
た
み
掛

よ
り
護
れ
て
お
り
ハ
よ

け
て
い
る
。

何
度
も
繰
り
返
す
こ
と
に
な
る
が
、
こ
の
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
一
材
料
い
方
が
能
力
論
の
檎
留
の
中
で
妥
当
な
主
張
で
あ
る
た
め
に
は
、
慈
雲
町
応

と
醜
と
兵
、
弘
、
す
な
わ
ら
苦
手
町
主
ご
支
払
ピ
と
に
関
す
る
技
術
な
い
し
知
識
、
が
、
か
っ
、
芸
学
問

h
t
t
qミ
?
に

花
火
文
学
却
山
紀
勢



行
為
の
始
ま
り
(
ア
ル
ケ

l
)
に
つ
い
て

関
す
る
技
術
な
い
し
知
識
が
、
成
立
し
、
か
か
る
技
術
や
知
識
が
指
定
し
限
定
し
写
像
す
る
、
誰
も
が
理
解
し
得
る
明
確
な
そ
こ
で
の
実

現
形
態
、
実
行
形
態
と
し
て
の
為
す
こ
と
が
あ
る
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
そ
の
と
き
、
そ
の
技
術
な
い
し
知
識
を
所
有
す
る

ひ
と
は
善
と
悪
の
術
の
点
で
優
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
美
と
醜
の
知
識
の
点
で
優
れ
て
い
る
(
毛
主
身
、
比
較
級
で

h
F
E
R
t
s
ヒ
)
に
過
ぎ

ず
、
端
的
に
こ
の
ひ
と
が
優
れ
て
い
る
(
善
い
)
の
で
は
な
い
。
端
的
に
こ
の
ひ
と
が
優
れ
て
い
る
(
善
い
)
と
言
わ
れ
得
る
た
め
に

は
、
端
的
に
こ
の
ひ
と
に
成
立
す
る
術
な
い
し
知
識
が
存
在
し
て
、
そ
こ
で
の
積
極
的
な
も
の
と
消
極
的
な
も
の
が
、
こ
の
ひ
と
の
術
が

写
像
す
る
明
確
な
誰
も
が
理
解
で
き
る
規
定
に
基
い
て
知
識
と
化
し
、

こ
の
積
極
的
な
も
の
(
差
当
っ
て
こ
れ
を
形
容
す
る
言
葉
が
自
明

的
に
あ
る
の
だ
ろ
う
か
)
が
望
ま
れ
願
望
さ
れ
る
や
自
ら
す
す
ん
で
行
為
さ
れ
、
加
え
て
消
極
的
な
も
の
さ
え
も
、
も
し
望
ま
れ
願
望
さ

れ
る
な
ら
、
自
ら
す
す
ん
で
行
為
さ
れ
る
と
き
、
こ
の
ひ
と
を
、
端
的
に
諸
国
き
ひ
と
と
呼
ぶ
こ
と
、
が
許
さ
れ
る
。

し
か
し
こ
の
場
合
の
「
善
い
」
と
い
う
形
容
詞
も
、
あ
る
領
域
に
成
立
す
る
術
な
い
し
知
識
に
お
け
る
二
項
対
立
を
そ
の
都
度
走
っ
て

い
る
変
数
で
し
か
な
く
、
そ
の
内
実
は
、
偏
に
そ
こ
に
成
立
し
て
い
る
知
識
が
教
え
、
規
定
し
、
指
示
し
、
命
じ
、
写
像
し
て
い
る
そ
の

- 34ー

こ
と
を
代
表
し
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
の
だ
。

だ
か
ら
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
主
張
は
二
段
パ
ネ
の
議
論
を
し
て
い
る
と
見
倣
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
第
一
段
、
善
と
悪
の
術
な
い
し
知
が
成
立
し

得
る
こ
と
、
美
と
醜
の
術
な
い
し
知
が
成
立
し
得
る
こ
と
、
第
二
段
、
悪
が
望
ま
れ
、
醜
、
が
望
ま
れ
得
る
も
の
な
ら
、
す
す
ん
で
悪
や
醜

い
こ
と
を
為
し
得
る
の
は
、
や
は
り
能
力
あ
る
も
の
、
そ
の
領
域
で
の
有
能
な
も
の
で
あ
る
こ
と
。
何
故
な
ら
、
そ
の
領
域
に
お
け
る
無

能
な
も
の
は
、
あ
る
レ
ヴ
ェ
ル
を
超
え
る
や
、
善
と
悪
、
美
と
醜
を
知
ら
な
い
だ
ろ
う
か
ら
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
こ
の
第
二
段
の
議
論
を
無
み
す
る
よ
う
な
こ
と
が
無
造
作
に
ソ
ク
ラ
テ
ス
に
よ
っ
て
言
わ
れ
、

ヒ
ッ
ピ
ア
ス
に
よ
っ
て
同
意

さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

「
そ
れ
な
ら
ど
う
だ
ろ
う
、

わ
れ
わ
れ
自
身
の
魂
を
で
き
る
だ
け
善
い
魂
と
し
て
所
有
す
る
こ
と
を
わ
れ
わ
れ



は
望
む
の
で
は
な
い
か
」
と
ソ
ク
ラ
テ
ス
。
「
そ
の
通
対

ふ
い
と
ヅ
ゾ
一
ア
ス
。

こ
の
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
主

な
又
し
て
も
能
力

構
震
で
分
析
す
れ
ば
、

魂
を
で
き

い
魂
(
優
れ
た
魂
〉
と
し
て
ら
円

も
に
叶

h
q
3日目
、

肋
司
叶
す
も
さ
術
な
い
し
知
が
成
立
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

で

で
き
る
だ
け
よ
い

し
て
所
有
す
る
術
に

い
う
事
態

で
あ
る
か
。
こ

の
内
実
を
写
像
す
る
の
は
魂
を

に
有
能
な
も
の

め
ば
、
こ
の
知

が
正
確
に
決
め
て
ゆ
く
こ
と
だ
。
そ
し
て
こ
の
衡
な
い

し
、
こ
の
知
に
成
立
す
る
懇
役
仮
に
望
み
得
る
も
の
な
ら
、
そ
の
悪
を
為
し
得
る
の
で
な
け
れ
ば

3
-
、4

争

h
4
μ

に
お
け
る
普
と
懇
誌
何
か
と
い
う
こ
と

し
か

の
菟
る
と
こ
ろ
、

の

の
中
で
構
成
さ
れ

き
こ
れ
ら
の

に
つ
い
て
、
プ
ラ
ト
ン
は
本
対
話
篇
で
決
定
的
に
関
縫
な
語
り
方
は
し
て
い
な
い
よ
う
で

あ
る
。

し
か
し
、
す
ぐ
後

るの
わ.進
た.行
し.と
は合
、わ

そ必
の
矢口
の
故
こ
う
推
論
す
る
こ
と
は
で
き
る
か
も
し
れ
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し
と
自
祢
し
得
る
G

そ
の

し
は
、
競
哨

的
に
ふ
車
問
い
の
で
は
な
く
最
善
魂
所
有
術
に
お
い
て
優
れ
て
い
る
限
り
で
善
い
わ
た
し

し
に
関
し
て
成
り
立
つ
術
な
い
し

し
か
し
、
こ
の

し
が
、
端
的

し、

り
、
そし
は
端
的
に
善
い

な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
そ
し
て
わ
た
し
に
お
け
る
善
悪
を
知

と

こ
と
が
で
き
、

の
揺
を
も
、
も
し
仮

で
為
し

と。

「
か
の
も
の

し
さ
(
正
義
)

に
よ
っ
て
丸
山
R
Q
m
で
よ

E
N叶
ミ
で
な
り
不
正
に
よ
っ
て
門
立
公
戸
、

〈

間

持

)

る
お
司
ら
ど
な
叶
一
色
」

と
は

?
7
2
ト
ン
h

の
中
で
ソ
グ

日
プ
ス
が
言
う
こ

か
の
も
の

め
ば
、
プ
ラ
ト
ン
の
謀
本
的
な
魂
に
対
ず
る
考
え
方
が
窺
え

る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
魂
は
正
し
さ

正
し
い
行
為
と
読
み
得
る
だ
ろ
う
〉

に
よ
っ
て
よ
り
普
く

な
り
、

仲
品
中
人
文
学
部
紀
高
官



行
為
の
始
ま
り
(
ア
ル
ケ

1
)
に
つ
い
て

行
為
(
お
白
h
R
S
)

に
よ
っ
て
劣
悪
と
な
り
、
や
が
て
亡
び
る
も
の
な
の
で
は
な
い
か
。
す
る
と
、
先
の
最
善
魂
所
有
術
に
お
け
る
善
と
悪
と

は
、
正
し
い
行
為
と
不
正
な
行
為
に
対
応
す
る
と
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

以
上
の
こ
と
よ
り
、
「
自
ら
す
す
ん
で
不
正
を
為
す
伸

heb---
ぶ

bhhRghp
の
は
、
も
し
仮
に
こ
の
よ
う
な
ひ
と
が
い
る
と
し
て

(
鈎
)

向
刊
号
、
之
内
守
叶
足
。
ω
叶
お
善
き
ひ
と
か
門
仲
「
ぬ
ま
円
以
外
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
」
と
の
、
古
来
言
わ
れ
て
き
た
こ
の
対
話
篇
第
二
の
パ
ラ
ド
ク

ス
が
語
ら
れ
た
訳
で
あ
る
。
勿
論
、

こ
こ
で
善
き
ひ
と
と
は
、
最
善
魂
所
有
術
に
長
け
た
有
能
な
ひ
と
(
優
れ
た
ひ
と
)

の
謂
で
あ
ろ

ぅ
。
そ
し
て
も
う
一
度
能
力
論
の
構
図
で
こ
の
パ
ラ
ド
ク
ス

い
し
い
叫
が
成
立
す
る
こ
と
を
前
提
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
次
い
で
、
正
し
さ
と
不
正
を
そ
の
領
域
の
菩
と
悪
に
写
像
す
る
術
を
、
さ

(
と
見
え
る
説
)
を
分
析
す
る
な
ら
、
先
ず
正
し
さ
と
不
正
に
関
す
る
術
な

ら
に
、

で
き
る
だ
け
善
き
魂
を
所
有
す
る
術
、
最
善
魂
所
有
術
と
し
て
構
想
し
得
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
こ
の
点
で
有
能
で
あ
る
(
力
の

す
な
わ
ち
正
し
さ
(
正
し
い
行
為
)
を
望
む
と
き
に
は
、
自
ら
す
す
ん
で
(
伸
円
。
守
)
そ
う
為
L
得
、
も

不
正
な
こ
と
を
す
る
(
九
九
日
町
、
門
町
内
ヒ
)
の
で
あ
ろ
う
。

そ
こ
で
の
善
、
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あ
る
)
ひ
と
は
、

し
仮
に
そ
こ
で
の
悪
、
不
正
を
望
み
得
る
な
ら
、

し
か
し
こ
の
議
論
は
、

正
し
さ
と
不
正
に
関
す
る
知
が
成
立
す
る
と
い
う
仮
定
が
第
一
段
と
す
れ
ば
、
第
二
段
の
仮
定
と
し
て
、

お
よ

そ
人
聞
は
不
在
を
望
み
得
る
、
不
正
を
意
図
し
、
不
正
と
い
う
悪
を
自
ら
す
す
ん
で
(
意
志
し
て
)
為
し
得
る
も
の
だ
と
い
う
、
人
間
性

に
対
す
る
基
本
的
前
提
が
成
立
す
る
こ
と
を
認
め
た
上
で
の
立
論
で
あ
る
こ
と
が
了
解
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

換
言
す
れ
ば
、
術
叶
E
S
な
い
し
知
識

T
Sヰ
ミ
を
廻
つ
て
の
問
題
の
他
に
、
「
願
望
」
と
か
「
意
図
」
と
か
「
意
志
」
と
い
う
言
葉

で
日
本
語
に
代
置
し
て
来
た
古
色
守
主
Q
h
v

宮
守
と
い
う
ギ
リ
シ
ア
語
そ
の
も
の
の
用
法
や
、
指
し
示
す
事
態
が
問
わ
れ
て
い
る
の
だ
と

思
わ
れ
る
。



(
そ
の
2
)

『
ヒ
ッ
ピ
ア
ス

(
小
)
』
解
釈
と
そ
の
問
題
点

以
下
、
本
論
に
必
要
と
思
わ
れ
る
範
囲
内
で
、
解
釈
を
た
ど
り
、
問
題
点
を
確
認
し
、
本
論
の
主
題
「
行
為
の
始
ま
り
(
ア
ル
ケ

1
)
」

へ
と
移
り
た
い
。

ω「
2
4
に
従
え
ば
、

プ
ラ
ト
ン
倫
理
学
の
主
要
な
ト
ピ
ッ
ク
は
「
山
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
パ
ラ
ド
ク
ス
、
間
諾
徳
の
定
義
、

も
っ
と
特
定

す
る
と
、
諸
徳
と
、
プ
ラ
ト
ン
が
要
請
し
た
最
高
の
知
な
い
し
術
、
す
な
わ
ち
幸
福
と
の
関
係
、
諸
徳
と
政
治
術
な
い
し
王
の
術
、
す
な

わ
ち
善
の
イ
デ
ア
と
の
関
係
を
規
定
す
る
こ
と
、
間
快
楽
主
義
の
問
題
、
凶
そ
れ
に
関
連
し
て
、
徳
と
幸
福
と
が
切
り
離
し
得
な
い
こ
と

(
位
)

の
証
明
の
試
み
」

の
四
つ
に
ま
と
め
ら
れ
る
。

ソ
ク
ラ
テ
ス
の
パ
ラ
ド
ク
ス
と
言
え
ば
、
「
何
人
も
自
ら
す
す
ん
で
悪
を
為
さ
ぬ
(
悪
を
為
し
た
と
し
て
も
そ
れ
は
不
本
意
の
こ
と
だ
)
」
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と
い
う
テ
ー
ゼ
と
「
徳
は
知
だ
」
と
い
う
テ
ー
ゼ
で
知
ら
れ
る
。
前
者
に
つ
い
て

ω
r
o
H
q
は
コ
一
つ
の
理
由
を
述
べ
る
が
、
そ
の
う
ち
の

一
つ
は
『
テ
f

マ
イ
オ
ス
』

に
依
っ
て
い
る
か
ら
、
時
代
的
に
本
論
の
扱
っ
て
い
る
作
品
か
ら
離
れ
て
い
る
の
で
措
く
こ
と
と
し
て
、
他

の
二
つ
を
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
悪
行
、
が
不
本
意
で
あ
る
の
は
、
山
人
は
み
な
善
な
い
し
善
と
思
う
こ
と
を
意
志
す
る
(
項
目
巴
)
か
ら
だ
し
、
間
知
と
い
う
も
の
を
、
最

も
高
次
の
意
味
に

(
5
F叩
「
ぽ

Z
2
回
目
ロ
田
町
)
と
れ
ば
、
す
な
わ
ち
、
意
志
を
制
御
し
な
い
認
識
な
ど
に
は
一
切
知
と
い
う
名
辞
を
当
て

正
を
知
る
も
の
は
不
正
を
意
志
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。
」

る
こ
と
を
拒
否
す
れ
ば
、

と
こ
ろ
で
、

ω
Y
2
4
が
二
番
目
の
理
由
を
述
べ
る
根
拠
に
し
て
い
る
の
は
、

「
知
識

hvrsヰ
ミ

人
聞
を
支
配
す
る
こ
と
が
で
き
丸
S
除
去

S
叶
匙
九
三
も
ふ

g亡
、
も
し
ひ
と
が
善
い
こ
と
叶
九
三
、
応
と
悪
い
こ

『
。
フ
ロ
タ
ゴ
ラ
ス
』

の
中
で
の

は
美
し
い
も
の
で
あ
り
、

北
大
文
学
部
紀
要



行
為
の
始
ま
り
(
ア
ル
ケ

l
)
に
つ
い
て

と
叶
内
w
h
R
h
門
仲
を
知
っ
た
な
ら
日
ベ
官
ふ
q
h
お
何
か
ほ
か
の
も
の
に
力
負
け
し
て
毛
R
S
S
E
h
そ
の
結
果
、
知
識
が
命
ず
る

2
な
苫
以
外
の

(
時
)

知
恵
、
志
玉
史
的
は
人
聞
を
救
う
を
主
向
?
に
十
分
な
力
が
あ
る
の
だ

N
R
5
Y」

何
か
を
為
す
討
も
門
仲
叶
3
2・L

こ
と
な
ど
け
っ
し
て
な
く
、

と
い
う
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
言
葉
で
あ
る
。

お
よ
そ
人
聞
は
善
を
意
志
す
る
と
言
っ
て
も
、
同
語
反
復
の
域
を
出
な
い
だ
ろ
う
。

だ
か
ら
、
問
題
は

ω
r
c
H
a
の
挙
げ
る
第
二
の
理
由
を
ど
う
読
む
か
で
あ
ろ
う
。
換
言
す
れ
ば
、
知
識

?
Sヰ
ミ
が
命
ず
る
と
い
う
構

悪
行
は
不
本
意
で
あ
る
こ
と
の
理
由
に
、
先
ず
、

造
が
問
わ
れ
る
訳
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
普
を
意
志
す
る
人
間
の
本
性
と
い
う
言
い
方
が
、
善
と
悪
の
知
識
を
欠
い
て
は
無
内
容
で
あ
る

の
と
同
様
、
議
口
と
悪
の
知
識
が
善
を
命
ず
る
と
言
っ
て
も
、
命
法
の
構
造
が
分
析
さ
れ
な
け
れ
ば
、
わ
れ
わ
れ
は
知
識
と
言
え
ど
も
志
向

性
を
欠
い
て
い
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

知
識
だ
け
が
わ
れ
わ
れ
を
命
じ
る
有
り
方
、

し
か
も
命
じ
る
と
こ
ろ
を
為
す
こ
と
一
般
が
徳
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
何
故
に
知
識
は
善
を

- 38ー

命
じ
る
の
か
。

ω}H24
の
記
述
か
ら
そ
の
答
を
見
い
だ
す
の
は
難
し
い
け
れ
ど
も
、
恐
ら
く
「
行
為
の
最
高
の
規
則
は
、

究
極
的
善

(ロ

E
B丘
町
∞
0
0
仏
)
の
合
理
的
理
解
(
回
目
同

Fog-3-uzrg回目
0
ロ
)
か
ら
導
出
(
演
梓

)
(
P
E
n
E
)
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
そ

れ
に
引
照
(
岡
町
内

2
5門戸
H
O
)

さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
」
こ
と
を
指
摘
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。

つ
ま
り

ω
Y
2
4
は、

知
識
が
差
?
を
命
ず
る
の

究
極
的
に
は
善
の
合
理
性
の
故
で
あ
る
と
解
釈
し
た
と
思
わ
れ
る
。

句
。
印

Z-己
主
出
口
官

2
5
由巳

2
2
C
H
員
同
)
す
な
わ
ち
幸
福

(
E
3山口由回目)」

』土

さ
ら
に

「
プ
ラ
ト
ン
が
要
請
し
た
最
高
の
知
な
い
し
術
」
(
白

は
究
極
的
に
は
、
善
く
為
す
こ
と
を
支
え
る
合
理
的
な
心
的

機
制
そ
の
も
の
の
状
態
記
述
だ
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
知
識
が
菩
の
合
理
性
、
悪
の
不
合
理
性
を
認
識
す
る
と
し
て
も
、
「
い
ざ
人
間
を
実
際
に
支
配
す
る
保
亘

5
の
は
、
し
ば

し
ば
知
識
叶
マ

T
Sヰ
ミ
ヒ
で
な
く
て
他
の
何
か
、
例
え
ば
あ
る
場
合
に
は
激
情
き
玄
ヒ
が
、
又
あ
る
場
合
に
は
快
楽
芯
。
ヰ
ヒ
、
が
、
又



あ
る
場
合
に
は
苦
痛
な
ユ
ピ
が
、
と
き
に
は
恋
の
情
熱
守

E
Z
が、

(
岨
)

又
し
ば
し
ば
恐
怖
志
E
S
が
人
間
を
支
配
し
て
い
る
」

の
だ
と
考

え
る
こ
と
も
で
き
る
。
実
際
わ
れ
わ
れ
の
常
識
は
む
し
ろ
こ
の
よ
う
な
見
方
に
近
似
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
し
、
事
実
プ
ラ
ト
ン
が
意
図

し
た
の
は
、
こ
の
よ
う
な
常
識
論
を
超
え
た
知
識
論
で
あ
っ
た
ろ
う
。

知
識
が
い
か
程
分
明
に
善
の
合
理
性
、
悪
の
不
合
理
性
を
教
え
る
と
し
て
も
、

一
般
に
知
(
特
に
技
術
の
知
に
お
い
て
)

は
肯
定
と
否

定
と
い
う
知
の
力
に
よ
っ
て
真
と
偽
を
、
又
あ
る
領
域
に
お
け
る
善
と
悪
を
教
え
る
の
み
で
あ
っ
て
、
真
の
追
求
、
偽
の
忌
避
を
安
定
的

に
実
践
さ
せ
る
力
は
、
真
を
望
み
善
の
合
理
性
を
願
望
し
て
い
る
意
志
の
力
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
だ
か
ら
技
術
を
モ
デ
ル

と
す
る
よ
う
な
知
識
は
、
真
偽
を
示
し
て
も
、
実
践
へ
と
わ
れ
わ
れ
を
導
く
力
を
欠
い
て
い
る
。

従
っ
て
徳
を
術
(
叶
臥

HS)
な
い
し
知
識
(
伽
ヨ
ミ
品
交
司
)
に
類
比
(
田
口
回
目
om乏
し
て
語
る
限
り
に
お
い
て
「
プ
ラ
ト
ン
の
描
く
ソ
ク
ラ
テ
ス

(
己
戸
由
主
主
。
口
町

ωCロ
E
同
町
田
)
は
、
主
要
な
倫
理
的
要
素
(
岳
町
ロ

E
丘

Z
E
E
-
F
E
C
H
)、
徳
と
し
て
の
意
志
(
間
三
江
口

0
5
当
日
)
を
無
視
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し
て
、
正
義
を
知
る
ひ
と
が
正
し
い
と
論
じ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
こ
の
よ
う
な
誤
り
は
、
プ
ラ
ト
ン
に
と
っ
て
は
単
に
よ

り
十
全
な
分
析
へ
の
出
発
点
で
し
か
な
い
。
知
は
す
べ
て
善
く
称
賛
に
値
す
る
、
し
か
し
徳
と
同
じ
も
の
と
考
え
ら
れ
る
最
高
の
知
(
同
町
町

(
岨
)

田
口
宵
巾
g
m
rロ0
4
4
F
門
町
内
)
は
、
技
術
と
(
科
学
的
)
知
識
の
専
門
知
と
は
、
明
ら
か
に
、
何
か
異
な
る
も
の
な
の
で
あ
る
」
。

従
っ
て

ω
r
2
4
に
従
う
と
『
ヒ
ッ
ピ
ア
ス

(小)』

の
も
つ
思
想
的
位
置
も
比
較
的
鮮
明
で
あ
る
。
「
『
ヒ
ッ
ピ
ア
ス

(
小
)
』
は
、
徳

の
術
な
い
し
術
と
し
て
の
知
へ
の
類
比
の
誤
り
を
、
最
も
逆
説
的
な
か
た
ち
で
(
自
ら
す
す
ん
で
嘘
を
つ
く
も
の
は
心
な
ら
ず
も
そ
う
す

る
も
の
よ
り
よ
り
優
れ
て
い
る
)
提
出
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
あ
か
ら
さ
ま
の
イ
ロ
ニ
ー
か
ら
し
て
、
す
で
に
ソ
ク
ラ
テ
ス
的
対

話
篇
の
時
期
に
、
プ
ラ
ト
ン
が
テ
ク
ネ
l

・
ア
ナ
ロ
ジ
ー
を
真
面
目
に
は
解
し
て
な
く
、
単
に
劇
的
な
い
し
基
礎
練
習
(
官
。
匂
阻
止

2片
山
口
)

(
叩
)

の
目
的
で
使
用
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
」
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

北
大
文
学
部
紀
要



行
為
の
始
ま
り
(
ア
ル
ケ

l
)
に
つ
い
て

以
上
を
要
約
す
れ
ば
、

ω
-
H
2
4
の
解
釈
は
以
下
の
如
く
な
る
で
あ
ろ
う
。

一
般
に
技
術
や
、

技
術
を
形
成
し
て
い
る
知
識
は
、

倫
理

的
実
践
の
場
面
で
は
十
分
で
な
く
、
徳
と
し
て
の
意
志
の
力
を
欠
い
て
い
る
。

し
か
る
に
プ
ラ
ト
ン
の
要
請
す
る
知
識
(
な
い
し
知
恵
)

は
、
知
識
に
対
す
る
考
え
方
そ
の
も
の
を
変
え
る
も
の
で
あ
っ
て
、

こ
の
よ
う
な
意
志
の
力
(
願
望
の
持
続
態
と
考
え
ら
れ
よ
う
)
と
い

う
一
種
の
徳
そ
の
も
の
を
も
内
含
す
る
の
で
あ
っ
て
、
知
識
が
本
来
示
す
善
の
究
極
的
合
理
性
の
認
識
は
、
こ
の
意
志
の
力
に
よ
っ
て
実

践
さ
れ
る
の
だ
。
そ
し
て
『
ヒ
ッ
ピ
ア
ス
(
小
)
』
は
、

正
に
知
の
モ
デ
ル
を
能
力
論
的
な
構
図
の
も
と
で
、
技
術
の
知
に
見
た
て
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
テ
ク
ネ
l

・
ア
ナ
ロ
ジ
ー
の
誤
り
を
、
逆
説
的
な
か
た
ち
で
わ
れ
わ
れ
に
示
し
た
の
だ
、
と
。

次
に
の

g
u
E
の
解
釈
を
見
ょ
う
。

- 40ー

「
本
対
話
篇
で
は
、
著
者
(
プ
ラ
ト
ン
)
に
は
問
題
の
複
雑
さ
が
ま
だ
気
づ
か
れ
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
思
想
を

絶
対
に
真
と
認
め
て
、
臆
す
る
こ
と
な
く
プ
ラ
ト
ン
は
、
ひ
と
は
決
し
て
自
ら
す
す
ん
で

(
g
Z
E回
目
見
回
目
ロ
同
)
悪
を
為
す
こ
と
は
な
い
こ

と
を
確
立
し
よ
う
と
望
ん
だ
。
け
れ
ど
も
魂
論
に
基
づ
く
直
接
的
な
証
明
に
訴
え
ず
に
、
言
う
と
こ
ろ
の
帰
謬
法
、
す
な
わ
ち
間
接
証
明

を
使
え
る
と
思
っ
た
の
だ
。
意
図
的
に
為
さ
れ
た
悪
(
]
巾

B
巳

g
B
B
U
R
-
m
g
B
g
c
と
い
う
表
象
を
認
め
る
と
、
論
理
的
に
ス
キ
ャ

ン
ダ
ラ
ス
な
結
論
に
達
す
る
こ
と
を
読
者
に
わ
か
ら
せ
る
の
が
好
ま
し
く
思
わ
れ
た
の
だ
。
L

「
こ
の
論
じ
方
は
、

当
時
プ
ラ
ト
ン
が
い
か
に
、
魂
論
者
で
な
く
、
弁
証
家
で
あ
っ
た
か
を
十
分
に
教
え
て
い
る
。
意
志

(
4
0
F
E
b
)

の
、
掘
り
下
げ
た
分
析
を
欠
い
て
い
る
の
で
、
プ
ラ
ト
ン
は
、
意
志
を
、
専
ら
知
性
(
識

)
(
5
Z臣
官
民
何
)
に
従
う
単
純
な
作
用
の
如
く

描
い
て
し
ま
っ
た
。
だ
か
ら
、
プ
ラ
ト
ン
は
、
非
常
に
し
ば
し
ば
人
聞
は
そ
う
す
る
と
悪
を
為
し
て
し
ま
う
と
知
り
な
が
ら
、
欲
望
や
ら

情
念
ゃ
ら
に
負
け
て
し
ま
う
と
い
う
日
常
経
験
を
無
視
し
て
し
ま
っ
た
の
だ
。
加
え
て
、
善
悪
の
感
情
は
人
生
の
諸
条
件
に
対
す
る
本
能



的
な
意
識
に
由
来
す
る
と
こ
ろ
の
、

一
部
直
観
的
な
も
の
だ
と
い
う
こ
と
も
見
な
か
っ
た
。
倫
理
を
、
益
の
計
算
に
帰
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
知
性
は
あ
る
高
さ
に
な
る
と
、
全
く
誤
り
を
犯
す
可
能
性
を
排
除
し
て
し
ま
う
と
認
め
ね
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。
こ
れ
に
反
す
る
考

え
は
、
プ
ラ
ト
ン
に
と
っ
て
は
、

不
条
理
に
思
え
た
。
そ
し
て
、

不
条
理
官
官
百
円
山
EW)
な
の
で
あ
る
。
」

ソ
ク
ラ
テ
ス
の
議
論
が
際
立
た
せ
よ
う
と
し
て
い
る
の
は
、
誠
に
こ
の

。55
Z
の
説
明
は
概
し
て
簡
単
す
ぎ
て
、

正
確
に
言
い
た
い
こ
と
が
伝
わ
っ
て
来
な
い
憾
み
が
あ
る
が
、

知
性
が
、

意
志
の
分
析
を

欠
く
た
め
に
、
非
常
に
単
純
平
板
に
な
り
、
欲
望
や
情
念
と
言
っ
た
知
性
に
対
立
す
る
要
素
に
よ
っ
て
、

日
常
わ
れ
わ
れ
の
経
験
す
る
と

こ
ろ
を
見
て
い
な
い
、
と
い
う
主
旨
の
よ
う
で
あ
る
。

し
か
し
、
意
志
の
分
析
を
欠
い
て
い
る
と
い
う
指
摘
は
巴
5
H
a
と
共
通
し
て

い
る
。さ

て
、
次
に
は
、

よ
り
詳
細
な
点
に
目
を
向
け
て
諸
家
の
解
釈
を
見
ょ
う
。

(
回
)

に
関
す
る
分
析
で
筆
者
の
目
を
引
い
た
の
は
出
。

2
σ
2
の
も
の
で
あ
る
。

- 41ー

最
近
の
『
ヒ
ッ
ピ
ア
ス
(
小
)
』

彼
に
依
る
と
、
プ
ラ
ト
ン
の
『
ヒ
ッ
ピ
ア
ス
(
小
)
』
に
お
け
る
主
要
な
意
図
の
一
つ
は
、

ヒ
ッ
ピ
ア
ス
と
い
う
博
覧
強
記
(
同

5
0己

4
2田
三
口
四
七

c
q自
己
主
の
ソ
ピ
ス
ト
の
も
つ
多
芸
も
、
過
ぎ
れ
ば
混
乱
に
資
す
る
だ
け
で
あ
る
こ
と
を
示
す
こ
と
で
あ
る
。
混
乱
は
一

つ
の
言
葉
に
幾
つ
か
の
語
義
を
負
わ
せ
る
が
、
そ
れ
ら
の
語
義
の
混
乱
が
実
は
意
図
さ
れ
た
混
乱
で
あ
る
、
と
言
う
の
で
あ
る
。

(
日
)

少
な
く
と
も
プ
ラ
ト
ン
は
ソ
ク
ラ
テ
ス
に
二
度
混
乱
を
装
わ
せ
て
い
る
(
ω
芯
ロ
l
F
目
。
∞
ー
の
)
。
先
、
ず
月
三
巴
弓

2
3
と
い
う
形
容
詞

を
廻
る
混
乱
で
あ
る
。

月
三
巴
毛
色
月
。
円
な
る
形
容
詞
は
「
た
く
さ
ん
旅
を
し
て
い
る
」

(
B
S
F
R
ミ巳
-E)
「
た
く
さ
ん
さ
ま
よ
い
歩
い
て

し、

る

(日戸口
r
E
d

司同
H
L
2
E
m
)
こ
と
を
表
わ
す
言
葉
で
あ
る
。

し
か
し
き
立
も

2
3
な
る
形
容
詞
は
、

ギ
リ
シ
ア
文
学
で
は

「
悪
だ
く

北
大
文
学
部
紀
要



行
為
の
始
ま
り
(
ア
ル
ケ
l
)
に
つ
い
て

み
に
長
け
た
」
(
口
阻
止
也
、

「
策
略
に
富
ん
だ
」
(
田
町
H

止
也
、
「
小
利
口
な
」
(
丘
町
42)
の
意
味
で
も
登
場
す
る
の
で
意
味
は
多
義
的
で
あ
る
。

し
か
し
、
最
初
の
混
乱
は
、
一
気
に
、

g
立
毛
2
2
"な
亡
主
的
な
る
同
義
性
、
が
ヒ
ッ
ピ
ア
ス
に
よ
っ
て
言
わ
れ
る
時
に
生
じ
る
。

(
貯
)

す
亡
山
町
内
す
も
も
弘
ヒ
走
。
ヘ
も
g
b
h
町内
H
2
4
8
h
と
混
乱
し
た
同
義
性
の
輪
、
が
ひ
ろ
が
っ
て
ゆ
く
。

さ
ら
に

こ
の
方
向
で
の
行
き
着
く
先
は
、
真
実
の
ひ
と

と
、
嘘
つ
き
は
同
じ
一
人
の
ひ
と
で
あ
る
と
い
う
第
一
の
パ
ラ
ド
ク
ス
で
あ
る
。

(
時
)

さ
て
次
な
る
混
乱

(g巳
5
5ロ
)
は
、
仲
h《
ふ
ゼ

H

川内恥河内百三山山町、円附
h
e
u酌
司
か
利
払

5
宮内

(ω
弓
]
凶
ψω
戸
H
W
)

な
る
同
義
性
で
あ
る
。

さ
ら
に
は
、
仏
マ
ミ
と

r
s
L
E
h
の
聞
に
混
乱
を
指
摘
で
き
る
と
言
う
。
?
円
q
叶
司
市
内
門
誌
は
算
術
、
幾
何
学
、
天
文
学
な
ど
を
指
す
の

に
対
し
て
叶

E
E内
の
方
は
、
技
術

(2色
付
印
)
を
指
す
。

(
四
)

ア
ス
は
そ
れ
を
無
視
し
て
し
ま
う
。

ソ
ク
ラ
テ
ス
は
、

こ
の
区
別
を
二
度
し
て
い
る

(ω
毘
∞
H

N

)

の
に
、

ヒ
ッ
。
ヒ

さ
ら
に
次
の
点
は
出

S
Hゲ
白
の
推
測
と
言
う
の
が
よ
り
公
平
だ
と
思
わ
れ
る
が
、
お
な
向
m
t
S
ピ
と
九
凶
向
』
叶
宮
ピ
を
あ
た
か
も
意
味
上
の
区

別
が
な
い
か
の
よ
う
に
ヒ
ッ
ピ
ア
ス
は
使
用
し
て
い
る
け
れ
ど
も
、
実
は
、
ち
ょ
う
ど
『
カ
ル
ミ
デ
ス
』
に
お
け
る

2
2
?
と
弓
応
叶

as

(
印
)

の
区
別
に
対
応
す
る
区
別
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
言
う
の
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
恥
豆
町
ヒ
ヘ
ミ
は
、
時
に
は
倫
理
的
な
善
美
の
こ
と
を
意
味
し
得
る
と
し
て
も
、
む
し
ろ
仏

NEH
に
お
け
る
優
秀
性
を
意
味
す

(
日
)

る
に
対
し
て
、
も
に
叶
宮
ヒ
は
む
し
ろ
倫
理
的
な
意
味
が
強
い
の
で
は
な
い
か
と
想
定
す
る
訳
で
あ
る
。

- 42-

以
上
の
通
り
、

一
方
に
倫
理
を
、
他
方
に
科
学
的
な
術
(
由
巳

g
t
r
z
F巳
宮
町
)
な
い
し
肉
体
的
な
技
量
(
ち

3
H
Sご
ugJ司
2
印
)
を

(
位
)

今
一
つ
の
本
対
話
篇
の
手
法
で
あ
る
と
さ
れ
る
。

か
か
る
こ
項
対
照
を
出
0
2ゲ
2
は
次
の
よ
う

配
す
る
二
重
語
法
(
号
戸
E
2
)
が、

に
説
明
す
る
。
「
科
学
的
な
技
術
の
領
域
に
お
い
て
は
、
『
優
秀
性
』
丸
、
3
4
は
、
全
部
で
な
い
に
し
ろ
、
第
一
次
的
に
は
、
心
的
か
っ
肉

会
v
h

立
は
知
性
の
訓
練
だ
け
で
な
く
意
志
的
選

体
的
な
自
然
的
能
力
に
依
存
し
て
い
る
の
は
真
実
で
あ
る
。

し
か
し
倫
理
の
領
域
で
は
、



択

(4c-ロロ

g
q
口
r
o山
口
白
)
を
も
含
ん
で
い
る
。
科
学
と
物
に
か
か
わ
る
営
み

e
r
u邑
2-
℃

R
E
Z
)
に
お
い
て
は
、
自
然
的
能
力
と
意

志
的
選
択
は
分
離
し
て
も
よ
い
だ
ろ
う
が
、
倫
理
の
場
面
で
は
、
『
ヒ
ッ
ピ
ア
ス
(
小
)
』
の
ひ
と
を
当
惑
さ
せ
る
命
題
か
ら
の
が
れ
た
け

(

町

田

)

れ
ば
、
こ
れ
ら
両
者
(
自
然
的
能
力
と
意
志
的
選
択
)
は
、
不
可
欠
(
巾

g
m
E
E
)
で
あ
る
。
」

出
0
2
σ
2
も、

ω「
2
4
w
h
5
2
2
同
様
、
『
ヒ
ッ
ピ
ア
ス
(
小
ど
に
は
、
少
な
く
と
も
意
志
に
対
す
る
十
分
な
配
慮
が
な
い
と
指
摘

す
る
点
で
は
一
致
し
て
い
る
の
は
興
味
深
い
。

(
併
)

二
項
対
照
は
以
下
の
通
り
の
語
法
の
区
別
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
る
。
山

P
5
2
h
と

2
2
h、
間

2
5亡、
1
R
と
も
も
hsqh句
、
間
忠

?
町
、
。
乙
す
と
や
忌
包
5
2司
、
凶
叶
臥

HZh
と

T
ミ
ユ
ミ
号
、
同
門
伸
、
向

?
5
と
晋
』
叶
h
E
ピ。

こ
の
一
見
明
瞭
な
交
通
整
理
は
、
読
者
に
多
大
の
糸
口
を
与
え
る
の
は
確
か
だ
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
で
は
知
識
と
意
志
と
が
倫
理

の
場
面
で
ど
の
よ
う
に
関
係
し
、
そ
れ
ら
の
果
す
権
能
は
如
何
と
な
る
と
、
そ
の
点
で
の
論
述
、
が
な
い
の
が
不
満
と
し
て
残
る
。
た
ろ
う
。

ーのー

出
2
F
2
に
よ
る
二
項
対
照
の
整
理
は
極
め
て
明
瞭
な
基
本
前
提
か
ら
出
発
し
て
い
る
。

係
し
て
い
る
か
を
示
す
た
め
に
」
冨
巳
「
何
百
の
論
文
は
書
か
れ
た
。

し
か
し
二
一
項
が
「
お
互
い
に
ど
の
よ
う
に
関

冨
己
目
凶
巾
同
ロ
に
依
る
と
き
主
弓

2
2
は
「
こ
の
言
葉
に
よ
っ
て
示
さ
れ
る
も
の
を
も
つ
ひ
と
が
、
ど
ん
な
振
舞
い
に
出
る
か
予
測
で
き

(
師
)

な
い
よ
う
な
コ
ト
パ
」
で
あ
る
。
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
提
案
に
な
る
も
さ
ま
勾

u
p
E叶
弘
司
叶
同
月
。
丸
ヒ
と
、
そ
れ
に
加
え
て
の
ヒ
ッ
ピ
ア
ス
の
提

案
苦
己
主
的
u
b
E
5
3
r
叶
h
h
f
b
S
R
3
r
:
-
H叶
之
島

gw
庶民司門司叶
mwヒ
九
見
、
ふ
HS己
的
(
ω
自
己
∞
)
に
よ
っ
て
は
、
同
叶
。
な
号
言
。
円
は
説
明
さ

れやす、

2
Nも
も
言
。
円
で
あ
る
ひ
と
が
、
「
あ
る
区
別
の
で
き
る
仕
方
で
行
為
し
て
い
る
」
宮
内

gロ
(
古
江
主

E
B
B
-同

5
阻
止
回
目
5
2
Z白

(
m
w
)
 

町
田

m
E
oロ
)
と
は
示
し
て
い
な
か
っ
た
。
と
す
れ
ば
、
「
そ
れ
は
、
主

E
三
町
内
(
能
力
)
の
観
念
を
伝
え
た
の
で
あ
っ
て
、
叶
五
宮
内
(
性
格
)

北
大
文
学
部
紀
要



行
為
の
始
ま
り
(
ア
ル
ケ

l
)

に
つ
い
て

の
そ
れ
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
」
。

先
ず
こ
こ
に
宮
口

5
2ロ
の
基
本
戦
略
を
見
る
。
彼
は
、
生
ピ
足
、
右
目
同
町
円
日
と
号
弘
司
。

2
2
5
の
区
別
を
設
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
本

(
印
)

対
話
篇
を
努
閉
さ
せ
よ
う
と
す
る
。

さ
て
、
そ
も
そ
も
オ
デ
ュ
ッ
セ
ウ
ス
の
性
格
(
叶
志
き
内
)
が
話
題
に
さ
れ
て
い
た
(
例
え
ば
ご
事
を
心
に
秘
め
て
他
を
語
る
」
よ
う
な

性
格
)
の
に
、
き
な
弓

2
3
の
定
義
項
と
し
て
登
場
し
た
す
忌
す
が

EEhh円円
ι
2
5
に
よ
っ
て
説
明
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
は
、
言
わ

ば
号
泣
弓

2
3
に
も
な
口
忠
司
に
も
、
能
力
と
性
格
の
二
義
性
が
意
図
的
に
担
わ
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
暗
示
し
て
い
る
。

ruh己
主
丹
、
が
ち
も
弘
セ
ミ

R
2
2
h
へ
と
、
そ
し
て
と
も
色
彩
町
内
向

N
q
s
&
g
m
b
R
3
2
Z亡
t
Q
叶
。
加
す
弘
印
刷
邑
ミ

(
ω
g
ω
h
F
l叩
)
へ
と
同
義
性

(
叩
)

の
輪
を
広
げ
る
と
き
、
す
己
忠
司
は
弓
弘
月
三
形
容
詞
か
ら
ま
t
R
M
』
町
内
形
容
詞
へ
と
変
え
ら
れ
て
い
る
。
昌
己
目

MmE
は

2
ミ
ロ
と

R
E乍之内

が
こ
こ
で
並
置
さ
れ
た
こ
と
を
次
の
よ
う
に
解
釈
す
る
。
「
す
巳
す
が
き
玄
白
と
宣
言
及
町
内
に
よ
っ
て
定
義
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
注
目
さ

44ー

れ
る
。
:
;
:
(
中
略
)
:
:
:
こ
の
何
行
か
で
議
論
が
確
立
し
よ
う
と
意
図
し
て
い
る
パ
ラ
ド
ク
ス
が
信
じ
る
に
足
る
(
日
え
F
口

51)
〔よ

う
に
読
め
る
〕
と
い
う
こ
と
は
、
忠
言
及
町
内
概
念
と
司
、
雪
2
概
念
と
を
分
離
す
る
の
に
失
敗
し
て
い
る
こ
と
に
依
る
の
で
あ
る
。
」

第
一
の
パ
ラ
ド
ク
ス
は
、
す
己
主
的
の
ご
義
性
、
円
ピ
ミ
す
の
一
一
義
性
を
、
分
離
し
な
い
こ
と
に
由
来
す
る
逆
理
で
し
か
な
い
の
で
あ
る
。

で
は
第
二
の
パ
ラ
ド
ク
ス
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。

第
二
の
パ
ラ
ド
ク
ス
は

(η) 

「伸

hp
と
丸
三
ま
円
の
二
義
一
性
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
」
。

a
E宏
司
の
二
義
性
か
ら
始
め
よ
う
。
第
一
に
、
円
々
も
吟
は
「
倫
理
的
に
諮
問
い
」

(BOE--可
m
o
o
e
を
意
味
す
る
。

「
何
か
を
為
す
の
に
能
力
が
あ
る
」
(
向
。
。
門
H
2
8
5
2
Eロ
ぬ
)
を
エ
パ
ゴ

l
ゲ
ー
し
て
い
る
。

E
t
Q
乍
同
町
内
概
念
で
あ
っ
て
か
つ
倫
理
的
に
は
無
記
(
ロ

2
昨
日
目
)
で
あ
る
。

し
か
し
対
話
は
、

前
者
は
弓
宮
3
概
念
で
あ
り
、

後
者
は



ご
ふ
℃
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。

「t伸
hnevv(tgZERM¥u)
が
わ
れ
わ
れ
の
力
の
う
ち
に
あ
る
こ
と
(
も
の
)
を
表
示
す
る
と
き
、
そ
れ

通
常
(
ロ
2
5日
ロ
可
)
わ
れ
わ
れ
が
『
:
:
:
で
あ
れ
ば
よ
い
と
願
う
』
(
君
主
H
)

と
か

す
る
』
注
目
印
町
内
)
と
か
す
る
対
象
を
表
示
す
る
と
き
に
は
弓
舎
三
概
念
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
。
」

は

R
t民
主
的
概
念
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
。

『
願
望

従
っ
て
第
二
の
パ
ラ
ド
ク
ス

E
F
O田
向
者
ro
仏。

4
2
0
D
m
g
Fロ
z
q
司
巾
ゲ
2
g叶
ョ
は
次
の
二
通
り
に
変
形
さ
れ
る
。

(
同
)

、H
，r
o
z
d岳
O
『白
4
巾
山
片
山
口
同
「
巾
昨
日
)
。
者
向
円
件
。
仏
0
4
2
0ロ
的
問
H
o
r巾
3
2・

(N) 

叶『
0
2
4司
「
。
[
ロ
2
5田口
u
L
唱

u
r
。円仏凸回目

Z

Z
仏
0
4〈
円
。
ロ
的
白
岡
町
ゲ
2
g円・

(
符
)

山
に
お
け
る

Z
2
2
は
勿
論

E
m
g仏
三
由
O
B
2
r
z
k
v
の
比
較
級
、
凶
に
お
け
る
そ
れ
は

ESos--可
moo弓
の
比
較
級
で
あ
る
。

冨
己
「

2
ロ
の
戦
略
は
、
読
者
に
川
の
文
の
真
、
凶
の
文
の
偽
を
説
得
的
に
解
明
し
た
い
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
し
か
し
筆
者
は
必

ず
し
も
説
得
さ
れ
て
い
な
い
。
先
ず
、

E
[
ロ
。
司
自
由
ロ
ユ
項
目
印
}

H

O

円門田町田町向
3

が
一
体
ど
の
よ
う
な
事
態
で
あ
る
か
が
説
明
さ
れ
て
い
な
い
。

加
え
て

E
5
2田口可

mCC門Huv
「
倫
理
的
に
善
い
」
と
言
う
と
き
、
そ
の
こ
と
で
彼
が
何
を
考
え
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

ーのー

と
も
あ
れ
、
こ
の
対
話
篇
を
読
む
に
際
し
て
、
毛
主
3
2
8ロ
2
言

と

E
Eミ
マ

g口
口
町
主
の
別
を
念
頭
に
お
け
る
読
者
の
利
点
は
決
し

て
小
さ
く
な
い
で
あ
ろ
う
。

次
に
、
次
節
に
大
き
く
係
わ
る
解
釈
を
示
し
た

r
iロ
に
触
れ
る
こ
と
に
し
た
い
。
同
時
に
、
こ
の

HH者
古
の
解
釈
に
疑
義
を
提
出

す
る
学
者
の
い
る
こ
と
も
次
節
で
触
れ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
町
名
古
の
初
期
の
プ
ラ
ト
ン
の
倫
理
説
に
対
す
る
基
本
線
は
確
認
し
て
お

か
ね
ば
な
ら
ぬ
。

し
か
し
、
『
ヒ
ヅ
ピ
ア
ス
(
小
)
』
に
関
る
限
り
で
の
確
認
に
止
め
て
、
論
点
を
で
き
る
だ
け
簡
明
に
述
べ
た
い
と
思
う
。

先
ず
『
豆
ロ
は
、
プ
ラ
ト
ン
の
倫
理
説
を
論
ず
る
際
に
、
そ
の
主
要
問
題
を
次
の
三
一
点
で
表
現
す
る
。

北
大
文
学
部
紀
要



行
為
の
始
ま
り
(
ア
ル
ケ

l
)

に
つ
い
て

倫
理
性
(
道
徳
性
)
と
は
正
確
に
は
何
で
あ
る
か
。
成
る
ひ
と
は
徳
が
あ
る
と
語
る
こ
と
は
、
何
を
意
味
す
る
か
。
如
何
に
し
て

彼
は
徳
あ
る
ひ
と
に
な
り
得
る
か
。

1. 2. 

合
理
的
(
理
性
的
)
人
聞
に
と
っ
て
、
倫
理
性
は
如
何
に
し
て
有
意
味
言
。

zr当
E
F
)
で
あ
る
か
。
す
な
わ
ち
、
ど
の
よ
う
な

種
類
の
倫
理
性
が
、
理
性
的
人
聞
に
と
っ
て
有
意
味
で
あ
る
か
。

qo 

倫
理
性
に
つ
い
て
の
知
識
に
、

わ
れ
わ
れ
は
如
何
に
し
て
達
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
。

倫
理
学
に
お
け
る
正
し
い
方
法

(HZ

ロ
m
Z
E
E
-凶。仏

S
E
r
-口
凹
)
と
は
何
か
。

H
H
項
目
ロ
の
基
本
的
な
意
図
の
中
に
、
人
間
の
生
き
方
を
廻
つ
て
の
合
理
性
の
問
題
、
が
、

一
つ
の
大
き
な
主
題
と
し
て
あ
る
こ
と
を
わ
れ

わ
れ
は
知
る
。

ソ
ク
ラ
テ
ス
の
倫
理
説
は
、
少
な
く
と
も
初
期
の
プ
ラ
ト
ン
が
語
る
限
り
で
、
こ
の
合
理
性
の
問
題
と
関
係
、
が
あ
る
と
す

- 46ー

る
訳
で
あ
る
。

そ
し
て
、
こ
の
合
理
性
を
支
え
て
い
る
の
が
テ
ク
ネ
l

・
ア
ナ
ロ
ジ
ー
で
あ
る
。

し
か
し
、
テ
ク
ネ
l

・
ア
ナ
ロ
ジ
ー
を
使
つ
て
の
、

ア
ク
ラ
シ
ア
不
可
能
説
や
、
行
為
の
合
理
性
の
説
明
方
法
は
、
中
期
の
プ
ラ
ト
ン

に
は
疑
問
視
さ
れ
て
い
て
、
そ
の
欠
点
な
い
し
不
足
を
補
う
た
め
に
、
イ
デ
ア
論
と
想
起
の
説
が
登
場
し
た
の
だ
と
い
う
の
が
町
名
目
白
の

考
え
方
で
あ
る
。
従
っ
て
、
こ
こ
で
は
、
初
期
か
ら
中
期
の
批
判
を
受
け
る
前
ま
で
の
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
基
本
的
倫
理
説
と
し
て
説
か
れ
て

い
る
限
り
の

r
iロ
の
解
釈
で
あ
る
こ
と
を
断
っ
て
お
き
た
い
。
筆
者
は
、
プ
ラ
ト
ン
中
期
の
倫
理
説
に
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
批
判
が
あ
っ
た

か
な
か
っ
た
か
等
の
問
題
に
ま
で
今
回
立
ち
入
る
つ
も
り
は
な
い
。
『
ヒ
ッ
ピ
ア
ス
(
小
)
』
解
釈
に
関
る
限
り
で
、

H
H
項
目
口
説
を
参
照
す

る
の
で
あ
る
。

プ
ラ
ト
ン
初
期
の
対
話
篇
で
の
ソ
ク
ラ
テ
ス
は
、
徳
を
論
ず
る
の
に
術
の
類
比
を
使
用
す
る
。
こ
の
術
の
類
比
を
C
A
(
2阻止
B

自由】
O

B

(剖
)

(

M

m

)

ぬ
可
)
と
呼
ぼ
う
。
「
C
A
は
、
特
殊
化
(
専
門
化
)
さ
れ
た
技
術
の
性
格
を
先
ず
お
さ
え
て
、
徳
の
性
格
に
つ
い
て
結
論
を
ひ
き
だ
す
。
」



特
殊
領
域
の
技
術
者
は
、
そ
の
領
域
の
技
術
に
つ
い
て
説
明
(
刊
凶
立
自
己
芯
ロ
)
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
何
故
か
。

(
位
)

の
制
作
の
す
べ
て
の
段
階
、
が
、
制
作
品
に
ど
の
よ
う
に
寄
与
す
る
か
を
説
明
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
」

「
技
術
者
は
、
そ

し
か
し
問
題
な
の
は
、
技
術
者
が
作
品
を
作
ろ
う
と
す
る
願
望
を
も
つ
か
否
か
で
あ
り
、

し
か
も
、
そ
の
作
品
を
正
し
く
作
ろ
う
と
願

望
す
る
か
否
か
で
あ
る
。
『
ヒ
ッ
ピ
ア
ス
(
小
)
』
の
示
し
た
の
は
、
特
殊
領
域
の
知
識
(
技
術
)
を
も
っ
人
聞
は
、
作
ろ
う
と
願
望
す
れ

ば
、
正
し
い
作
品
(
善
い
作
品
)
を
作
る
こ
と
も
で
き
る
し
、
醜
い
作
品
を
作
る
こ
と
も
で
き
る
、
と
い
う
故
意
の
無
能
の
有
能
と
で
も

形
容
す
べ
き
逆
理
で
あ
っ
た
。

す
る
と
、
徳
を
一
種
の
技
術
(
叶
企
ミ
)
と
し
て
把
握
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

こ
の
術
の
作
品
で
あ
る
行
為
を
首
尾
よ
く
実
現
さ
せ
る
た

め
に
必
要
な
こ
と
は
何
か
。

悪
い
作
品
を
作
る
こ
と
を
原
理
的
に
望
ま
な
い
こ
と
、

否
、
も
っ
と
積
極
的
に
次
の
よ
う
に
言
う
べ
き
だ

「
も
し
A
が
、
ど
ん
な
行
為
が
最
善
で
あ
る
か
知
っ
て
い
れ
ば
、

A
は
そ
れ
を
為
す
こ
と
を
意
志
す
る
。

A
は
、
他
の
二
つ
の
選
択
肢
を

- 47-

ろ
う
。

却
下
す
る

(2-巾。巳)、

-
無
願
望
、

A
は

x
が

y
よ
り
、

よ
り
善
い
と
知
っ
て
い
る
の
に
、

FY
よ
り
は
む
し
ろ

x
を
為
そ
う
と
す
る
願

望
を
一
切
も
た
な
い
、

Z
無
抑
制

(
E
S
E
-ロ
2
2
)、
A
は

x
が

y
よ
り
、
よ
り
善
い
と
知
っ
て
い
て
一
定
の

x
を
為
そ
う
と
す
る
願
望

(
部
)

y
を
し
た
い
と
い
う
欲
求
を
も
っ
て
い
る
。
」

を
も
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
猶

(

X

よ
り
も
)

と
こ
ろ
で
、

A
は
実
際

x
を
為
し
た
が
、
そ
の
行
為
が
た
ま
た
ま
他
人
を
生
育
す
る
結
果
を
引
き
起
こ
す
か
も
し
れ
ぬ
。

そ
れ
は
予
期

せ
ぬ
事
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
し
、
無
知
に
よ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
最
小
限
度
保
証
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
事
は
、
意
図
の
中

に
、
善
を
志
向
す
る
行
為
の
線
上
に
決
し
て
よ
り
小
さ
い
善
が
現
わ
れ
て
は
な
ら
ぬ
こ
と
で
あ
る
(
よ
り
善
い

x
を
為
そ
う
と
す
る
意
志

に
反
す
る
)
。

北
大
文
学
部
紀
要



行
為
の
始
ま
り
(
ア
ル
ケ

l
)
に
つ
い
て

こ
の
論
点
を
補
足
す
る
の
が
、

r
d
iロ
の
言
う
、
『
リ
ュ
シ
ス
』
原
則
な
の
で
あ
る
。

わ
れ
わ
れ
は
『
リ
ュ
シ
ス
』
に
お
い
て
、
M

円H
U
乱
立
な
ピ
(
ロ
)
-
v
h
h
h
H

叶
色
、
む
き
(
ロ
i
H
)
な
る
漸
化
式
、
が
行
為
の
目
的
手
段
系
列
を
表
わ

す
も
の
と
し
て
ソ
ク
ラ
テ
ス
に
よ
っ
て
導
入
さ
れ
る
の
を
知
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
最
初
の
善
(
友
)
が
、
有
限
の
系
列
の
中
で
理
念
的

(
師
)

に
構
想
さ
れ
た
訳
で
あ
る
。

以
上
を
要
約
す
る
と
、
わ
れ
わ
れ
の
行
為
の
合
理
性

(
E
Z
。E
Z可
)
は
次
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
る
だ
ろ
う
。

わ
れ
わ
れ
は
、
最
初
の
善
(
友
)
を
知
っ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
最
初
の
善
に
つ
い
て
成
立
し
て
い
る
術
(
知
識
)
は
、
主
知
主
義
的

に
徹
底
す
れ
ば
、
そ
れ
を
願
望
せ
ず
に
は
お
か
な
い
も
の
な
の
で
あ
る
。

し
か
も
こ
の
願
望
は
、
目
前
の
善
に
対
し
て
無
頓
着
(
無
願
望
)

(
古
島
民
巾
円

gn巾
)
で
あ
る
こ
と
も
な
く
、
よ
り
小
さ
な
善
の
願
望
(
恐
ら
く
、
欲
望
な
り
情
念
な
り
、
願
望
と
い
う
言
葉
が
ふ
さ
わ
し
く
な

に
屈
服
す
る
こ
と
(
無
抑
制
)
(
古
口
O
ロ江口

g口
内
)
も
あ
り
得
な
い
。
従
っ
て
こ
の
よ
う
な
タ
イ
プ
の
術
を
心

す
な
わ
ち
「
何
か
の
た
め
に
」
何
か
を
為
す
、
そ
の
終
極
と
し
て
の
「
た
め
」

(
P
2ふ

い
場
合
も
あ
る
だ
ろ
う
が
)
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得
て
い
る
も
の
の
生
き
方
は
、
常
に
最
初
の
善
、

ヨ
ロ
)
|
|
目
的

l
l
に
、
常
に
何
ら
か
寄
与
を
す
る
よ
う
に
行
為
す
る
こ
と
が
合
理
的
な
い
し
理
性
的
な
の
で
あ
ろ
う
。

善
く
為
す
と
い
う
行
為
が
生
み
出
す
作
品
は
善
い
行
為
そ
の
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
都
度
そ
の
行
為
は
勇
気
で
あ
っ
た
り
、
(
幻
)

で
あ
っ
た
り
す
る
。
そ
し
て
そ
の
都
度
こ
れ
ら
善
き
行
為
が
望
ま
れ
る
の
は
、
行
為
そ
の
も
の
が
行
為
者
を
益
す
る
か
ら
で
あ
り
、
自
ら
正
義

を
害
す
る
行
為
が
望
ま
れ
る
と
い
う
の
は
不
合
理
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
不
合
理
性
を
明
か
す
の
は
、
結
局
、
す
べ
て
の
人
聞
が
幸
福
を

望
ん
で
い
る
か
ら
で
あ
る
。

如
上
の
よ
う
に
論
を
進
め
る
と
、
徳
を
技
術
と
し
て
の
知
と
見
倣
す
限
り
、
こ
の
技
術
の
作
る
作
品
(
す
な
わ
ち
幸
福
)
は
、
こ
の
作

品
制
作
の
す
べ
て
の
段
階
に
つ
い
て
の
説
明
を
可
能
に
す
る
よ
う
な
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。



し
か
る
に
現
実
は
、
「
人
間
の
性
格
の
種
類
も
ま
た
、
ち
ょ
う
ど
国
制
の
種
類
の
数
だ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
し
「
国
家
の
形
態
が
五

種
類
あ
る
と
す
れ
ば
、
個
々
人
の
魂
の
型
も
五
つ
あ
る
こ
と
に
な
る
」
訳
で
、
幸
福
と
い
う
言
葉
に
託
す
内
容
も
異
な
る
で
あ
ろ
う
し
、

そ
の
手
段
の
編
成
と
な
れ
ば
、
極
め
て
多
様
で
あ
ろ
う
。

と
な
れ
ば
、

「
恐
ら
く
、

ソ
ク
ラ
テ
ス
は
、
最
初
の
善
(
幸
福
)

に
つ
い
て
の

選
択
は
存
在
し
な
い
し
、
心
理
学
的
に
は
、
追
求
す
る
こ
と
が
必
然
で
あ
る
よ
う
な
、
或
る
一
定
の
目
的
が
存
在
す
る
と
考
え
た
で
あ
ろ

(
剖
)

し
か
し
、
彼
は
そ
の
こ
と
を
証
明
は
し
な
か
っ
た
」
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
で
あ
ろ
う
。

う
が
、し
か
し
、

ソ
ク
ラ
テ
ス
そ
の
ひ
と
が
、
行
為
の
合
理
性
を
、
な
ん
ら
か
幸
福
(
最
初
の
善
)
に
寄
与
す
る
こ
と
と
解
し
た
、
と
解
釈
す

る
限
り
で
、

H
H
d
-

ロ
は
『
ヒ
ッ
ピ
ア
ス
(
小
〉
』
を
、
帰
謬
法
に
よ
る
、
悪
行
願
望
の
不
可
能
性
を
証
す
作
品
と
考
え
て
い
る
、
と
理
解
さ

れ
る
。次

に
町
江
主

E
E
2
の
解
釈
を
見
ょ
う
。

こ
の
対
話
篇
第
一
の
命
題
、
「
最
も
よ
く
真
を
語
る
も
の
は
、
又
も
っ
と
も
よ
く
偽
を
語
り
得
る
」
は
、
す
ん
で
の
と
こ
ろ
で
民
理
屈
に
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な
り
か
ね
な
い
が
、

で
も
正
し
い
。

何
と
な
れ
ば
、

『
ト
ラ
シ
ュ
マ
コ
ス
対
話
篇
』
(
『
国
家
』
第
一
巻
、
三
三
四
A
)
に
出
て
く
る
パ
ラ

ド
ク
ス
、
「
最
も
す
ぐ
れ
た
守
り
手
は
、
同
時
に
、
最
も
す
ぐ
れ
た
盗
み
手
で
も
あ
る
」
が
こ
の
こ
と
を
傍
証
す
る
し
、
又
、
『
。
ハ
イ
ド
ロ

ス
』
(
二
六
二
A
)
の

の
と
の
聞
の
、
似
て
い
る
点
と
似
て
い
な
い
点
と
を
正
確
に
知
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
」
と
い
う
論
点
も
又
、
こ
の
第
一
命
題
の
正
し

「
他
人
を
ご
ま
か
し
、
自
分
は
ご
ま
か
さ
れ
な
い
よ
う
に
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
そ
の
ひ
と
は
、
あ
る
も
の
と
あ
る
も

さ
を
証
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

で
は
、
第
二
命
題
は
ど
う
か
。

「
自
ら
す
す
ん
で
不
正
を
為
す
も
の
は
、
心
な
ら
ず
も
そ
う
す
る
も
の
よ
り
、
よ
り
善
い
」
と
い
う
命
題

は
、
民
衆
の
意
見
や
、
法
に
お
け
る
合
法
性
と
い
う
点
で
は
、
誤
ま
り
で
あ
る
し
、
場
合
に
よ
っ
て
は
犯
罪
的
で
す
ら
あ
る
。

し
か
し
、

北
太
文
学
部
紀
要



行
為
の
始
ま
り
(
ア
ル
ケ

l
)
に
つ
い
て

ソ
ク
ラ
テ
ス
的
に
言
う
と
、
こ
の
命
題
は
無
意
味
(
丘
ロ
巳
O
田
)
な
の
で
あ
る
。
何
と
な
れ
ば
、
こ
の
命
題
は
、

そ
れ
自
体
、

矛
盾
に
満
ち

て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

第
一
命
題
は
正
し
く
、
第
二
命
題
は
誤
り
で
あ
る
。

し
か
る
に
第
二
命
題
は
第
一
命
題
か
ら
展
開
(
導
出
)
さ
れ
て
い
る
。

で
は
何
故

第
二
命
題
は
倒
錯
(
〈

2
Z
Z
F
Z
)
す
る
か
。
第
一
命
題
が
正
し
い
方
向
に
向
っ
て
第
二
命
題
を
導
出
す
る
な
ら
ば
。
「
悪
意
あ
る
偽
り
」

門
日
出
回

σ
r
d
i

題
は
悪
意
を
第
一
命
題
に
加
え
て
の
み
成
立
す
る
筈
で
あ
っ
た
の
だ
。

こ
と
は
、

従
っ
て
、
第
二
命
題
の
正
し
い
解
決
の
た
め
に
は
、
「
目
的
と
し
て
の
善
」
岳
由
。
己
目
白

r
N己
を
把
握
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
こ
の

「
自
ら
す
す
ん
で
」
片
岡
巳
当
日
石
(
宮
守
)
と
「
心
な
ら
ず
も
」
ロ
ロ
「
巳
耳
巳
伝
(
お

hS)
と
い
う
概
念
に
つ
い
て
の
洞
察
、
す
な
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わ
ち
魂
の
本
質
に
つ
い
て
の
見
識
を
必
要
と
す
る
。
そ
の
意
味
で
、
第
二
命
題
の
表
面
下
に
は
、
『
プ
ロ
タ
ゴ
ラ
ス
』
『
ゴ
ル
ギ
ア
ス
』
『
国

家
』
の
問
題
、
が
、
濃
密
に
横
た
わ
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

m，H
H
え
窓
口
門
同
日
の
語
り
口
は
極
め
て
簡
明
で
あ
る
と
同
時
に
分
明
で
あ
る
と
の
印
象
を
受
け
る
。
す
な
わ
ち
、

知
識
の
論
理
を
語
る
第

一
命
題
に
、

意
志
の
論
理
を
語
る
第
二
命
題
を
単
純
に
重
ね
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
っ
て
、
意
志
の
論
理
に
は

「
目
的
と
し
て
の

善
」
門
凶
器
。
巳
白
色
由
自
己
の
問
題
が
絡
ま
ざ
る
を
得
な
い
の
だ
、
と
。

と
こ
ろ
で
、
第
一
命
題
か
ら
導
出
さ
れ
た
第
二
命
題
に
悪
意
あ
る
偽
り
仏
ま

σ宏
司
巴
ぽ
巾
吋
出

E
n
r
g
を
排
除
さ
せ
る
論
理
は
何
か
。

言
う
と
こ
ろ
の
意
志
の
論
理
が
、
悪
意
を
欠
く
と
い
う
よ
う
な
単
純
な
便
法
で
割
り
切
れ
る
も
の
で
は
あ
る
ま
い
。
し
か
し
、
そ
の
こ
と

の
解
明
は
、
魂
の
本
質
へ
の
洞
察
(
何
回
ロ
回
目
口

Z
E
E
m
ヨ
F
2ロ門同日
ω凸
丘
町
)
を
侯
っ
て
、
始
め
て
可
能
な
の
で
あ
る
。

次
に
わ
れ
わ
れ
は
関
口
ゲ
刊
の
解
釈
を
見
ょ
う
。



ソ
ク
ラ
テ
ス
が
テ
ク
ネ
!
と
ア
レ
テ
ー
を
結
合
し
た
こ
と
を
批
判
し
て
い
る

ヒ
ッ
ピ
ア
ス
が
、
偽
を
語
り
得
る
ひ
と
は
、
ち
も
臥
ピ
町
、
。
丹
、

T
S叶門ど
8
3
か
っ

(
回
)

q
s
r
(三
六
五

E
)
で
あ
る
、
と
主
張
す
る
と
き
、
実
は
彼
は
「
熟
慮
と
怜
倒
か
ら
発
す
る
悪
行
が
存
在
す
る
」
と
考
え
る
大
衆
の
倫
理

を
代
弁
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
、
が
、
こ
の
大
衆
の
倫
理
は
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
「
徳
は
知
で
あ
る
」
と
い
う
命
題
と
、
「
何
人
も
自

ら
す
す
ん
で
悪
を
為
さ
ぬ
」
と
い
う
命
題
と
に
矛
盾
す
る
ば
か
り
で
な
く
、
徳
を
教
え
る
と
借
称
す
る
ソ
ピ
ス
ト
た
ち
の
主
張
と
も
相
容

れ
な
い
。
何
故
な
ら
、
徳
は
教
え
ら
れ
得
る
も
の
だ
と
宣
言
す
る
こ
と
は
、
徳
が
一
穫
の
知
識
で
あ
る
こ
と
を
も
同
時
に
宣
し
て
い
る
か

関
口
げ
刊
に
依
る
と
、
こ
の
対
話
篇
で
は
、
。
プ
ラ
ト
ン
は
、

(
部
)

の
だ
、
と
す
る
解
釈
は
否
定
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ら
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
こ
の
大
衆
の
倫
理
を
代
弁
す
る
ヒ
ッ
ピ
ア
ス
を
配
す
る
『
ヒ
ッ
ピ
ア
ス
(
小
)
』
で
採
ら
れ
た
戦
略
は
何
か
。
そ
れ
は
、
一
先

ず、

ヒ
ッ
ピ
ア
ス
の
論
理
に
の
っ
て
、
彼
の
諸
前
提
を
認
め
て
遺
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ど
れ
だ
け
の
不
条
理
が
出
来
す
る
か
を
読
者
の
前
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に
さ
ら
け
出
す
こ
と
で
あ
っ
た
。

ヒ
ッ
ピ
ア
ス
の
主
張
で
は
、
「
あ
ら
ゆ
る
テ
ク
ネ
l
に
お
い
て
、
最
も
優
れ
た
テ
ク
ニ
コ
ス
(
技
術
者
)
が
存
在
し
、
彼
は
、
こ
の
領
域

で
の
偽
を
、
最
も
上
手
に
語
る
こ
と
が
で
き
る
。
心
得
(
切

gnrβ
仏
)
を
よ
く
も
た
な
い
ひ
と
は
、

(
貯
)る
」
の
で
あ
る
。
し
か
し
こ
こ
で
大
事
な
こ
と
は
、

そ
の
も
た
な
い
分
だ
け
拙
く
偽
を
語

ヒ
ッ
ピ
ア
ス
に
合
わ
せ
て
こ
の
よ
う
な
議
論
を
す
す
め
て
い
る
か
ら
と
い
っ
て
、

ソ

ク
ラ
テ
ス
自
身
は
、
テ
ク
ネ
l
の
領
域
で
の

「
よ
く
あ
る
こ
と
」
と
倫
理
の
領
域
で
の

「
よ
く
あ
る
こ
と
」
(
由

E
-
w
r
g
の戸
Z
2ロ
)
と
を

同
一
視
し
て
い
る
訳
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
技
術
は
、
そ
れ
に
よ
っ
て
人
並
以
上
の
何
ら
か
の
益
を
人
聞
に
も
た
ら

す
手
段
で
あ
り
、
常
に
こ
の
益
が
目
指
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
そ
の
技
術
を
行
使
す
る
ひ
と
つ
の
意
図
、
乃
至
技
術
そ
の
も
の
の
意
図

で
あ
る
。
こ
の
レ
ヴ
ェ
ル
の
意
図
実
現
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
語
り
得
る
こ
と
が
、
テ
グ
ニ
コ
ス

(
技
術
者
〉
で
あ
る
こ
と
の
証
で
あ
る
、
と

北
大
文
学
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行
為
の
一
始
ま
り
ハ
ア
ル
ケ

i
)
に
つ
い
て

も
言
え
よ
う
。

し
か
し
そ
う
だ
と
す
る
と
、

な
い
嘘
つ

内
山
持
吋

O
Y
口
町
〉
宮
山
口
言
行
政
相
門
出
口
《
凶
作
は
、
あ
る
テ
グ
、
不

i
領
域
に
お
い
て
は
、

のよ
際り
郎能
?こ力
自が
来劣
すつ
るて
こ L、
とる
でイト
あ(fL
るEPr
口

意 g
闘と三

宅ど ? 
も
た

る
こ
と
と
な
り
、
こ
う
結
論
す
る
こ
と
が
不
可
避
と
な
る
の
は
、
た
ず
ビ
ア
ス

つ
き
が
よ
り
劣
っ
て
い
る
と
い

は
、
一
淡
か
ら
言
え
ば
、

に
畿
を
つ
く

も
の
の
方
、
が
よ

い
る
と
い

に
長
す
る
で
あ
ろ
う
し
、
一
一
径
の
逆
理
で

ソ
ク
ラ
テ
ス
に
は
解
決
が
、
う
っ
す
ら
と
晃
え
て
い
る
G

す
な
わ
ち
、
倫
壊
的
な
領
域
に
は
、

あ
る
訳
で
、
こ
の
こ
と
は
、
わ
れ
わ
れ
の

あ
ろ
う
。
「
こ
の
逆
理
を
通
し
て
、

知
っ
て
い
て
悪
を
為
す
ひ
と
は
存
在
し
な
い
、
ど
い
う
解
決
以
外
に

、.
h
u
y
 

し
か
し
、
逆
理
の
解
決
策
と
し
て
、
倫
理
的
領
域
に
お
け
る

の

の
存
在
不
可
能
性
を
前
聞
に
出
す
と
い
う
こ
と
は
、
そ
も
そ
も

こ
の
送
還
を
生
み
出
し
た
一
プ
グ
ネ
l

、カ

く
論
点
が
、
も
は
や
こ
こ
ハ
倫
理
的
領
域
〉
で
は
無
効
と
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
な
の
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徳
は
も
は
や
テ
ク
ネ
ー
で
は
な
い
の

一
ア
グ
ネ
ー
は
す
べ
て

の

(
虫
色
)
を
問
問
指
し
て
わ
れ
わ
れ
捜
期
さ
れ
る
。

そ
し
て
、

あ
る

の
目
標
誌
、

々
ぜ
内
り

の

に
下
属
さ
せ

し
か
し
、
テ
グ
ネ
;
江
、

に
そ
の
間
有
領
域
に
お
い
て
の
み
そ
の
知
の
・
有
効
殺
を
実
現
す
る

も
の
で
し
か
な
い

よ

の

に
応
ず
る
知
と
、

よ
り
下
位
の
目
標
に
応
ず
る
知
と
の
認
に
、

精
度
の
点
で
不

整
合
を
生
じ
る
こ
と
が
あ
る
。
相
内
放
な
ら
通
常
一
人
の
ナ
ク

コ
ス
は
、

一
つ
の
テ
グ
ネ

i
の
み
を
所
有
す
る

ぎ
な
い
か
ら
で
あ

る
。
例
え
ば
パ
ン
を
焼
く
職
人
事

r
r
n同
)
は
、

よ

の
目
標
と
し
て
よ
り
多
く
の
儲
け
〈
利
減
〉
を
得
る
こ

彼
に
、

で
き
る
だ
け
劣
つ

し
よ

ぅ
。
そ
し
て
、

よ
り
多
く
の
儲
け
を
出
す
と
い

し

ょ
う
。
こ
の

は
、
彼
が
有
能
な
パ
ン
続
き
織
人
と
し
て
の

て
い
る
罷
り
、

よ
く
実
行
で

の
も
の
で
あ
る
。



と
こ
ろ
、
が
、
パ
ン
の
殺
が
低
下
し
た
た

い
つ
か
辻
、

得
意
先
が
援
の

し
ま
う
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
う
し

こ
の
よ
う
な
日
接
続

の
編
成
在
し
て
い
る
か
ぎ
り
、

よ
り
上
控
の
お
標
を
変
更
す
る

こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
。

て
の
目
標
の
う
ち
で
、
最
上
伎
の
良
標
門
凶
器

o
g
E
Z
出
口

2
N山
内
山
持

っ
て
い
る
ひ

い
れ
ば
、
そ
の
ひ
と
に

も
十ま

に
か
わ
る
他
の
問
擦
を
も
と
う
と
い
う
動
機
は
持
ち
得
な
い
。
伺
放
な
ら
、
そ
れ
以
上
の

の
望
的

(NJ42Z、
五
輩
、
誤
っ

て
よ
り
上
位
に
た
て
ら
れ
た
目
的
に
よ
っ
て
動
壌
づ
け
ら
れ
る
こ
と
が
も
は
や
あ
り
得
な
い
か
ら
で
あ
る
。

は
、
彼
の
知
が
、
よ
り
下
位
の
テ
ク
ネ
!
の
知
と
開
乙
方
法
上
の
性
質
を
も
っ
と
し

〈
融
制
〉

こ
と
持
決
し
て
な
い
よ

の
目
的
を
知
る
ひ
と

下
位
の
テ
グ
ネ

i
に
対
立
す
る
仕
方
で
、

額
的も

ち
ろ
ん
間
三
)
再
は
、

じ
ッ
ピ
ア
ス

こ
う
論
じ
て
い
る
と
い
。
そ
う
で
は
な
く
、
意
図
と
知
の
関
係
を
論
理
的

し
か
し
、
下
位
の
テ
グ
ネ
ー
を
す
べ
て
一
編
成
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

に
追
っ
て
ゆ
け
ば
、
船
上
の
結
論

の
で
あ
る
。

ト

ン

し
て
語
り
得
た
と
し
て
も
、
そ
の

部
門
も
同
州
出
押
}
出

っ
て
い
な
い
。
む
し

ブ
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上
位
の

お
互
い
が
、

お
互
い
か
て
い
る
こ
と
は
ぺ
錨
別
の
領
域
の
知

(削〉

に
分
離
し
て
い
る
∞
笠
宮
ぬ
吋

Z
ロロ
d
M
H
M
的

仏

実

情

，

marFSロ
仲
間
三
持

5
2
5
2含
ご
と
い
う
こ
と
で
あ
っ

そ
れ
ぞ
れ
の
郊
に
応
ず
る
自
擦
に
よ
っ
て
分
節
さ
れ
て
い
る
の

つ

た
と
す
る
。

そ
れ
故
、

あ
る
一
定
の
テ
ク
ネ

i
領
域
で
成
立
す
る

「
偽
を
一
諮
る
知
者
」

合
弘
知
ミ
舎
内
、
が
、

の
預
域
の
各
即
時
同

門
戸
品
同
白

N
2
3
で
も
猶
、

hm
者
で
あ
る
の
で
は
決
し
て
な
い
。

従

っ

叶

何

か

が

試
外
の
テ
夕
、
ネ
;
か
ら
厳
絡
に
分
離
す
る
こ
と
な
し
に
「
知
と
い
う
コ
ト
バ
に
、
ど
ん
な
領
域
の

ヒ
ッ
ピ
ア
ス
の

る
と
い
う
こ
と
」

も
之
、
そ
の
何
かに
も
近
ゾっ
き
得
る分
と節
いし
う
こそ
と織の
」何

をか

よ
う
な
誤
り
だ
っ
た
の

北
大
作
λ
州
予
郊
紀
姿



行
為
の
始
ま
り
(
ア
ル
ケ

1
)
に
つ
い
て

で
は
、

プ
ラ
ト
ン
は
倫
理
と
テ
ク
ネ
!
と
の
聞
の
平
行
関
係
か
ら
手
を
引
い
て
い
る
の
か
。

そ
う
で
は
な
い
。

「
プ
ラ
ト
ン
が
、

倫
理

と
技
術
の
間
の
平
行
関
係
〔
と
い
う
考
え
〕

か
ら
手
を
引
い
て
い
る
の
で
は
な
い
。
む
し
ろ
逆
で
あ
っ
て
、

一
般
的
で
、
中
性
的
〔
何
の

テ
ク
ネ
ー
に
も
属
さ
な
い
〕
能
力
な
ど
と
い
う
も
の
を
否
定
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
何
故
な
ら
、
そ
の
よ
う
な
能
力
は
、
目
標
を
も
た
ず

(
N
E
F凹
)
、
目
標
が
な
け
れ
ば
、
本
来
の
意
味
で
の
能
力
で
は
な
く
な
る
だ
ろ
う
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
理
解
す
る
に
は
、

あ
る
と
は
、
何
か
を
為
そ
う
と
望
む
〔
目
標
を
実
現
し
よ
う
と
す
る
〕
と
き
に
は
い
つ
で
も
、
そ
れ
を
為
し
得
る
こ
と
だ
』
(
『
ヒ
ッ
ピ
ア

『
能
力
、
が

ス
(
小
)
』
一
二
六
六
B
)
と
い
う
箇
所
と
、
『
ゴ
ル
ギ
ア
ス
』
(
四
六
七
B
以
下
)
の
『
不
正
を
為
す
ひ
と
は
、
自
分
の
望
ん
で
い
る
そ
の
こ

と
を
為
し
て
い
な
い
』
と
い
う
主
張
を
照
合
し
て
み
る
と
よ
い
の
で
あ
る
。
」

州
内
己
認
は
目
標
を
設
定
し
、
目
標
に
よ
っ
て
限
定
を
う
け
る
こ
と
が
、
技
術
の
本
質
だ
と
考
え
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
こ
の
技

術
に
不
可
欠
の
目
標
設
定
は
、
善
悪
が
関
わ
れ
る
倫
理
の
場
面
で
は
願
望
(
意
志
)
と
し
て
機
能
し
て
い
る
と
見
る
限
り
、
関
口
}
)
巾
は
倫
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理
と
技
術
の
聞
の
平
行
関
係
(
テ
ク
ネ
1
・
ア
ア
ロ
ジ
l
)

は
依
然
と
し
て
成
立
す
る
と
考
え
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
願
望

の
同
定
も
、
常
に
「
何
か
を
為
そ
う
と
す
る
願
望
」
と
い
う
仕
方
で
、
何
か
の
限
定
に
よ
っ
て
写
像
さ
れ
て
い
る
知
(
テ
ク
ネ
ー
と
し
て

の
知
)
を
前
提
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
れ
ば
、
そ
の
こ
と
自
体
は
、
技
術
に
も
倫
理
に
も
共
通
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ

る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
問
題
は
、
技
術
に
お
い
て
成
立
す
る
、
故
意
の
悪
の
優
位
性
が
何
故
倫
理
の
領
域
で
は
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
に
な
ら
ざ

で
あ
ろ
う
。
こ
の
点
に
つ
い
て
の
納
得
の
ゆ
く
説
明
は
、
残
念
な
が
ら
同
己
認
に
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。

る
を
得
な
い
か
、



(
そ
の
3
〉

の
始
ま
れ
ノ
(
ア
ル
ケ

1
〉
に
つ
い
て

『
と
ッ
ピ
ア
ス

が
示
し
て
い
る
よ
う
に
、
例
え
ば
計
算
家
か
な
で
ミ

hhs

て
最
も
能
力
あ
る
も
の
号
、
~
注
目

ん

w
qで
ぬ
叶
ふ
ぺ
免
叶
C
円

一
六
じ
C
〉

幾
何
学
家
か
な
主
号
、
円
三
巧

ハ
一
二
六
七
D
)
、

色《

円仲《『叶乍
u
q
H
L
P足
。
的

に
お
い
て
令
九

3
3
5瓦
令
(
↓
一
一
六
八
A
A

〉
緩
も
有
能
な
も
の
で
あ
る
。

一
般
に
X
術
家
は
X
術
に
お
い
て
有

あ
る
か
ら
、
彼
が
X

あ
る
絞
り
、
彼
は
X
術
た
誓
窪
よ

こ
と
が
謡
待

一
台
、
彼
は
、

x

で
あ
…
る

限
り
、

X
衡
を
現

の
で
あ
る
。

に
¥
X
術
家
と
し
て
の
X
務
家
が
、

X
衡
な
議
行
ず
る
の
は
、

X
術
家
が
、

X
術
と
い
う
倒
則
的
の

で、

一
つ
の
ま
と
変
り
の

あ
る
知
を
体
現
し
て
い
る
こ
と
を
基
本
前
提
に
し
て
い
る
。
逆

は
、
形
容
矛
題
と

は
、
そ
れ
だ
け
を
も
っ

と
い
う
行
為
を
始
め
る
十
分
条
件
を
も
っ
て
い
る
と
見
倣
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

な
る
だ
ろ
う
ο

す
な
わ
ち
、

V
A

術
家
で
あ
る
限
り
の

X

す
で
に
X

X 

こ
の

に
は
、

X
術
家
の

み
の
れ
こ

必
要
は
な
い
。

つ
ま
り
X
術
家
は
X
筋
合
遊
行
す
る
こ
と
に
お
い

X 

術
そ
の
も
の
勺
あ
る
。

コ
ン
ビ
品
i
タ
i
は
、

コ
ン
ピ
品
l
タ

i
で
あ
る
渡
り
、

正
常
な
状
提
に
お
い
て
は
、
能
く
計
質
を
す

る
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
場
合
に
は
、

の
話
で
は
な

計
算
と
い

に
と
っ
て
は
、
特
に
そ
れ
以
上
の
コ
ン
ピ
ナ
i
h
p
i
市
内

の
要
国
出
を
持
ち
出
す
必
要
は
な
い
。

般
に
技
術
(
テ
ク
ネ
l
〉

そ
の
技
術
が
対
象
と
ず
る
も
の
を
益
す
る
。
技
術
家
は
、
こ
の
設
舗
を
行
使
す
る
罷
り
で
技
術
家
な

の
で
あ
る
。

作
品
ふ
人
文
学
部
紀
要



行
為
の
始
士
り
(
ア
ル
ケ
I
〉
に
つ
い
て

『
ヒ
ッ
ピ
ア
ス
(
小
)
』
は
、
以
上
の
暗
黙
の
前
提
に
能
力
と
し
て
の
技
術
に
加
え
て
、
技
術
者
の
願
望
(
欲
求
)
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
技
術
者
の
行
為
の
始
ま
り
を
考
え
よ
う
と
す
る
。
計
算
家
は
計
算
家
で
あ
る
限
り
、
計
算
す
る
、
と
い
う
図
式
は
、
次
の
よ
う
に

言
い
換
え
ら
れ
る
。

「
計
算
家
、
が
計
算
術
と
い
う
能
力
を
も
っ
て
い
る
の
は
、

計
算
し
よ
う
と
望
め
ば
、

い
つ
で
も
計
算
で
き
る
と
い
う

こ
と
だ
」
と
。

こ
れ
を
一
般
化
し
て
言
え
ば
、
『
ヒ
ッ
ピ
ア
ス
(
小
)
』
の
次
の
よ
う
な
表
現
と
な
る
。

い巳
H
L
Q叶
炉

内

白

mm

「

ゅ

恥

q
叶
W
ヒ
同
町
民

q叶
。

内

然

、

Q
V
九
日
均
一
ル
ピ
討
。
同
町
叶
払
叶
向
白
円
附

H
L
E。
弘
、

~
4
2
H
h
a
h叶
門
岡
ピ
可
。
岡
山
』

4
叶

Q
h
・

(
間
)

「
誰
で
あ
れ
、
望
む
と
き
は
い
つ
で
も
、
そ
の
望
ん
で
い
る
こ
と
を
為
す
ひ
と
が
、
能
力
あ
る
ひ
と
な
の
だ
。
」

わ
れ
わ
れ
は
、
こ
の
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
定
式
化
を
、
行
為
の
始
ま
り
を
表
現
す
る
一
つ
の
型
と
考
え
る
。
そ
し
て
今
、
仮
に
、
能
力
論
的

な
構
図
の
も
と
で
の
行
為
の
始
ま
り
(
ア
ル
ケ

l
)

の
モ
デ
ル
と
い
う
意
味
で
、
【
凶
可

E
B山
田
型
と
呼
ん
で
お
こ
う
。
こ
の
型
に
よ
る
行
為
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の
始
ま
り
の
説
明
に
特
徴
的
な
こ
と
は
、
す
で
に
見
た
通
り
、
「
決
し
て
真
実
は
答
え
ま
い
と
望
む
な
ら
ば
、
最
も
う
ま
く
偽
り
を
語
る
こ

(
加
)

と
が
で
き
る
」
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
だ
か
ら
こ
の
場
合
に
は
、
願
望
の
向
き
に
応
じ
て
、

X
術
家
の
行
為
は
分
岐
す
る
。
こ
の
分
岐

(
蜘
)

そ
れ
自
体
は
、

m，H
広
島
出
口
骨
円
、
が
言
う
よ
う
に
、
『
国
家
第
一
巻
』
の
命
題
や
『
。
ハ
イ
ド
ロ
ス
』
の
記
述
か
ら
、
一
面
の
真
実
が
語
ら
れ
て

い
る
と
見
倣
せ
る
だ
ろ
う
。
従
っ
て
、
こ
の
応
可

H
g
g仲
間
型
の
説
明
か
ら
は
、
実
際
X
術
家
、
が
ど
う
行
為
す
る
か
は
、
?
?
見
で
き
な
い
。

し
か
し
、
彼
が
X
術
家
で
あ
る
限
り
で
の
彼
の
行
為
が
問
題
に
さ
れ
る
以
上
、

X
術
が
対
象
と
す
る
固
有
領
域
に
お
け
る
分
岐
で
あ
る

こ
と
に
変
り
は
な
い
。

さ
て
、

し
か
し
、
こ
の
仏
可
ロ
回
目
ぽ
型
の
説
明
を
、
正
、

不
正
の
問
題
領
域
に
持
ち
込
む
や
、

非
常
に
奇
妙
な
事
態
が
生
起
す
る
。

先

ず
テ
ク
ネ
ー
と
し
て
の
正
義
術
が
考
え
ら
れ
、
そ
の
術
を
よ
く
知
る
ひ
と
は
、

正
義
術
家
で
あ
る
。

し
か
し
こ
の
正
義
術
家
は
、
彼
の
願



に
応
じ
て
、
不

正
し
い
行
為
も
実
議
可
能
と
な
る
。

し
か
し
こ
の
こ
と
は
、

に
奇
妙
な
事
懇

る
と
一
一
言
、
わ
」
ね
ば
な
ら

計
算
術
や
幾
向
学
術
と
は
そ
の
対
象
領
域
を
奥
に
す
る
、

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
こ
れ
も
又
お
《
》
拍
手
作
H

や
可
糸
口

52ω
が
す
口
う
よ
う
に
、
対
象
領
域
の
違
い
は
、

ぬ

ペコ

よ
う
に
、
こ
こ
に

の
説
相
か
ら
性
格

の
位
程
へ
と

っ
て
い
る
こ
と

る
の
だ
、

る
だ
ろ
う
。

そ
の
意
味
で
は
、
わ
れ
わ
れ
は
、
一
行
為
の

り
〈
ア
ル
ケ

l
〉

ぐ〉

の

し
て
、

2
C
M
V
2

の
モ
デ
ル
を
構
惣
?

で

こ
の
型
の
説
明
様
式
を
ど
う
組
み
立
て
る
か
が
次
に
民
わ
れ
る
。

一
つ
の
説
務
様
式
と
し
て
、
松
永
氏
の

る
こ
と
が
で
き
る
3

氏
は
、
筆
者
の
理
解
す
る
限
り
で
は
、
将
C
M
M
S

型
の
有
為
の

始
ま
り

デ
ん
を
次
の
よ
う

(
川
)

お
ら
れ
る
。

〈
ひ
と
H

い
う
ヘ
グ
シ
ス
〉
↑
正
し
い
人
)
が
、
そ
の
へ
グ
シ
ス
を
現
実
議

?
正
し
い
行
為
を
な
す
〉

い
い
ヅ
ピ
ア
ス

て、

ヘ
ク
シ
ス
と
か
現
実
態
(
エ
ネ
ル
ゲ
イ
ア
)
等
の
言
葉
を
使
用
さ
れ
た
も
の

の
モ
デ
ル
を
考
え
よ
う
と
思
う
。

れ
る
。
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氏
は
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス

し
か
し
筆
者
は
、

の
枠
内
で
、
仲
H
O
M
V
2

ヒ
V

ピ
ア
ネ
が
「
不
正
を
為

(
碗
揃
V

均
伸
伽
町
内
向
刊
で
と
い
う
一
一
一
口
棄
を
喪
っ
て
か
ら
、

こ
の

に
一
つ
の
変
化
が
生
じ
て
い
る
。

し

パ
ラ
ド
ク
ス
が
ス
ム
ヤ
ャ

γ
ダ

ル
で
あ
る
こ

ヒ
ッ
ピ
ア
ス
の

に
注
目
さ
れ
る
。

「
自
ら
す
す
ん
で
不
正
を
為
す
ひ
と
が
、

心
な
ら
ず
も
不
正
を

為
す
ひ
と
よ
り
も
、

よ
り
養
い
と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
、

は
恐
ろ
し
い
こ

と
語
る
と
き
、
こ
の
「
よ
れ
ノ
善
い
」
な
る
ギ
リ
シ

ヲ'

は
も
に
叶
念
宮
内
な
の
で
あ
る
。
こ
の

2
0拍
手
立
の
解
釈
に
も
見
ら
れ
た
指
擁
だ
っ

恐
ら
く
こ
の
ギ
予
シ
ア

tま

{生

格
L. 

守、九い叫

43'ZHg)

き
で
あ
ろ
う
。

ず
る
と
、
第
二
パ
ラ
ド
ク
ス
の
奇
妙
さ
は
、

概
念
と
、

概
念
の

せ
に
由
来
す
る
と
雲
え
な
い
で
あ

ル
北
ふ
へ
文
学
務
総
要



行
為
の
仏
問
中
ま
り
ハ
プ
ル
ケ

i
〉
に
つ
い
て

ろ
う
か
。

し
か
し
、
こ
う
解
釈
す
る
際

「
正
義
術
」
知
内

33asと
し
る
難
問
は
、
わ
れ
わ
れ
は
、
簡
単
に
、
も
は
や

し
さ
」
や

が
問
題
に
な

い
る
の
だ
と
言
っ
て
よ
い

た
一
つ
の
個
別
領
域

の
ゼ
占
め
る
。

も
誌
や
一
ア
ク
ネ
;
・
ア
ナ
ロ
ジ
!

っ
J
F
」

は
、
そ
の
技
術
に
記
ず
る
個
別
の
領
域
で
の
目
的
手
設
問
問
捺
令

り
ご
般
的
で
、
中
性
的
な
能
力
な
ど
ふ
い
い
う
も
の
は
、
目
標
な
も
た

目
擦
が
な
け
れ
ば
、
本
来
の
意
味
で
の
能
カ
で
は
な
く
な
る
い
か
ら
で
、
願
望
と
い
う
も
の
も
、
こ
の
能
力

そ
し
て
、
こ
の
何
か
な
為
す
と
い
う
限
定
と
、

と
き
に
は
、
そ
の

技
術
の

組
問
定
し
写
像
す
る
。

ず

t
f

、、

向、

か

で
な
け
れ
ば
な
ら

に
よ
っ
て
し

の
都
度
の

願
望
が
、
主

で
あ
る
と
の

に
で
き
な
い

~8 

と
す
れ
ば
、

州
ハ
ロ
ゲ
巾
の

そ
れ
ぞ
れ
の
富
有
の
対
象
綴
域
暗
殺
一
区
別
し
、
分
節
し
、
そ
の
固
有

警
で
あ
る
〈
務
技
術
相
互
の
厳
密
な
分
離

Z
H
F
W
Z
寸

2
3記
M
m
皆
同

HUwnゲ
w
gロ仲
間

U
2
5
2
2

諸
技
術

に
お

い
て
の
み
テ
ク
ネ
i
と
し
て
成

し

ゴ
ル
ギ
ブ
ス
の
弁
論
術
の
よ
う
に
知
と
い

て
の
知
の

に
近
づ
き
得
る
こ
と
を
読
み
込
む
こ
と

は
で
き
な
い
こ
と

め
よ
う
。
だ
が
し
か
し
、

一
方
で
知
は
、
そ
の
対
象
に
応
じ
て
し
て
も
、
ぺ
何
か
を
為
そ
う
と
望
む
い

し
か
も
、
こ
の
侍
か
を
為
そ
う
と
す
る
麟
望
は
、
そ
の
待
か
が
眼

と
い
う
欲
没
の

は
、
あ
ら
ゆ
る
技
術
に
般
達
す
る
の
で
あ
っ

定
し
写
像
す
る
絞
り
の

し
て
の
み
本
来
の

の
願
望
た
り
得
る
と
す
れ
ば
、

一
方
で
は
テ
ク
ネ
i
す
べ
て
を
貫
く
共
通
性
と

こ
に
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る

ろ
う
α

す
る
と

こ
と
を
望
む
」
と
い
う
事
態
は
、

は
斯
く
斯
く
然
々
で
あ
る
と
い
う
混
定
に
お
い
て
強
め
て



4‘ 急

で
あ
る
と
の
符
定
を
可
能
に
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

と
い
う
定
義
の
そ
ハ
ゴ
i
グ

i
は
、
誠
に
こ
の
よ
う
な
帰
趨
に
お
い

こ
の

「
正
し
さ
い
や

正
」
を
知
つ

を
了
解
す
る
。

従
っ
て
、
ぺ
自
ら
す
す
ん
で

ん
で
〉
不
正
を
為
す
ひ

さ
い
と
は
何
か
、

と
は
、
「
勇
気
」
と
は
、
そ
し
て

「

X
7
C

不
可
欠
の
作
業

の
で
あ
る
。
そ
し

わ
れ
わ
れ
は
、

始
め
て
、
「
不
認
を
為
そ
う
と
望
む
」
と
い

一
体
何
で
あ
る
か

よ
り
善
、
。
ぜ
ひ
と

と
い
う
第
一
一
パ
ラ
ド
ク
ス
の
奇
妙
ざ

ロ
タ
ゴ
ヲ
ス

に
寄
せ
て
、

し
た
原
則
、
「
ひ
と
は
、
ど
の
み
ち
最
初
の
穫
を
願
望
し
て
い
る
い
と
い
う
『
リ
ュ
シ
ス

し、

め
に
、
H
H
d
司
ぽ
の

の
い

と
は
人
間
ので
自の
然人
に間
なの
い毒自
」然

と
モ三主お

わ
れ
た

康
郎
や
、
可
プ

る
も
の
を
差
し

惑
と
思
う
も
の
へ
と
向
お
う
と
望
む
こ
と
、
こ

人
間
本
性
(
号
守
ふ
さ
匂
志
定
時
)
論
も
、

て
言
え
ば
、

と
い
う
こ
と
、
「
善
く
為
す
こ

ク
ネ

i
-
ア
ナ

P

ジ
ー
の
話
と
し

均一

伺
か
、

そ
し
て
湾
か

と
い
う
涼
別
的
薮
襲
も
、
「
議
官
」
と
は
侭
か
、
ー
益
田
く
為
す
」
と
は

可
能
な
仕
方
で
、
仲
仰
を
為
す
こ
と
と
し
て

っ
た
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
の

「
究
極

な
確
か
な
こ
と
と
し

る
根
拠
辻
、

そ
し
て
、
「
普
く
為
す
こ
と
制
約
之
内
小

3
5」
と

せ
て
、

こ
ろ
の
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
功
科
主
義
な
ど
も
、

で
の
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
品
川
一
口
葉
「
こ
の

た
し
も
、

お

ま
た
そ
の
通
り
、
知
っ
て
い
る
と
は
思
わ
な
い
」
を
文
字
通
り
に
受
け
取
れ
ば
、
わ
れ
わ
れ
は
究
極
的
な
麟
誠
一
一
を
、

こ
と
は
何
も
知
ら
な
い
。

a
-

わ
た
し

ま
目
、
つ
工
、

f
牛士
u
t
f
L

伺
か
後
か
な
も
の
と
し
て
語
り
得
る
根
拠
を
も
た
な
い
こ
と
に
な
る

も
、
願
望
の
方
向
が
定
ま
ら
な
い
限
り
、
い
つ
も
現
実
的
に

北
大
文
学
部
紀
高
官

像
す
る
の
で
な
い
限
り
、

込
勘
定
守
E
と
と
の
岡
義
性
や
、

丸
山
、
ぬ
ま
ぜ
と
益
。
山
出
向
、
内
玄
で
の
問
義
性
に
党
叫

の
余
地
の
多

ろ
う
。
す
る
と
、

い
う
領
域
で
の

の
知
(
能
力
〉

正
な
行
為
が
出
来
す
る
可
能
性
を
認
め
て
い
る
で
あ
ろ
う
。



行
為
の
始
ま
り
(
ア
ル
ケ

l
)
に
つ
い
て

そ
こ
で
、
わ
れ
わ
れ
は
、
可
O

吉
田
型
の
行
為
の
始
ま
り
の
モ
デ
ル
を
ど
う
構
成
す
べ
き
か
の
問
題
へ
移
る
こ
と
に
し
よ
う
。

「
偽
を
語
る
」
す
忌
向
主
主
と
い
う
ギ
リ
シ
ア
語
が
「
性
格
」
の
言
葉
で
あ
る
と
解
釈
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
一
体
如
何
な
る
内
含
を
も

つ
の
か
。
「
偽
を
語
る
」
と
い
う
こ
と
が
性
格
で
あ
る
と
は
、
そ
う
言
わ
れ
る
ひ
と
、
が
「
一
つ
の
タ
イ
プ
(
型
、
か
た
ち
)
を
な
し
な
が

ら
決
ま
っ
て
偽
を
語
る
ひ
と
」
岳
向
日
田
口
調
「

o
q
1
2
-
f
z
-
r
F
o
p
-印
巾
の
謂
で
は
な
か
ろ
う
か
。
し
か
も
、
そ
の
際
、
極
め
て
重
要

な
こ
と
は
、
能
力
論
の
図
式
で
言
う
「
能
力
」

E
Eミ
円
は
、
差
し
当
っ
て
、
ひ
と
の
タ
イ
プ
を
決
め
て
い
る
の
で
は
な
く
、
彼
の
技
術

知
に
成
立
す
る
様
々
の
選
択
肢
の
ど
れ
を
願
望
す
る
か
、
し
か
も
そ
の
願
望
が
、
い
つ
も
決
ま
っ
て
あ
る
選
択
を
す
る
と
い
う
仕
方
で
、

そ
の
ひ
と
の
行
為
の
か
た
ち
を
決
め
て
い
る
の
で
は
決
し
て
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

恐
ら
く
、
善
い
に
つ
け
、
悪
い
に
つ
け
、
偶
然
的
な
、
そ
の
場
限
り
の
個
別
の
行
為
で
は
な
く
、

一
つ
の
か
た
ち
を
も
っ
た
性
格
は
、

能
力
は
あ
っ
て
も
何
を
願
望
す
る
か
予
測
が
で
き
な
い
と
い
う
場
合
に
比
較
し
て
、
よ
り
安
定
的
、
恒
常
的
な
仕
方
で
行
為
を
始
め
る
で

あ
ろ
う
。
で
は
、
こ
の
仮
に
か
た
ち
と
呼
ん
だ
も
の
が
機
能
す
る
場
は
ど
こ
で
あ
る
か
。

能
力
論
の
図
式
に
お
い
て
は
、
能
力
(
テ
ク
ネ
ー
と
し
て
の
知
)
を
質
量
に
し
て
、
何
か
を
為
そ
う
と
す
る
目
的
願
望
が
行
為
の
始
ま

り
と
な
っ
て
い
た
が
、
可
。
-
呂
田
型
の
行
為
論
に
お
い
て
は
、
願
望
に
対
応
し
て
い
る
の
が
、

「
か
た
ち
」

で
あ
っ
て
、
こ
の
か
た
ち
は
何

を
質
量
と
し
て
、
行
為
を
始
め
る
の
か
。

「
性
格
」
(
人
柄
)
は
、
何
か
を
為
す
こ
と
に
お
け
る
、
何
か
と
い
う
限
定
に
お
け
る
善
悪
が
問

何
か
と
い
う
限
定
に
お
け
る
善
悪
は
、

だ
。
む
し
ろ
、
何
か
を
為
す
ひ
と
自
身
が
端
的
に
「
善
い
」
と
か

そ
の
何
か
に
応
ず
る
領
域
の
技
術
知
が
正
確
に
決
め
る
こ
と
な
の

題
に
な
る
場
面
で
は
な
い
。

「
勇
気
が
あ
る
」
と
言
わ
れ
る
場
面
の
話
な
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、

か

た
ち
は
、
「
ひ
と
」
乃
至

「
わ
た
し
」
を
質
量
と
し
て
、
行
為
の
ア
ル
ケ
ー
を
形
成
す
る
筈
で
あ
る
。

残
念
な
が
ら
「
わ
た
し
」
乃
至

「
自
分
」
と
は
何
か
を
、
『
ヒ
ッ
ピ
ア
ス
(
小
)
』
は
主
題
と
し
て
は
い
な
い
。

し
か
し
、
「
体
も
、
魂
と



体
、
雨
方
の

は
な
い
と
す
れ
ば
、
思
う
に
残
る
と
こ
ろ

(
凶
)

し
却
け
か
あ
る
と
す
れ
ば
、
人
間
は
魂
に
他
な
ら
な
い
と
い
う
嬉
結
だ
け
で
あ
ろ
う
」
と
い

と
い
う
患
懇
か
ら
、
侭
か
を
為
す
行
為
の
蕊
体
な
魂
と
見
放
す
こ
と
は
、

っ
た
も
の

そ
う
い
う
も
の
は
何
も
な
い
か
、
あ
る
い

魂
tま

さ
に
よ
っ
て
よ
り

善
く
さ
れ
、

に
よ
っ
て

ソ
ク
ラ
テ
ス
・
ヅ
ラ
ト

ン

に
合
う
も
の
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
し
て
、

R
C℃
2

の

の
始
ま
り
〈
ブ
ル
ケ

i
〉

の
モ
デ
ル
は
、
次
の
よ
う
な
も
の

〈
魂
〉
ム
l

〈
か
た
ち
〉

i
i現
実
の

こ
の
モ
デ
ル
に
つ
い
て
若
子
の
コ
メ
ン
ト
を
加
え
れ
ば
、

い
っ
て
も
、
そ
の

ほ
と
な
る
と
様
々
の
問
問
題
を
含
ん
で
い
る
。

し
か
し
、
魂
の

に
対
し
て
、

な
「
か
た
ち
」

(
教
育
す
る
〉
こ
と
に
よ
っ
て
人
間
の

の
倫
理
性
を
構

と
は
一
百
え
、
こ
の

の
始
ま
り

ル
ケ

l
〉
を
論
ず
る
に
は
、
魂
と
「
か
た

に
つ
い
て
の
、

よ
り
詳
細
な
検
討
を
侠
た

慈
し
て
ゆ
く
の
は
、
プ
ラ
ト
ン
の
中
期
の
最
大
の
諜
脳
胞
の

つ
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

ね
ば
な
ら
ぬ
。

の
行
為
論
、
が
、
プ
ラ
ト
ン
に
と
っ
て
そ
の
髄
総
合
失
う
か
と
言
え
ば
、

り
、
テ
ク
ネ

i
・
ア
ナ
ロ
ジ
ー
が
、
人
間
関
の
行
為
の
合
理
性
を
完
成
さ
せ
る
、
…
祷
ぬ

つ
の
要
素
を
見
逃
す
訳
に
は
い
か
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
は
、

し
か
し
、

(四百出
H
H
M
2

そ
う
で
は
な
い
。

町村
4
5
の一一
z

口
う
通

こ
の
合
疎
伎
と
籾
携

え
て
叫
念
場
す
る
今

っ
て
い
る
と

思
わ
な
い
い

に
語
り
つ
つ
、
他
方
で
、
根
源
の

篠
か
に
ソ
ク
ラ
テ
ス
は
一
語
っ
た
と
い
う
そ
の

こ
と
な
の
で
あ
る
。

次
に
引
用
す
る
の
o
g
h
c誌
の

テ
ク
ネ
;
・
プ
ナ
P

ジ
!
を
側
商
か
ら
補
強
す
る
今
一
つ
の

簡
明
に
説
く
も
の
で

北
中
人
文
学
部
紀
姿



行
為
の
始
ま
り
(
ア
ル
ケ

1
〉
に
つ
い
て

あ
る
。

批
評
家
た
ち

あ
か
ら
さ
ま
の

し
て
き
た
。

い
わ
く
、
わ
た
し
が
諮
問
と
は
侍
か
を
知
っ
て
い
て
も
、
依
熱

と
し
て
そ
れ
を
願
望
し
そ
こ
な
う
角
田
口
き

で
な
い
。
〔
こ
れ
に
対
し

ソ
ク
ラ
テ
ス

こ
と
が
あ
り
得
る
だ
ろ
う
。

何
人
も
、

知
識
だ
け
で
は
意
志
を
決
定
す
る
に
十
分

て
ハ
告
ら
す
す
ん
で
)
吉
正
吉
弘
司

2
4ゑ
丹
念
出
色
可
)
悪

、
コ
、

し
土
く

を
為
さ
な
い
、
と
。
惑
を
為
す
ひ
と
は
、
欺
か
れ
て
い
る
の
だ
。
彼
の
、
持
が
本
当

、、今、
し
カ

何
が
彼
に
と
っ

い
か
の
理
解
法
、

誤
ま
っ

っ
て
曇
ら
さ

っ
て
い

る
の
で
、
そ
れ

っ
て
い
る
の
だ
。

の

は
、
捜
は
湾
、
が
繁
い
か

っ
て
い
る
、
の
は
真
で
な
い
。
も
し
彼
が
、
知
る
と
い
ろ
と
と
の

こ
の
養
以
外
の
何
も
の
も
願
望
し
得
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う

で
何
が

い
か
を
知
っ
て
い
た
の

…62 -

い
く
つ
か
の
動
機
が
葛
藤
し
て
い
る
状
況

り
の
対
象
か
ら
真
な
る
対
象
を
識
別
加
す
る
の
に
失
敗
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
て
い
る
願
望
そ
の
も
の
に
誤
り
が
存
し
て
い
る
の
で
な
く
、
偽

一
旦
わ
れ
わ
れ
が
そ
れ

る
対
象
と
偽
な

別
加
〕
会
為
し
得
る
な
ら
、

の

て
の
流
れ
は
、

へ
と
向
う
警
で
あ
る
ο

。
巾
}
己
目

G
C山

日

)
S
n
c容
認
再
出
宮
口
問
タ

H
5
P
担
問
問
H
H
M
M
M
開
門
州
知

5
8
2
H
(の
48γ

(
考
え
て
い
る
通
り
に
行
為
し
な
い
ひ
と
は
、

て
い
る
)

プ
ラ
ト
ン
の
判
カ
ル
ミ
デ
ス
』
は
デ
ル
ブ
ォ
イ
の

汝
自
身
を
知
れ
、

か
ら
始
め
て
、

ソ
ー
プ
ロ
シ
品
ネ
ー
を
論
じ
て
い
る
。
そ

の

ソ
i
プ
ロ
シ
ブ
ネ
;
ハ
節
制
)
と
時
、
他
の

て
の
徳
持
様
、

に
つ
い
て
の

て
い
る
。

て
こ
れ

の
知
〕

iま

に
閣
内
じ
で

し
て
よ
か
ろ
う
。
自
己
知
と
は
、
わ
れ
わ
れ
の
移
在
の
核
答

る
8 

分
(
芦

3
5

の

の
で
あ
る
。



宮
内
の

は
、
わ
れ
わ
れ
が
議
分

は
な
ら
ぬ
魂
な
の
で
あ
る
。

プ
ラ
ト
ン
と
ア
ヲ
ス
ト
テ
レ
ス
は
、

の
一
切
の
告
分
の

こ
ろ
の
、
結
局
わ
れ
わ
れ
が
議
ら

に
こ
の
最
も
う
ち
な
る
自
分
。
ロ
目
。
ぇ

が
存
在
す
る
と
い
う
一
信
念
を
受
け
容
れ
た
G

そ

し

こ
の
最
も
う
ち
な
る
自
分
が
、
人
間
に
お
け
る
神
的
な
要
素
で
あ
る
と
霞
じ
た
。
真
な
る
自
分
が
抱
き
得
る
と
こ
ろ
の
、
真
な
る

に
舟
け
ら
れ
て
い
る
真
な
る
自
分
に
毘
有
の

彼
ら
は
、

刊
さ
門
岡
山
皆
川
明
(
さ
い
申
立
と
い
う
特
別
の
名
称
で
呼
ん
だ
の

だ善
つ J¥

たき
〆『、

傍
点
訳
者
、ザノ

真
な

に
つ
い
て
の
知
が
、

か
の

判長よ
そ空う
の 1m ~こ
両知

E可

方ハ
で街
、一ノ

あc.ど
るii9Bァ
ミス。
立小
JE 小

¥wノ
ι坦

に
、
真
な
る
、
白
日
に
陸
有
の
願
望
企
統
御
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
い
う
原
副
知
を
裏
づ
け
る

の
最
後
の
数
行
合
読
む
解
釈
者

制
何
ら
か
の
能
力

に
多
い
。
す
な
わ
ち
次
の
よ
う
に
読
む
の
で

ま
ミ
ミ
の
叶
円
時
、
も
し
く
は
、
前
知
識
で
あ
る
?
ミ
ヰ
ミ
、

も
し
く

63ー

(
問
)

そ
の
望
ん
で
い
る
こ
と
を
為
す
ひ
と
が
能
力
あ
る
(
知
あ
る
)
ひ
と
な
の
だ
。
」

叶
そ
れ
故
、
自
ら
す
す
ん
℃
、
醜
い
こ
と
や
不
正
な
こ
と
を
す
る
ひ
と
試
恥
丈
を
お
ミ
2
専
門
守

S
R三
主
主
も
ん

wha
おお内

2
2
L亡、

〈
山
)

も
し
こ
の
よ
う
な
ひ
と
が
存
在
す
る
な
ら
お
誌
も
叶
珍
叫

2
s
o
p
s、
震
れ
た
ひ
と
か
去
、
主
弘
同
の
他
に
は
い
な
い
。
」

「
誰
で
あ
れ
、
議
む
と
き
は
い
つ

こ
の
よ
う
な
ひ
と
が
存
在
す
る
な
ら
」

治
川
市
キ
A
h

、

z
h
J
t
 
不

い
う
こ

と
い
う
仮
定
は
、

の
で
あ
っ
て
、
九
w
h
h
h
町
内
ミ
弘
三
と
い

{
糊
端
}

そ
も
そ
も
不
可
能
に
す
る
よ
う
な
知
な
の
で
あ
る
、
と
。

不
可
能

に
成
立
す
る

従
っ
て
、
「
倫
理
を
心
得
る
ひ
と
の
願
望
す
る
こ
と
は
、
彼
の
為
す
こ
と
な
の
で
あ
る
。
様
々
の
倫
環
的
状
況
に
対
し

そ
し
て
場
合
に
よ
っ
て
は
、
無
意
識
に
、
非
理
性
的
に
さ
え
即
時
z
t
oロ
釦
口
三
ふ
る
ま
え
る
と
い
う
能
力
は
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
'
ヅ
ラ

北
ふ
人
文
学
部
紀
高
官

本
能
抽
出
に
、



行
為
の
始
ま
り
(
ア
ル
ケ
l
)
に
つ
い
て

ト
ン
的
知
識
の
内
実
を
な
す
と
い
う
点
で
、
知
性
の
ひ
と
が
、
そ
れ
ら
の
倫
理
的
状
況
に
お
い
て
と
る
態
度
を
表
現
す
る
と
こ
ろ
の
、
明

示
的
か
つ
意
識
的
で
あ
る
の
と
同
程
度
に
、
本
質
的
で
も
あ
る
公
式
な
の
で
あ
る
」
と
さ
え
主
張
さ
れ
る
。

だ
が
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
解
釈
は
、
常
に
、
願
望
は
、
何
か
を
為
そ
う
と
す
る
、
そ
の
何
か
の
限
定
と
、
そ
の
限
定
が
正
確
に
写
像

す
る
知
に
お
い
て
の
み
、
願
望
と
し
て
の
同
定
が
可
能
な
の
で
あ
っ
て
、
も
し
、
「
善
美
の
こ
と
は
何
も
知
ら
な
い
」
わ
た
し
で
あ
れ
ば
、

善
美
の
こ
と
に
か
か
わ
る
願
望
を
、
確
か
な
根
拠
を
も
っ
て
語
る
こ
と
は
決
し
て
で
き
な
い
訳
で
あ
ろ
う
、
と
い
う
不
知
な
る
想
定
に
常

に
直
面
せ
ざ
る
を
得
な
い
で
あ
ろ
う
。

す
る
と
、

わ
れ
わ
れ
が
直
面
し
て
い
る
こ
と
は
、

「
善
い
」
と
か

「
勇
気
あ
る
」
と
か

「
美
し
い
」
と
い
う
コ
ト
パ
が
指
し
示
す
、
あ

る
か
た
ち
を
、
正
確
に
知
る
と
は
、
如
何
な
る
事
態
で
あ
る
か
と
い
う
こ
と
、
さ
ら
に
、

正
に
「
性
格
」
語
(
号
吉
色
町
EZEM)
と
し
て
こ
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れ
ら
の
コ
ト
パ
が
読
ま
れ
る
根
拠
と
し
て
、
端
的
に
、
そ
れ
ら
の
コ
ト
バ
で
述
定
さ
れ
る
基
体
と
し
て
の
、
真
な
る
自
分
が
、
畢
覚
、
魂

に
他
な
ら
な
い
と
す
れ
ば
、
魂
と
は
、
ど
れ
だ
け
の
能
力
と
、
ど
の
よ
う
な
働
き
を
も
つ
の
か
と
い
う
こ
と
、
そ
し
て
こ
の
魂
が
、

イコ

の
か
た
ち
を
も
っ
と
は
、
如
何
な
る
こ
と
か
、
こ
れ
ら
の
問
題
が
さ
ら
に
問
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

小
論
は
、
こ
れ
ら
の
問
題
に
立
ち
入
る
こ
と
を
、
次
な
る
課
題
と
し
て
一
先
づ
、
措
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(
註
)

NVNbhC
人
同
誌
に
叫
J
~
N
G
O
S
2
・
ns胃
、
日
誌
芯
出
h
。L司
句
。
円
b
b
R
G
h
(
F
C
ロ仏
O
P

H

∞
缶
)
〈

o--ア
℃
・

ω∞
叶
の
記
述
に
負
う
。

(
2
)
P
E
E
R
Eロ
r
F
F
N
V
N
S
E
h
-
-
1
2糸
町

(
F
H
E・
5
8
)

開
吋
丘
四
回
吋

r
o
-
-
2
N唱。
~
Z同
切

仏

.ω
・

NO印・

(
3
)
L
1
F
Nぶ・

ω・
Mg-
猶
、
引
用
文
に
見
え
る
切
o
r
r四
円
は
、
町
内
GHq誌
な

付
著
作
真
偽
問
題
と
著
作
年
代

(

1

)

〉
え
に
は
、

hv-h
お
芯
詰
w
h
N
-
S
E
R
E叫
句
門
詐
十
、
q
h
q出
(
H

∞H
a
)

な
る

著
作
が
あ
る
が
、
今
回
筆
者
の
手
に
す
る
こ
と
を
得
ず
、
。
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F
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ン
の
初
期
か
ら
中
期
に
い
た
る
知
識
論
の
構
図
は
「
能
力
論
の
も
と
に

あ
り
、
そ
こ
で
技
術
知
と
は
「
そ
れ
に
よ
っ
て
わ
れ
わ
れ
が
何
々
を
な
す

こ
と
の
出
来
る
も
の
」
と
し
て
、
一
つ
の
能
力
(
デ
ュ
ナ
ミ
ス
)
で
あ
る

と
規
定
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
」
と
一
吉
田
わ
れ
る
。
松
永
雄
二
『
八
よ
い
〉

(
談
。
と
い
う
そ
の
こ
と
へ
の
接
近
l
l
l
行
為
と
徳
(
ア
レ
テ

l
)
に
か

か
わ
る
知
の
問
題
を
め
ぐ
っ
て
l
i
l』
、
九
大
哲
学
研
究
室
編
『
行
為

の
構
造
』
(
勤
草
書
一
房
、
一
九
八
一
二
年
)
三
九
頁
。

(
川
山

)

H

U

-

同
文
ど
。
も
・

2

F

U
白
日
開
N

h

H

・

(日

)
L
Sミ
・
臼
田
町
何
日
l

∞・

(ロ
)
h
h
w
h
h
N
・
ω由
印
肘
由

H
0
・九日
C
M
L
日叶内山内叶内司。
R
V
と
恥
向
、
ヒ
向
叶
内
山
内
己
主
。
九
叶
叶
目
2
M
L

す
な
わ
ち

2
2
mヒ
と
司
、
母
2
E
の
意
味
に
つ
い
て
は
、
当
時
う
る

さ
い
議
論
が
あ
っ
た
。
そ
の
一
端
は
『
カ
ル
ミ
デ
ス
』
に
見
ら
れ
る
。

そ
ζ

で
の
一
応
の
用
法
を
見
る
と
き
B
V
(
g
m
4
2円
)
は
広
く
用
い
ら

れ
、
善
美
の
も
の
を
作
る
(
為
す
)
と
き
、
そ
れ
は
郎
、
「
吉
川
智
と
か

同
も
ふ
町
内
正
時
と
か
吾
一
日
わ
れ
、
そ
れ
は
又
叶
骨
仰
向
ミ
。
山
司
m
v
h
m

叶
2
邑
と
も
冨
同

わ
れ
る
。
又

2
2
2円
が
有
害
な
こ
と
守
白
石
毛
円
悼
の
作
為
(
制
作
)

と
し
て
使
わ
れ
る
な
ら
叶
骨
恥
と
守
、
向
島
司
百
円
時
叶
Q
E
と
言
わ
れ
る
。

す
な
わ
ち
司
。
S
Q
3
は
、
議
同
な
る
制
作
、
悪
な
る
制
作
、
両
方
を
含

み
得
る
が
、
子
。
「
2
q
E
と
か
司
、
常
一
町
内
と
一
言
え
ば
、
そ
れ
は
通
常
、
善

美
の
こ
と
を
為
す
こ
と
を
意
味
し
た
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
意
味

に
お
い
て
月
丸
山
吉
町
内
は
司
、
知
町
一
お
よ
り
も
そ
の
意
味
範
聞
が
広
か
っ
た

の
で
あ
る
(
忌
ω
回
H
!
の∞
)
Q

北
大
文
学
部
紀
要

(臼

)Emw門
C
w

むも・円
hFω
∞
印
何
]51ω
∞
∞
〉
]
「

(
M
)
H
h
v

於叫・

ω品
吋
の
日
河
口
N.

(日

)
3
R
ω
戸
〉
由
l
斗・

(
日
目

)
L
Sミ・

ωロ
〉
吋
11
∞・

(ロ
)
h
h
v
h
h
叫・

ω叶
】
1

〉
N
i
切]「

(

叩

凶

)

」

1rn同・
ω
戸

〉

AF--日・

(
山
口

)
L
Sミ
・
∞
叶
H
K
F
∞・

(
加
)
H
N
u
h
札・

ω出
叶
の
N

h

H

・

(幻

)
L
G
R
ω
町
出
回
吋
の
H
・

(辺
)

]

U

F
ー同O
W

』山町内戸叶、吋
I
l
斗∞-

(
泊
)
こ
の
機
制
を
廻
っ
て
、
そ
の
思
弁
と
ト
ピ
ッ
ク
そ
の
も
の
の
の
魅
力

に
よ
っ
て
、
ア
ク
ラ
シ
ア
論
が
想
起
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
わ
れ

わ
れ
は
理
性
(
ロ
ゴ
ス
)
と
欲
求
(
オ
レ
ク
シ
ス
)
に
よ
る
実
践
的
推

論
の
機
制
を
出
来
合
い
の
パ
タ
ー
ン
と
し
て
使
用
す
る
こ
と
は
避
け
ね

ば
な
ら
ぬ
。
何
故
た
ら
こ
こ
で
は
魂
の
諸
力
が
そ
う
分
明
に
は
諮
ら
れ

て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。

(

M

)

盟
主
0
・
河
合
・

~fhpω
忍
田
∞
・

(お

)
L
S
N
K・
ω叶
日
〉
凶

ω・
望
み
得
な
い
こ
と
が
何
故
に
生
起
す
る
か
に
つ

い
て
の
機
制
で
あ
る
か
ら
、
も
し
知
っ
て
い
れ
ば
、
そ
う
為
す
こ
と
は

菓
み
得
な
か
っ
た
こ
と
に
な
ろ
う
。

(

M

m

)

尽
に
・

S
H
H山
由
自
N
i〉日・

(
幻
)
こ
う
考
え
て
よ
け
れ
ば
、

h
E
E
に
為
さ
れ
る
行
為
の
説
明
と

L
て
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行
為
の
始
ま
り
(
ア
ル
ケ

l
)

に
つ
い
て

は
「
強
制
に
よ
っ
て
起
っ
て
く
る
こ
と
や
、
無
知
の
ゆ
え
に
起
っ
て
く

る
こ
と
は
不
本
意
な
行
為
で
あ
る
と
一
般
に
考
え
ら
れ
て
い
る
」
と
の

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
説
明
ば
、
こ
こ
で
の
プ
ラ
ト
ン
の
そ
れ
に
極
め
て

近
似
し
て
い
る
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

口町
-

K
戸
円

E
G
g
-
o
m
w
同
-
V
『・口
H
・H
・
ロ
S

E
印

l
ロ
呂
田
H-

(
泌
)
日
ν}
巳
0
・
。
、
・
円
た
・

ω叶】
I
H
)

∞j
何
回
・
こ
こ
で
は
ヒ
ツ
ピ
ア
ス
が
ア
キ
レ
ウ

ス
を
介
護
す
る
か
た
ち
で
、
ア
キ
レ
ウ
ス
の
ア
イ
ア

l
ス
に
対
す
る
善

意
が
諮
ら
れ
る
。

ハ
却
)
わ
れ
わ
れ
は
比
三
一
か
の
恥
じ
ら
い
も
な
く
こ
の
よ
う
な
術
は
知
ら
な
い

と
告
白
せ
ざ
る
を
得
な
い
だ
ろ
う
。

(

m
山

)
H
V
F
g
w
也、.町民同・

ω吋
ω
同)
N
l
u
・

(
紅

)ω
間
三
国
間
の
用
語
を
借
用
。
ぇ
・

ω田
口
宮
田
喝
の
-w

九四。
b
S
H
q
h
(
H
由吋由)

同】阿川・

HAH
∞
l
H
印0
・

(
m
M
)
]
v
r
g
w
。、.町民同・

ω
吋
品
〉
斗
切
N
・

(お
)

ι

1

F

に
-
u

印
U
1

品
切
ω・

(担

)
L
Gに・

ω叶
印
〉
H

N
・

(
お
〉

H
p
h
叫
・
∞
吋
印
わ
ω
∞・

(
問
団

)
L
a
v
N

九・

ω
叶
印
切
∞
ハ
U
U
・

(
幻
)
」
疋
之
、
・

ω叶
印
わ
由
l
l

円)]「

(

叩

拍

)

司

『

件

O
w
n
-
N
F
A
肝
叶
ロ
ω
!
日・

(
叩
押
)
呂
田
門
C
M
H
H
刷、.』
A

町立

ω
叶
出
回
九
日
出
・

(
必
)
『
コ
ル
ギ
ア
ス
』
で
プ
ラ
ト
ン
は
、
物
日
間
宅
部
、
白
叶
昆
に
生
じ
る
劣

惑
さ
司

2
4志
向
島
に
貧
乏
月
利
払
日
を
、
肉
体

q
b
、
白
に
生
じ
る
劣
悪
さ

に

病

気

忘
q

S

を
、
魂
に
生
じ
る
劣
悪
さ
に
不
正
む

2
2
を
配
し

た
。
そ
し
て
こ
れ
ら
三
種
の
劣
悪
さ
か
ら
わ
れ
わ
れ
を
解
放
す
る
術

を
、
又
そ
れ
ぞ
れ
に
配
し
、
日
司
、
格
志
向
一
円
日

EHeraNも司王昆叶向。.汽
p
q
b
h
h角川目

忘
q
S
E
町
民
号

2
4・
mbcH
品ふ
P
R
T
'
b
m
S
(
P
E
E
S
V
4
)
な
る
秩
序
を
構

想
し
て
い
る
。
こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
『
ク
リ
ト
ン
』
に
見
ら
れ

た
健
康
ア
ナ
ロ
ジ
ー
が
、
肉
体
に
対
す
る
医
術
、
魂
に
対
す
る
正
義
術

と
し
て
一
色
一
回
わ
ば
健
康
を
つ
く
り
だ
す
術
と
し
て
又
垣
間
ら
れ
て
い
る
こ
と

で
あ
る
。
そ
し
て
魂
に
対
し
て
正
義
の
術
が
考
え
ら
れ
て
い
る
の
も
極

め
て
顕
著
な
プ
ラ
ト
ン
初
期
の
岡
山
察
の
特
徴
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
口
町
・

。
。
、
h
・札口一、吋〉
m
T
t
A

均
一
∞
〉
印
・

(

4

)

必
要
な
範
閤
内
で
と
は
、
勿
論
筆
者
が
目
に
し
得
た
極
め
て
、
限
ら

れ
た
解
釈
者
の
う
ち
で
、
と
の
意
味
で
あ
る
。

(必

)
ω
r
o円四
V
M
M・
-
吋
N
V
向
ロ
ミ
々
。
」
、
、
-
N
C

円
。
ぷ
同
J
F
。
NkhpH
〔

(
U
F
山口出関
0
・

]50ω)
℃
・
U
-

(

m
制

)

h

b

円・町民作

(
川
叫
)
目
。
円
・
町
民
同
・

(必
)
E
m
g
u
句、。
H・
ω印
N
(
U
U
叶・

(必

)
ω
r
o
H
O
M刊
W
H
Y
-

吋
~
v
G
qミ
ミ
"
司
-
H
0・

(
円
引
〉
註
(
必
)
を
参
照
。

(
泊
四
)
旦
釦
同
0
・
H
V、dH・

ω日N
回日
i
∞・

(
川
叩

)
ω
r
o
B
F
M
M・-凶
-
P
R
w
q
E
H匂
w

ヲ
ロ
・
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(s) Ibid. footnote 38. 

(rr.i) Croiset， M.， Platon oeuvres completes， tom. 1. (Paris， 

1920) p. 23. 

(f?l) Croiset， M.， op. cit. pp. 23-24. 

(巴)Hoerber， R. G.，“Plato's Lesser Hippias，" Phronesis 

Vol. VII-No. 2-1962， 121-131. 

(呂)Ibid. p. 124. 

(巴)loc. cit. 
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行
為
の
始
ま
り
(
ア
ル
ケ

l
)

に
つ
い
て

(

閉

山

)

同

C
O
H
r
F
4
・円札
F

匂・

H
N
印・

(
四
叩
)
尽
に
・

M
M
-
H
N
由
・
す
な
わ
ち
「
自
ら
す
す
ん
で
」
と
は
「
何
か
を
た
く

ら
ん
で
」
の
如
く
に
意
味
を
曲
げ
、
「
心
な
ら
ず
も
」
と
は
「
善
意
か

ら
」
の
如
く
、
常
に
背
後
に
善
意
を
予
断
す
る
如
く
。

(

m

山

)LSR
℃・

H
N
白・

(
印

)
L
5・九
-
-
Y

巴
吋
・
こ
の
点
に
つ
い
て
は
本
章
註
(
ロ
)
に
触
れ
て
お

し
た

(
町
山
)
守
町
-
h
p

註
1
参
照
。
こ
の
点
で
出
O
O
H
r
R

の
解
釈
の
基
本
線
が

窺
え
る
。
叶
主
ぞ
史
に
相
応
し
て
ゆ
く
「
能
力
」
と
「
知
」
と
「
優
れ

て
い
る
こ
と
」
が
あ
り
、
恥
叫
叶
ミ
司
胡
一
、
2

に
相
応
し
て
ゆ
く
「
能
力
」
と

「
諮
問
い
ひ
と
で
あ
る
こ
と
」
が
あ
る
。

(
臼
)
討
に
・
℃
唱
・

H
N
∞
尽
∞
-

(臼
)
L
g
h
h円

H
U
-
H
8
・
こ
の
二
項
対
照
に
対
す
る
説
明
は
、
プ
ラ
ト
ン
の
思

索
と
し
て
と
る
よ
り
も
、
出
。
白
H
r
R

そ
の
ひ
と
の
一
つ
の
解
釈
で
あ

る
と
思
う
。

(臼
)
p
p
h
N
H

・

(
臼
)
昌
己
目
百
円
ロ
は
直
接
図
。
。
円
r

R

を
名
指
し
て
い
な
い
が
、
内
容
を

汲
む
と
、
筆
者
の
設
定
す
る
コ
ン
テ
キ
ス
ト
が
成
立
す
る
と
考
え
る
。

昌
巳

-MOB-
』
・
同
・
。
、
・
2

H

(

本
章
の
註
(

2

)

参
照
)
。

(
印
)
L
G
N
民

M
Y
N
a
-

(

m
山

)
N
E
~
九
・
匂
-
N
∞
m-

(
伺
)
向
。
町
内
乱
・

(

ω

)

読
者
は
、

H
V
E
-
ω
}
5
5
可
が
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
が
明
確
に
区
別

し
た
念
日
ピ
向
、
完
と
ほ
お
の
関
係
の
源
を
木
対
話
詩
篇
に
見
た
よ
う
に

(
ω
r
o『
O
U
C
H
Y
W
-
-
1
H
V
B
H
N
V
K
V
芯
お
ミ
(
(
u
r
-
g
m
p
H由
ωhp)-u-u
・∞
φ
l由
{
〕
)

匂巴
E
M
N
町
内
(
能
力
)
と
叶
ま
き
叫
(
性
絡
)
の
区
別
は
す
で
に
こ
の
と
き

プ
ラ
ト
γ
に
と
っ
て
重
く
遠
い
射
程
を
も
っ
た
そ
れ
と
し
て
意
識
さ
れ

て
い
た
と
考
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

(
叩
)
宮

Z
H
E
E
L
-
同

-
W
C
も・ミ・

q-Mg-

(
九
)
向
。
門
・
町
民
H

・

(冗
)
N
N
W
弘、・匂
-
M
∞叶・

(
均
)
守
門
・
三
F

(
引
内

)
L
1
F
t
u民・

H
Y
N
∞∞・

(
万
)
向
。
円
・

G
F

(
花

)
H
Z
H
P
H
W
吋
室
、
同
」

5
3
N
吋
F
S
ミ
(
O
H
同C
H
チ
同
恒
三
・

(
作
)
松
永
雄
二
、
前
掲
書
所
収
、
二
五
五
五
頁
。

(
刊
日
)
同
門
司

EW
吋
-
w

。hu
・
門
社
・
匂
-

A

F

・

(
乃
)
L
G
に
・
同
ロ
可
。
仏
ロ
ロ
昨
日
C
ロ
の

7
、

2
・
凡
忠
之
さ
訟
。
K
N
u
h
b
H
。
HUJq
・]戸
]
F
l

む
が
、
そ
の
基
本
線
を
示
し
て
い
る
。

(別
)
H
F
於叫・

HV
・吋
H
.

(
但
)
h
b
円・町民
F

(
位
)
H
F
町、・

HV
・斗
ω・

(

出

)

」

S
R
司
・
吋
∞
-

(

U
凹

)
L
G
R
Z
-
日
叶
印
N
U

勺・∞印・
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(器)Plato， Lysis.， 219 B2-3. 

(詔)Ibid. 219 C5-D2. 
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